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　　　序







　西せい暦れき１４８２年。

　時は血で血を洗う戦国時代のまっただなか。

　藤ふじ嵐あらしの国の君主、藤嵐誠せい十じゆう郎ろうは、隣りん国こく、鳥とり兜かぶとの国に刃やいばを向けた。

　君主、鳥兜陣じん兵べ衛えを打ち倒し、その妻さい子し、親しん戚せき一同まで根ね絶だやしにした。

　しかし、彼の栄えい華がはそう長くはなかった。

　鳥兜陣兵衛に仕えていた忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんによる報ほう復ふくだった。

　藤嵐誠十郎による奇き襲しゆうのさい、頭とう目もくが死亡したため、弱じやつ冠かん十五歳さいでありながらその座をついだくノ一いち、血桜修しゆ羅ら菊ぎく。

　彼女率ひきいる血桜忍群は、わずか一夜にして誠十郎の首を落とし、主あるじがそうされたように妻子、親戚一同にまでその刃を向けた。

　家か臣しんらの命をかけた働きにより、唯ゆい一いつ城を逃れた、藤嵐誠十郎が息子、藤嵐誠せい之の進しんは、燃え盛る城を背中に峠とうげへと向かった。

　たった一人の護ご衛えいのくノ一、草くさ影かげ涼すず葉はと共に……。




　しとしとと冷たい雨が降り、遠くの空に時折雷かみなりが走る。そんな夜だった。

　暗い峠道を、二人は足あし速ばやに歩んでいた。

「誠之進様！　もうすぐ峠でござる。この峠を越えれば、殿とのの盟めい友ゆうであられる餅もち月づき徳とく長なが様の領内。もう少しの辛しん抱ぼうでござる」

　涼葉が、誠之進を励はげますように何度も何度も繰り返した。

「きっと藤嵐のことを心配した餅月様が兵を峠まで向かわせているはずでござる。だからご安心を」

「神かくし峠……か」

　誠之進が、ふと足を止めるとそんな言葉を漏らした。

「神かくし峠？」

「ああ。聞いたことないか？　この峠の名前だよ。たまに、この峠で人がいなくなることがあるらしい。それでこんな名前で呼ばれるようになったんだ。そのせいか、普段は誰も通りたがらない」

　誠之進の説明に、涼葉はなるほどとばかしに頷うなずいた。

「それで秘密の抜ぬけ道みちとして使われているのでござるな」

「そういうことだろうな」

「初めて知ったでござる。さ、誠せい之の進しん様、参まいりましょう」

　涼すず葉はが促うながすが、誠之進の足は動かなかった。ゆっくりと振り返ると、その光景に目を細める。

　燃え盛る城が瞳にしっかりと映った。熱気さえ伝えって来るほどだ。

「涼葉。城が燃える明かりで、まるで昼のようだな」

「………………」

　燃える城を見つめつつ、誠之進は力なく呟つぶやいた。

「父上は殺された。家か臣しん達も私を逃がした後に城に火を放って……。城もまもなくくずれるだろう。もはや藤ふじ嵐あらしは終わりだな」

「終わりではありませぬ！　誠之進様がいらっしゃいます！」

　涼葉が大声を上げた。

「餅もち月づき様の元へ逃れた後、兵を集め準備を整え戻りましょう。鳥とり兜かぶとの残ざん党とうなどすぐに追い払えます。誠之進様がいらっしゃる限り、藤嵐の国は終わりなどではありませぬ！」

「涼葉……」

「申し訳ござりませぬ。出過ぎたことを口にし」

　その場にひざまずき頭を下げる涼葉に、誠之進は静かに微笑ほほえんだ。

「ありがとう。そうだな。藤嵐は終わりじゃない。いや、国の名前が変わろうとそんなことはどうでもいい」

　軽く息を吸い込み、誠之進は続けた。

「私はこの国が好きだ。少し顎あごを上げれば見える、山の緑が好きだ。耳を澄ませば聞こえる、小川のせせらぎが好きだ。息を吸い込めば分かる、草花の香りが好きだ。私はこの国に帰ってきたい。いつか必ず」

「帰ってきましょう。誠之進様。一緒に」

「ああ、帰って来ような。二人で」

　見つめ合う二人。遠くで稲いな妻ずまの音がした。心なしか雨と風も強くなった気がする。

「急ぎましょう。誠之進様」

「ああ」

　二人の足音が、雨あま音おとにまじって響ひびいた。

　どれぐらい歩いたろうか。遠くに明かりが見えた。

「餅月様の領内の明かりでござる」

　涼葉が、息を弾はずませて言った。と同時に、少しだけ首を傾かしげる。

「おかしいでござるな。餅月様の兵が来る様よう子すがないというのは」

「気がついてないのではないか？　藤嵐城じように起こったことを」

「そんなはずはないでござろう。あれだけ空が赤く染まっているというのに」

　少しだけ怪け訝げんそうに空を見つめてたけど、涼すず葉はは誠せい之の進しんに顔を向けた。

「とにかく参まいりましょう。きっと途中で出会うはず……」

　涼葉の言葉の途中だった。それまで静せい寂じやくしていた闇やみがざわめいた。

　二人を取り囲むようにして明かりが灯ともされる。無数の松明たいまつだ。

　明かりに照らされ、血のような桜色の忍しのび装しよう束ぞくを着た連中が、二人を取り囲んでいた。

　腰の後ろから引き抜いた短刀を構えつつ、涼葉はかすれた声を上げた。

「血ち桜ざくら……忍にん者じや……」

「くっくっくっく。残念だったな。草くさ影かげのしょんべん娘」

　あざけり笑うような声が闇の中に響ひびいた。

「誰だ！」

　涼葉の問いに、声の持ち主は円えん陣じんの中へと一歩踏ふみ込んできた。

　松明の明かりに照らされるその姿は、女性だった。いや、少女と言ってもいいだろう。

　しかしその鋭い瞳は、もはや少女のものではなかった。

「今は亡き鳥とり兜かぶと陣じん兵べ衛えに使えし忍者集団、血桜忍にん群ぐんが頭とう目もく。血桜修しゆ羅ら菊ぎく」

「血桜……修羅菊……………」

　涼葉はかすれた声でその名前を口にした。

　血桜修羅菊。人食い鯱しやちとまで呼ばれた血桜忍群前ぜん頭目、血桜鯱しやち肌はだ丸まるの血を濃く引く娘。

　父親譲ゆずりの忍びの技と、非ひ道どうなまでの残ざん虐ぎやくな心を持った魔ま性しようの女おんな忍者。

　恐怖と、そして畏い怖ふの念をもってその名前は裏うら社会に広がっていた。

「なぜ、なぜこの抜ぬけ道みちを」

「簡単なこと。全すべて筒つつ抜ぬけだったのさ」

　修羅菊がフンと鼻で笑った。

「貴き様さまらが頼ろうとしていた餅もち月づき徳とく長ながからの情報さ。奇き襲しゆうのための武器も火か薬やくも兵も全すべて与えてくれたわ。我らが復ふく讐しゆうを終えた後、藤ふじ嵐あらしの領地をくれてやるという条件の下もとでな」

「そんな馬鹿な。餅月様は、殿とののご盟めい友ゆう」

「盟友だと？　そんな言葉にいかほどの価か値ちがあるというんだい？　この戦国の世に」

　修羅菊は軽く息を吸い込むと、口元をゆがめ楽しげに言った。

「それは貴様らが一番よく分かっておろう。卑ひ劣れつな手段にて、鳥兜の城を落とした貴様ら藤嵐の人間がな」

「黙れ！」

　飛びかかろうと身をかがめる涼葉に、修羅菊が右手を素早く動かした。煌きらめく何かが数本飛び出す。

「くっ！」

　涼葉が苦痛の声を上げた。長い鉄てつ針ばりが、涼葉の左腕を貫つらぬいていた。

「ほう、三本を叩たたき落とし二本は腕で止めたか。主あるじを守るためには避よける訳にはいかない。なかなか仕事熱心じゃないか」

　修しゆ羅ら菊ぎくはくっくと笑った。

「だが、これだけの人数を相手に守り切れると思ってるのかい？」

　修羅菊は表情を引き締めると叫んだ。

「全すべての血ち桜ざくら忍にん者じやに告ぐ！　我らが主あるじ、そして我が父の恨うらみを晴らせ！　藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんを殺し憎き藤嵐の血を根ね絶だやしにするのだ！」

　取り囲む影がざわめいた。それぞれの影が襲おそいかかる刹せつ那なの手前。

「待ってくれ！　修羅菊！」

　凛りんとした声が響ひびいた。涼すず葉はの後ろにいた誠之進だった。

　修羅菊は手で忍者達に攻撃を待つよう指示すると、軽く笑った。

「命ごいか？　藤嵐のお坊ちゃん」

　誠之進は修羅菊の前へと歩み出ると、少し目を伏せ口を開いた。

「父の行いは卑ひ劣れつなものだった。今いま更さら何を言ったところで弁べん解かい出来ることではない。貴き公こうらの遺い恨こん、尋じん常じようなものではなかろう」

　ゆっくりと瞳を修羅菊に向けると、誠之進はハッキリとした口く調ちようで言った。

「私の首一つでそれが晴れるというであれば、この首、ここで貴公らに渡そう」

「誠之進様！　何をおっしゃって！」

　叫ぶ涼葉を、いつになく鋭い瞳で睨にらみ付け黙らせると、誠之進は続けた。

「だが一つだけ頼みがある」

「何だ？」

「涼葉は……このくノ一いちは、先の奇き襲しゆうとは全く関係ない。幼き頃より、私の護ご衛えいの任を忠実に果たしていただけの忍しのびだ。彼女は殺さないで欲しい」

「無む念ねんの死をとげた我らが主、そして我が父のことを思えばおいそれと了りよう承しよう出来る話ではないが……」

　しばしの間まの後、修羅菊は軽く目を細めた。

「まぁいい。貴き様さまが大人おとなしく首をよこすと言うのであれば、その手て負おいのくノ一の命。見逃してやろうじゃないか」

「かたじけない」

　深く一いち礼れいすると、誠之進は顔を涼葉へと向けた。

　そして、優しい笑顔で言った。

「涼葉。これまで世話になったな。ここでお別れだ」

「出来ませぬ！　誠之進様をお守りするのがこの涼葉の使命。自分だけ逃げるなぞ出来るはずが！」

「涼すず葉は！　お前の気持ちは嬉うれしい。だが聞いてくれ」

　激しく抵抗する涼葉の肩を押さえ、誠せい之の進しんはしっかりと見つめ言った。

「ここで二人とも死んだならば、一体誰だれが、父上や家か臣しん達を弔とむらうのだ。もはや生き残りは我らだけなのだからな」

「しかし……」

「涼葉。藤ふじ嵐あらし家当とう主しゆとしてお前に命令する。生き延びろ。そして、私の代わりに、父や家臣達を…………そして私を………弔ってくれ」

「誠之進様……」

　涼葉の両りよう眼がんから、大おお粒つぶの涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「頼む。行ってくれ！」

　どれぐらい時がたったろうか。

　うつむいた涼葉は、かすれた声を搾しぼり出した。

「…………分かったでござる。それが命令とあれば、拙せつ者しや、従いまする」

「感謝するぞ」

「最後に、最後に一つだけ、拙者の願いを叶かなえてくださいませぬか？」

「何だ？」

　うつむいたまま、涼葉は静かに言った。

「一度でいいから。たった一度でいいから。この涼葉を………力ちから一いつ杯ぱいに抱き締めてくださいませ。誠之進様の手で」

「……分かった」

　誠之進は、涼葉の体を思い切り抱き締めた。力一杯に。

「これまでありがとう。涼葉」

「誠之進様…………」

　最初で………そして最後の抱ほう擁ようだった。

「失礼するでござる」

　涼葉は一いち礼れいすると、闇やみの中に駆けて行った。

「本当にそれが理由なのか？」

　修しゆ羅ら菊ぎくが、誠之進に語りかけた。

「父親や家臣らを弔わせるために、あのくノ一いちを逃がしたのか？」

　誠之進はゆっくりと首を横に振った。

「違うさ。涼葉は、十六年の人生を私のためだけに費やしてくれた。死ぬことさえも私のためというのは……あまりにもしのびない。弔いなんかどうでもいい。好きな土地へ行き、好きなように生きればいい。もう何も縛しばるものはないのだから」

「フン、相変わらずだな」

　修しゆ羅ら菊ぎくが、軽く鼻を鳴らした。

「どうしようもない、甘あまちゃんだ」

「……………さ、この首くび持っていけ」

　誠せい之の進しんはその場にひざまずくとゆっくりと頭を垂れた。

「潔いさぎよいな。ならば、遠えん慮りよなく切り落とさせてもらおう」

　修羅菊が忍にん者じや刀とうを引き抜くと、ぴたりと誠之進のうなじに当てる。

「死ね！　藤ふじ嵐あらし誠之進！」

　修羅菊が刃やいばを振り上げた直後だ。彼女の瞳がそれを捉とらえた。

「ふん」

　金属と金属がぶつかる音、闇やみの中に火花が散る。

　修羅菊によって弾はじかれた一枚の手しゆ裏り剣けんが、濡ぬれた大地に突き刺さった。

「戻って来たのか？　草くさ影かげのしょんべん娘」

　滑こつ稽けいでならないとでもいった様よう子すで、修羅菊は目を細めた。

　涼すず葉はだった。音もなくおりたった涼葉は、誠之進の脇に寄り添った。

「涼葉、どうして？」

「私は、忍者失しつ格かくですね。主あるじの命令に背そむいてしまったのですから」

　涼葉は、笑えみさえ浮かべた表情で穏おだやかに言った。

「しかし、私には出来ませぬ。誠之進様を残し一人逃げることなど出来ませぬ。忍しのびとしてではなく、一人の女として………誠之進様のお側そばにいたいのでございます」

「……お前」

　お互いの瞳が、お互いを映し合うたった少しだけの時。

「報むくわれぬ恋か。とんだお涙頂ちよう戴だいの話だね」

　修羅菊が高笑いを響ひびかせた。

「いいさ。二人そろえてその首切り落とし、犬のエサにしてくれるさ！」

　その時だ。一本の稲いな妻ずまが走った。ばりばりと音をたてて松が裂ける。

「閻えん魔ま大だい王おうがわめいておるわ。さっさと魂たましいをよこせとな」

　壮そう絶ぜつな笑みを浮かべると、修羅菊は声を張り上げた。

「さあ、藤嵐の血を根ね絶だやしにするのだ。ものども。かかれ！」

　牙きばをむいた影が、一いつ斉せいに二人に襲おそいかかる。もう逃れる術すべはなかった。

　誠之進は、涼葉に笑いかけた。

「涼葉……。生まれ変わったら、また会おうな。この地にて」

「……はい………約束でございます。誠之進様」

　二人はしっかりと手を握り締め合った。

　たとえ命を失っても、決して離れないようしっかりと。

　固く固く、握り締め合った。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　修しゆ羅ら菊ぎくの刃やいば、そして忍にん者じや達の刃が二人に降り注そそごうとしたその瞬間。

　辺りが強い閃せん光こうに包まれた。




　時は戦国世よは地じ獄ごく

　はかなき夢の通い道

　この世でかなわぬ恋なら

　生まれ変わった次の世で

　最後に交わした切なる約束

　叶かなう日来たるはいつの日か

　ベンベンベンベンベンベンベンベン（三しや味み線せんの音ね）
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「だから～、問題ないって。ちゃんと料理も自分で作ってるし、掃除と洗せん濯たくだってマメにやってるよ。心配いらないってば」

　そうは力りき説せつしてみても、受話器の向こうからやってくる母親の声は収まってくれない。まるで嵐あらしのようだ。ただの嵐じゃない。パーフェクトストームだ。

　こんなもん受信しなくちゃいけないなんて、お前も大変だねってマコトは電話機にちょっと同情した。

　思えば、電話機ってのは健気けなげな存在なのかもしんない。いろんな人の愚ぐ痴ちを文句も言わず黙って聞いてるんだから。

　電話機に感謝の心を捧ささげてから、マコトは早口にまくしたてた。

「とにかく、僕のことは心配しなくてもいいからね。それじゃ、友達と約束があるから。切るよ。ＰＳ、父さんによろしく！　＆仕送り増して」

　ガチャンと受話器を置いた。

　油ゆ断だん出来ないからしばし睨にらみ付けてたけど、幸さいわい再び鳴きわめき出すってことはなかった。

「母さん。たまに電話かけてくるとしつこいんだからなぁもう」

　マコトは心の底からため息を吐き出した。

「しかしまぁ、電話じゃああは言ったものの………」

　ぐるりと家を見渡した。なかなかけっこう素す敵てきに散らかってた。

　流しにはカップメンのカップが山になってたし、脱ぎ捨てたパンツとか靴下がやっぱり山になってた。

　棚とかを指でつ～ってやれば、そりゃあもうすごいことになるだろう。そうとう温おん厚こうなお姑しゆうとめさんを連れて来てもちゃぶ台をひっくり返すのは間違いない。

「人間って、たった三カ月でここまで散らかせるんだなぁ」

　短たん髪ぱつの頭をぼりぼり搔かきながら、マコトはぼやいた。

「彼女でもいればいいんだけどな。掃除してくれるよ～な」

　もやもやもやって、マコトの頭の中で想像虫むしがざわめいた。





　すっげぇグラマーな女の子『ねえ、マコトぉ♥　掃除しに来ちゃつた♥　ご飯はんも作つてあげる♥　そして最後は[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]そ・い・ね♥』






「うおおおおおお！」

　一人でばしばしクッションたたいてから、こみあげてる空むなしさにふっとため息を吐き出す。

「自分でやろ」

　とりあえず足あし下もとに散らばってるポテトチップの袋ふくろを拾い上げちまちまっとした掃除を始めるけど、さしせまってる時間に気がつく。

「いけね！　福ふく本もととの約束、二時だっけ」

　マコトは充電してあった携帯をポケットに突っ込むと部屋を飛び出した。埃ほこりっぽい廊下を靴下でつ～って滑りながら移動し玄げん関かんに飛び出す。

「キンちゃんギンちゃん。留る守す番ばん頼んだぞ」

　下げ駄た箱の上の金魚鉢ばちでぷかぷかしてる二匹の金魚に挨あい拶さつを飛ばすと、マコトは家を出た。

　別に鍵かぎはかけない。人通りもない郊外だし、それにドロボウが入ったって盗とられるもんもそんなにない。

　車のないガレージに置かれてる自転車に飛び乗ると、ペダルに右足をかける。

「よっしゃ行くぞい！」

　発進の一ひと声こえ、ぐいっと踏み込むように右足に全体重を乗っけた。

　マコトを乗っけた自転車は、勢いよく道路へと飛び出した。





　春日かすがマコト、それが僕の名前だ。どこにでもいるよ～～～～な十六歳さいの高校二年生。勉強はちょっと苦にが手て。運動もちょつと苦手。得意なことっていったら、ゲームと金魚の世話くらいかな？

　ひまわり市。なんだか幼稚園の組わけにありそうな名前だ。だけど、これが僕の住んでる街の名前。山に囲まれたのどかな街だ。

　昔は向日葵ひまわり市って漢字で書かれてたんだけど、僕が小学校の頃に『より親しみ易やすい街作りを目指そう』とかなんとかでひらがなになった。

　まぁ街の名前が変わっただけで他が変わった訳じゃないけどね。ちなみに僕が通ってる向日葵高校は漢字のままだ。ひまわり高校にはなってない。ちょっと救われたって気分だ。

　街外はずれの一いつ軒けん家やに、僕は一人で暮らしてる。もともとは父さんと母さんと僕との三人暮らしだった。だけど、食品関係の仕事をしてる父さんの海外赴ふ任にんが急に決まって、母さんと一緒に今年の二月に日本を出て行ってしまったのだ。

　行き先がアメリカとかオーストラリアとかいえば格かつ好こういいしついて行きたいとこだったけど、パンチパパイヤ島とかいう南の島国。

　両親は僕も連れて行きたかったみたいだけど断だん固ことして拒否した。で、僕だけが日本で一人暮らしをすることになったって訳。まぁ、赴任期間も一年半ってことだから、二人とも来年には戻って来るだろう。それまでは留る守す番ばんだ。長い長いお留守番。

　パパママつて寂しがる年でもないけど、それでも最初の頃はちょっともの寂しいもんがあった。別に両親にべったりの生活をしてた訳じゃないけど、それでもいざ一人になってみると勝手が違う。

　最近はだいぶ一人ってのにも慣れて気楽にのんびりと過ごしてるけど、やっぱり寂しいと思う時がある。

　家に帰った時とか、ご飯はん食べる時とか、テレビ見て一人で笑ってる時とか。

　唯ゆい一いつの話し相手が中学の時から飼ってる金魚だけだもんな。そりゃ寂しいよ。第一、いくら話しかけても返事もしてくれないし。

　だから、僕はいつも願ってる。

　おかえりなさいを言ってくれたり、一緒にご飯を食べてくれたり、一緒にテレビを見てくれたり。そんなことしてくれる彼女が出来ることを。

　願ってんだけどね～～なかなかど～～してそ～～はいかの金きん太た郎ろうアメなの。
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　自宅から自転車をぶっ飛ばすこと二十分。大型デパートとデパートの間にひまわり市駅が見えた。

　ここらへんは市内でも一番の繁はん華か街がいだからそれなりに人通りも多い。

　マコトは人にぶつからないようにのろのろ運転しながら、駅前の駐ちゆう輪りん場へと向かった。

　おじさんに百円払はらって自転車を停めるとてってこてってこ駅前のひまわり時計へと急ぐ。

　大きな向日葵ひまわりのオブジェで中央が時計っていう代しろ物ものだ。ハッキリ言って悪あく趣味だけど目立つから待ち合わせ場所には最適だ。

　時計は二時十五分をさしてる。

「おっかしいな。福ふく本もとの奴やつ。確か二時ちょうどの待ち合わせのはずだったのにな。それとも僕が遅れたんで先に行っちまったか？」

　マコトはポケットから引っこ抜いた携帯電話をピコパコ操作した……と、声がかけられる。

「いや～ごめんごめん。すっかり遅れちまって」

「いや、僕も遅刻したからいいんだ。さ、早く行こ。早くしないと立たち見みに……」

　顔を上げたマコトはそこで言葉を止めた。二、三度目をぱちくりとさせる。

「どうしたんだよ春日かすが。スカイフィッシュでも目まの当たりにしたような顔しやがって」

「あの～福本君。ちょっと聞きたいんだけどさ」

　マコトはとことん下した手でに切り出すと、理解不ふ能のうな点を口にした。

「君の右腕にしがみついてらっしゃるのは………………ダッコちゃんの新製品？　それとも、背後霊れいか何か？」

「え、ああ、こいつか。まいったな、気づかれちまったよ」

「いや、普通気きがつくって」

「いや～まいったまいった。そうか、気づかれちまったかぁ」

　福本はへらへらととろけたチーズ顔で笑った。

「ま～何て言うか、こいつは世間一般で言うとこの………ジョカノって奴やつ。英語で言うとガールフレンド。ステディーとも言うな」

「ジョカノ………ガールフレンド……ステディー」

　それらの言葉が、マコトの頭の中でがちゃがちゃと音をたてて三さん身しん合がつ体たいして、彼女って名前の人ひと型がた決戦兵器になった。んでもって、ミサイルぶっ放した。

　で、マコトってば喉のどちんこ揺らして叫んだ。

「……ぬわにぃぃぃぃぃ！」

「ゴールデンウィーク初日に、ナンパしたら大成功してよ。まぁ何て言うかこんなことになったんだ」

「ねぇ、隆たかしぃ。早く買い物に付き合ってくれるんでしょ。早く行こうよ～」

　あんまし脳のう味み噌そ重くないでしょって声こえ出して、軟なん体たい動物がまとわりついた。

「おお行こう行こう。それじゃな、春日クン。こうゆ～訳だから映画は一人で行ってくれ。それだけ伝えたくてな。ゴールデンウィークもあと三日。有ゆう意い義ぎに過ごせよ」

　ありがた～い言葉を残して、福ふく本もとはマコトに背を向けた。

「チコリンね、今日は新しい靴が欲しいの。もうすぐ夏が来るから夏用の」

「うんうん、靴ね。靴」

「でもね、お小こ遣づかい足りないの」

「ええぞええぞ、足りない分は俺が払ってやるから」

「本当！　だから隆たかしのこと大好き！」

「あは、あはうははははは」

　その姿が見えなくなるまで、マコトはひまわり時計の下で拳こぶしを握り締めずっと睨にらみ付けてた。まばたきすらしなかった。

「福本の奴やつ。映画行けなくなったってこと伝えるなんざ電話一本ですむのに。なんてことない、あいつ見せびらかしに来やがったな。ちくしょぉぉぉ～」

　奥おく歯ばにぐっと力を込めて、マコトは悔しさを嚙かみ締めた。

「うらやまし～ぞこの野郎」

　ちょっと本ほん音ねも出た。だけど、あとに残ったのはど～しよ～もない脱だつ力りよく感だ。

「こ～ゆ～時はすかっと冷たい炭たん酸さんジュースなんか飲んで気分をスカっとさせよ。うんうん」

　マコトは酔よっぱらったクラゲのような足どりで駅前の自動販売機へと向かった。

「スカっとおいしいメロンソーダ！」

　って元気よくボタンを押すけど、振りかぶったりしてたから狙ねらいがずれた。

　ガタンと落っこちて来たのは狙ってたメロンソーダとは全くの別物。

「ちくしょ～缶しるこじゃね～か。しかも熱々」

　マコトはへこんだ。ちょっとへこんだ。一時はなりをひそめてた脱力感連れん合ごうが再びかま首を持ち上げて来た。

「こ～ゆ～時は、何も考えず自転車をすっとばして気分をスカっとさせよ。うんうん」

　マコトは先さき程ほどの駐ちゆう輪りん場へと向かった。早いね、さっき停めたばかりなのになんて係のおじさんに言われたけど気にしないったら気にしない。

「いざ、風の世界へ！」

　ペダルに乗っけた右足に全体重を乗っけたところで、何かがブチンと音をたてた。

「ちくしょ～～チェーン切れかよぉぉぉ！」

　マコトはへこんだ。すごくへこんだ。もうどうしようもないくらいへこんだ。

　鎮ちん魂こん歌かか何かがバックで聞こえそうな足どりで、自転車を近くの自転車屋さんに持ってった。

　手術をお願いして出てくる。

「今日はもう帰ろ」

　そう呟つぶやくマコトの目に、ちょうど駅前にやって来たバスが見えた。

「ちょうどいいや。バスで帰ろ」

　掘り立てほやほやのゾンビみたいにのったりした足どりで、マコトはバスに乗り込んだ。
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『次は、上かみ加か峠とうげ。上加峠』

　そんな車内アナウンスの声で、マコトはお目覚めした。

　暗あん澹たんたる気持ちでバスに乗り込んで、暗澹たる気持ちで後ろの方の席に座って、暗澹たる気持ちで窓から外を見つめてるうちに……………眠ってしまったよ～だ。

「え、上加峠？」

　あまり聞き覚えのないバス停だ。窓から外に目を向ける。どこからどう見ても山道。

「あ!!」

　マコトは気がついた。自分の下りるべきバス停をとっくの昔に通過しちゃってるっていう事実にだ。

「下ります！　下ります！」

　意味ないのに叫び、脇の停車ボタンにメガトンパンチくらわせた。手は痛かったけどピンポーンって小こ気き味みよい音が車内に響ひびいた。

　山道にマコトは下り立った。辺りを見渡しても人っこ一人いない。

「まいったなこりゃ」

　マコトはぽりぽりと頭の後ろを搔かいた。

　ひまわり市駅前発のバスには大きく分けると二つの種類がある。

　ひまわり市内をぐるりと回りまたひまわり市駅前に戻ってくるバスと、山を乗り越え隣の村へと進むものの二つだ。

　街外はずれのマコトの家へ向かうには後者のバスに乗る訳だが、うっかり寝ね過すごすとこんな文明とはかけ離れたところへ連れてこられてしまう。

　マコトは道路の反対側へと渡りそこのバス停に張り付いてるボードをチェックした。

「次のバスまで四十分もあるのか」

　ため息いき一つ吐き出す。歩いて帰ろうかなって思った。こっからなら家まで歩いて三十分くらいだろう。

　だけど今のどんより気分で三十分歩くのは少し危険すぎる。いつガードレールに飛び乗って綱つな渡わたりの練習をしたくなるか分かったもんじゃない。

「仕方ない。次のバスまで時間を潰つぶすとすっか」

　そう決め込み、マコトは近くのベンチに腰をかけた。全身の力を抜いてこんにゃくになったような気分で空を見上げる。

　マコトの心とは正反対にすかっと晴れた空。ほんわりほんわりと雲が浮かんでる。

　砂糖を振りかけたら食べられるんじゃないか？

　雲を見つめながらそんなくだらない考えがぽっこり頭に浮かんできた。

　あまりものくだらなさに自分で苦く笑しようし見上げてた首を下ろす。

　と、マコトは気がついた。少し離れた草むらの中に見える石段にだ。

「ん？」

　１・２の視力を駆く使ししてよっく見やる。

　石段は山の上の方に向かって延びてる。

「なんじゃらほいほい」

　マコトはベンチから立ち上がると石段に近寄った。

『上かみ加か神社』

　石段脇わきの石柱に、そう文字が刻まれている。

「こんなところに神社があったのか」

　ちょいとした好こう奇き心しんを覚えた。

「どうせバスが来るまでヒマだし、ちょっくら見物に行くとすっか」

　そう呟つぶやくと、マコトは石段をとんとことんとこ上った。




　大したことない石段だった。少し心臓の鼓こ動どうを速くしただけですぐに終わりを迎える。

　木々に囲まれた敷しき地ち内に小さな社やしろ。それだけのなんとも寂しい神社だった。

　荒れ放ほう題だい荒れてるって訳じゃないから誰かたまに掃除に来たりしてるみたいだけど……いかんせん寂しい。

　初はつ詣もうでの時でもきっとここはすごい数の閑かん古こ鳥どりがギャースカ鳴いてんだろうなってマコトは思った。

「せっかく来たんだ。お参まいりでもしとくか」

　賽さい銭せん箱の前に立つと、財さい布ふの口を開いた。最初は迷わず十円を摑つかみ出すけど、その手をふと止める。

　しばし考えてから、マコトは百円玉を摘つまみ上げた。

「ていや！」

　気合い入れて百円玉を賽銭箱にぶち込む。中はさぞやカラカラだったのだろう。百円玉が木の底の上でタップダンスする音が聞こえた。

　マコトは両手をパンパンと鳴らすと、スーパー早はや口くちに願いごとした。

「神様！　僕が家に帰るとおかえり～って言ってくれてそれで一緒にご飯はん食べてくれて、ついでに一緒にテレビ見てくれるよ～な、そんなかわいい女の子と出会えますように！　お願いします！」

　締めくくりに手を叩たたき鳴らしてから、マコトは苦にがい顔して笑った。

「な～にバカなことやってんだろ。僕ってば」

　百円もったいなかったな。なんとかして拾えないかな？

　なんて賽さい銭せん箱をのぞき込んでる時だった。

　突然、強い光がマコトの視し界かいを食らい尽くした。
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「何だったんだ？　今のは」

　マコトはぼ～ぜんとして呟つぶやいた。

　砕くだいた太陽のカケラを目に突っ込んだような衝しよう撃げきだ。まだカケラが目の中でゴロゴロ転がってる。不快ったらありゃしない。

「分かった。こりゃ栄養不足って奴やつだな」

　マコトはこりゃ～まいったなって舌した打うちした。

「絶対何なにか足りてないんだぞ。ビタミンＡとかＢとかＺとか。だからこんなふうに…………」

　なんてこと呟きつつ振り向いたマコトは、そこで言葉をごっくりんこ飲み込んだ。

　神社の境内けいだいの真まん中なか辺り………そこに横たわる人ひと影かげを発見したからだ。

　さっきまでは絶対にいなかった。それは断だん言げん出来る。いたら気がついてたし、ここに来るまでに踏んづけていたはずだ。命かけたっていいぞ。

　マコトは恐る恐る近寄った。

　それは女の子だった。長い髪を頭の後ろの高いとこで束ねた女の子。しかもけっこう美人だ。涼しげな雰ふん囲い気きの美少女って奴やつだ。保証書つけたっていいぞ。

　しかし………ものすご～く気になるのは少女の服装だ。

「こりゃいわゆる…………忍にん者じや服って奴じゃないか」

　忍者まにあ～なって訳じゃないけどそれぐらい知ってた。ちなみに女の忍者がくノ一いちって呼ばれることも知ってる。手しゆ裏り剣けんやまきびしも名前だけ知ってる。死して屍しかばね拾う者なしってことも知ってる。あ、これは隠おん密みつ剣けん士しか？

「くノ一のコスプレしてサバゲーでもやってんのかな？　まぁ、そんなことど～でもいいや」

　現時点で一番大事なことは、このくノ一少女が倒れてるってことだ。

「ねぇ、君。大丈夫？………救急車呼よんだ方がいいかな？…………ねえ」

　くノ一少女の目ま蓋ぶたがぴくぴくって動いた。ゆっくりとその瞳が開かれる。想像通りの鋭い瞳。

　くノ一少女はがばって上半身を起こした。

「誠せい之の進しん………様」

　くノ一いち少女の口から、そんな言葉が零こぼれ落ちた。

「え？」

「誠之進………様」

　その瞳にこんもりと涙が浮かび上がる。表面張ちよう力りよくももうヤバヤバって感じだ。ダム決けつ壊かいは近い。カウントダウン開始だ。５、４、３、２、１……

「誠之進さまぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　ダム決壊と同時に、くノ一少女はマコトに飛びかかって来た。正確に言えばマコトに抱きついて来たのだ。

「ぎゃばああああ」
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　いきなりの抱きつき攻撃に、約１００００メガトンくらいのダメージを受けてマコトは尻しり餅もちをついた。

「ちょっ、君ってば。ねえ」

　あたふた慌あわてふためいてくノ一少女に声をかけるけど、抱き締められる力は緩ゆるまない。

　ああ、女の子に抱き締められたのってこれが初めて………。

　思わず魂たましいが抜けかける。こいつは大変だ。こんなことで死んだら末まつ代だいまで笑われる。

「だばらっしょ！」

　なけなしの精神力を振り絞しぼって、マコトはくノ一少女を押し離した。

「すみませぬ。無ぶ礼れいな真ま似ねをしてしまい。誠せい之の進しん様のお顔を目にしたらつい」

「いや、それはいいんだけどって言うかその………」

　何を言っていいか分かんないけど、とりあえず一番の疑問を口にしてみた。

「君は……どちら様？」

「何をおっしゃってるでござるか、草くさ影かげ忍にん者じやの涼すず葉はでござる」

「いや、涼葉でござるって言われても…………君とは初しよ対面だよ」

「御ご冗じよう談だんを、誠之進様」

「御冗談じゃないんだけどな。それに、さっきから僕のこと誠之進って呼んでるけど、僕はマコト。春日かすがマコトって言うんだ。人違いじゃないのか？」

「誠之進様……………雷かみなりの衝しよう撃げきで記き憶おくを……」

　くノ一いち少女、涼葉は深しん刻こく気げにそう呟つぶやいてから、静かに微笑ほほえみを浮かべた。

「安心するでござる。この涼葉がついてるでござる。焦あせらなくても、ゆっくりと思い出していけば」

　ヤバか！　この娘、絶対ヤバかよ！

　マコトは意味もなく博多はかた弁べんで叫んだ。（ｉｎ心）

　こんな頭のネジが全部抜ぬけちまってるか、もしくはネジがこんにゃくで出来てるような娘になんかかかわるなとマコトのシックスセンスがびんびんにざわめいてた。ここはさっさと逃げ出す方が得とく策さくのようだ。

　だけど、それもやっぱり無責任のような気がする。

　ここは警察へ連れて行くってもんだな。それが一番だ。うんうん。

　そう結論をつけ、マコトは口を開いた。

「え～と、君」

「涼葉でござる。草影涼葉。誠之進様の護ご衛えいの忍しのびでござる」

「そ～かそ～か。涼葉さんだね」

「涼葉とお呼びください。他のものに示しめしがつきませぬ」

　女の子の名前を呼び捨てにするなんてあんまないから、なんかドギマギする。

　だけどそんなことしてる場合じゃないってことで、勇気出して言った。

「涼葉。それじゃ行こう」

「どこへでござるか？」

「けいさ………じゃなくって、そのだな、いろいろと最さい近きん問題はあるけど、基本的には市民を守ってくれるとこっていうかなんていうかさ」

「なるほど。そこは安全なところでござるな」

「そうそう、これでもかってくらい安全なところだよ。あんなに安全なところは他にないからな」

「それはいいでござるな。いつ血ち桜ざくらの忍にん者じや達が襲おそいかかってくるか分からないでござるゆえ」

「うんうん、それじゃ僕についてくるよ～に」

「はは」

　一いち礼れいする涼すず葉は。その右腕に走る真っ赤な色に、マコトは気がついた。

「………手、怪け我がしてるのか？」

「修しゆ羅ら菊ぎくの鉄てつ針ばりの傷でございます。止し血けつしていた帯おびが解けたようでござるな。心配いらないでござる。ここをこうして縛しばっておけば」

「マコト。止めろ。止めるんだ。余よ計けいな親切心が厄やつ介かい事ごとを生み出すんだぞ。警察連つれて行って終わる。ザッツオールだろ。余計なこと考えるんじゃないぞ。いいな、マコト」

「あの、誠之進様。何をぶつくさ呟つぶやいてるでござるか」

「何でもない。それじゃ行こう」

「はい」

　歩き出すマコトだけど、五、六歩歩あるいた辺りで、肩越しに振り返り諦あきらめたように言った。

「途中で、ちょっと寄り道しよ。救急箱あるとこに」
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　傷口を消毒。清せい潔けつなガーゼを当てその上から包ほう帯たいを軽く巻き巻きする。

「こんなもんだな」

　涼葉の傷の応おう急きゆう処置を終え、マコトは満足気げに頷うなずいた。

「少し見てくれ悪いけど、勘かん弁べんしてくれよ。保健委員って訳じゃないから」

「かたじけないでござる。誠せい之の進しん様」

　嬉うれしそうに右手の包ほう帯たいを撫なでてから、涼葉は言った。

「ところで、ここはどなたの屋や敷しきでござるか」

「僕の家だよ。すっごく散らかってて恥ずかしいけど」

「誠之進様の……？　どういうことでござるか？　誠之進様はお城の他にも家を持っていたでござるか？　そもそもここはどこの国なのでござるか？　その、誠之進様ほどではないのでござるが、拙せつ者しやも少し記き憶おくが不ふ明めい瞭りようにて」

「きっと、お巡まわりさんがいろいろと教えてくれると思うよ。そんじゃま、行こっか」

　無責任大だい魔ま王おうになってそう言い、マコトが立ち上がった時だった。

　ピンポ～～ンってドアチャイムの音が、鼓こ膜まくをぶるぶる震わせる。

「今の音は？」

　咄とつ嗟さに腰の忍にん者じや刀とうに手をかける涼葉を、マコトはまあまあと押し止めた。

「気にしなくてもいいよ。単なるドアチャイムだから」

「どあちゃいむ？」

「ちょっと見てくるから待ってて。そこらへんに散らばってる雑誌でも見ててさ。ゲーム雑誌しかなくて悪いんだけど」

「この書物は何でござるか？」

　涼すず葉はが一冊の雑誌を手に取った。

「姫と書いてあるでござる」

「そっか、姫か………姫！！！」

　マコトは頭のてっぺんの辺りで声を爆発させた。

「駄だ目めどぅわぁ！　ピンクのポリタン君の誘ゆう惑わくに乗っちゃ！」

　しかし時すでに遅し、涼葉は雑誌を大きく開いてしまっていた。

「こ、これは！」

「ち、違うんだ！」

　ソプラノ歌手なみに声を裏返してマコトはまくしたてた。

「情報化社会に乗り遅れないようパソコンの勉強をしようと思ってだな。まぁパソコン持ってないんだけど、それはおいといて、今後における社会のうつり変わりを…」

「誠せい之の進しん様！」

「はい！」

　ぴしゃりと声を叩たたき付けられ、マコトはその場で思わず正座した。

「誠之進様ももう立りつ派ぱな殿との方がた。このような春しゆん画がを持っていても不ふ思し議ぎではござりませぬ。しかし、杏あんず姫ひめ様との縁えん談だん話が進んでいる今、このようなものを堂々と置かれているのは正直感かん心しんいたしませぬ。もし、姫君ぎみがこのことを耳にしたら………」

　そこまで一気にまくしたててから、涼すず葉はは少々、ペースダウンしてうなだれた。

「そうでございますね。今は縁談がどうのこうの言っている場合ではござりませぬ。すみませぬ。余よ計けいな口出しをしてしまい」

「いや、いいんだ。確かにこんなもん放り出しとくのってよくないからさ。あははは」

　ひきつった笑いを浮かべながら、マコトは『姫』とかそのへんに転がってる雑誌とかをまとめてゴミ箱に突っ込んだ。足で踏んで押し込んだ。ぐいぐいぐい。

　ピンポンピンポンピンポン！

「あぁぁ、そうだったお客さんだった。それじゃ、ちょっと待っててね」

　早はや口くちで涼葉にそう告げると、マコトはリビングを飛び出し玄関へと向かった。

「は～ぃ、どちら様で…………」

　ガッチャリと開けた扉の向こうには、ゴリラみたいなおいちゃんが立ってた。

「おう、兄ちゃん。新聞とってくれねえか？　新聞。眉まゆ唾つばスポーツ新聞よ」

「その、うちはもう電でん撃げき新聞とってるんで………」

「え、何だって？　おじさんちょ～っと耳が悪くて聞こえねえんだ」

「ですから、うちはもう電でん撃げき新聞とってるんで新聞はいりま……」

「しかしせちがらい世の中になっちまったもんだぜ。俺は薄はく情じような人間が一番嫌きらいでな。昨日も、俺がこんなにも丁てい寧ねいにお願いしてるのに新聞いらねえとか抜かす奴やつがいたもんだからよ、ついプチンと来てぼっこぼこにしちまったぜ」

　確かに、このぶっとい腕だったら簡単にぼっこぼこに出来るだろう。下へ手たしたら手でこねくり回してうどんのタネにだってしてしまえそうだ。

　マコト君ピ～ンチ！（心の声）

「でも兄ちゃんはそんなことないよな。優しそうな顔してるもんな。薄情な人間じゃないよな」

　マコトの肩に、おいちゃんの手がぼったりと置かれた。いや、置かれたって言い方じゃ生なま温ぬるい。どっちかって言うとわし摑づかみにしたって感じだ。

　このおいちゃんがちょいと力を込めれば、マコトの軟なん弱じやくな肩なんて簡単にボキっと敗北宣せん言げんを上げてしまうだろう。

「はい、僕は薄情な人間じゃありません。新聞、つつしんでとらさせていただきます」

　蚊かの泣くような声でマコトは言った。

「ありがとよ。やっぱり兄ちゃんは薄情な人間じゃなかったな。ほら、これが書類だ。ハンコ。いやサインでもいいや。どかっと三年分くらい」

「あの、出来れば二カ月くらいで勘かん弁べん」

「え？　何だって？」

　マコトの胸むな倉ぐらががしっと摑つかまれた。そのままぐいっと持ち上げられる。

「気のせいか、二カ月とか聞こえたんだがよ」

「それは多た分ぶん気のせいだと思います」

　マコトはさっさと白しら旗はたを上げた。

「そ～だよな。悪い悪い。それじゃサインしてくれよ。三年分くらい。っとペンがないな。待ってろ」

　マコトの肩から手を下ろしたおいちゃんが鞄かばんを持ち上げ胸の前でごそごそやってる時だった。

　ジュバ！

　光が一いつ閃せんし、鞄が真っ二つに切り裂さかれた。

「誠せい之の進しん様に対する無ぶ礼れいな振る舞い。この涼すず葉はが許さないでござる」

　瞬しゆん間かん移動したようにそこにやって来た涼葉は、短刀を逆さか手てに構えている。バリバリの戦せん闘とう態勢だ。

「かば、かば、かばんが……真っ二つ……ひぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　おいちゃんはさっさと逃げ出した。

「逃げても無む駄だでござる！」

　おいちゃんを追いかけようとする涼葉を、マコトは慌あわてて呼び止めた。

「ちょっと待てよ。追いかけてどうするつもりなんだ？」

「切り捨てるでござる」

「切り捨てるって、殺すってことか？」

「当たり前でござる。誠せい之の進しん様に対するあのような無ぶ礼れいな振る舞い。死をもって償つぐなわせるでござる」

「待てって！　待てってば！　殺すなんて駄だ目めだ」

「どうしてでござるか？　あのような無礼者、無礼打うちにして当然でござろう」

　さも当然のごとく言い放つ涼すず葉はに、マコトはぞぞぞって青くなった。

　やばいぞ。こいつは絶対にやばい。あ～ちくしょ～やっぱり厄やつ介かい事ごとを引き起こしたじゃないか。家になんか連れてこなきゃよかったんだよ。ばかばかばか。僕ちゃんのばか！　ば～かば～か、お前の母ちゃんで～べ～そ！

　なんて墓ぼ穴けつ掘るように自分を痛めつけるのは後回しにし、マコトは必死になって説明した。

「一いつ寸すんの虫にもゴブリンの魂たましいって言ってな。たとえ一寸の虫にも、ゴブリン並みの魂が宿ってるから、ＨＰが残り少ない時はあなどっちゃいかんとゆ～かなんとゆ～か………説明になってね～よ！　マコト！」

　思わず自分突っ込み入れてから、マコトはヤケクソっぽく叫んだ。

「とにかくだ！　人を殺しちゃ駄目だ！」

「それは………命令でござるか？」

「そうだ命令でも何でもいい。とにかく殺しは駄目だ！　駄目ったら駄目ったら駄目ったら駄目なんだよ！」

　一気にそうまくしたて、マコトははーはーと呼吸した。

「了りよう解かいしたでござる」

　涼葉の刀かたなが、ぱちんと腰の後ろの鞘さやに収められた。

「命令とあらば、この草くさ影かげ涼葉。人は殺あやめないでござる」

「分かってくれたか。ありがとう。ほんっとありがと」

　マコトは額ひたいにたまった油あぶら汗あせを拭ぬぐうと、心の底から安あん堵どの息を吐き出した。

「助かった。本当に助かった」

「さ、誠之進様。そろそろ出しゆつ立たついたしましょう」

「そうだな、行こう。さっさと行こう。今すぐ行こう。さぁ行こう」

　涼葉と一緒に外に出て、玄関の鍵かぎを閉めながら、マコトは小さな声で呟つぶやいた。

「また新しい刃にん傷じよう騒さわぎが起こる前にな」
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「免めん許きよの申しん請せいですか。でしたら交通課の方に行ってください。一番右の窓口です。次の方どうぞ」

　窓口の上のデジタル板に番号が出た。マコトの手の中にある紙に書かれた番号と同じだ。

「涼すず葉は。ちょっと行って来るから、大人おとなしくここで待ってるんだぞ」

　マコトの隣で周りの注目を集めまくってる涼葉に声をかけるけど、どうやら聞こえていないようだった。

　彼女の全ぜん神経は、待合い所の片かた隅すみに置かれたテレビに向けられていた。魂たましい吸い取られそうな顔してそれを見つめてるのだ。やってるのは見たところ時代劇の再放送だ。

「時代劇、好きそうだもんな」

　そう呟つぶやいてから立ち上がると、マコトは受付へと向かった。

　眼鏡めがねの婦人警けい官かんのお姉さんだ。お固い感じだけど美人で、制服の上からも胸が大きいのが見て取れて、マコトは本来の目的も忘れてちょっとんばかしドッキドキした。

　ああ、ちょっと逮たい捕ほされてみたいかも……。

「どんな御用ですか」

「え、あぁはい」

　本来の目的を思い出し、マコトはごくっと唾つばを飲み込むとひそひそ声で言った。

「あそこでテレビを見てる女の子なんですけど、ちょっとヘンテコな格かつ好こうした」

「ああ、あのイメクラ店から抜け出して来たような」

「そーです。あのくノ一いちの格好した娘。上かみ加か峠とうげの神社で会ったんですけど、どうもここが」

　マコトは自分のこめかみをつんつんとつついて見せた。

「落っこちたリンゴみたいになっちゃってて、訳わけ分かんないことは言うし刃は物ものは振り回すでヤバヤバなんです。とりあえず騙だまし騙し連れては来たんですけど」

「分かりました。あとは警察に任せてください。あ、とりあえずここに名前と住所と電話番号を」

「はい」

　マコトは出された紙にカリカリとペンを走らせた。

「それじゃ、僕はそ～～っと帰りますんで」

「ご協力ありがとうございます」

「あの、悪い娘じゃないと思うんで、優しくしてあげてくださいね」

　婦人警官のお姉さんに一いち礼れいすると、マコトはまた注目を浴びまくってる涼葉のところへと戻った。

「誠せい之の進しん様！　誠之進様！　誠之進様！」

　マコトに気がついた涼葉が、１００パーセント驚きよう天てん動どう地ちって顔つきでテレビを指さした。

「こんな小さな箱の中に小さな人間が入ってるでござる！」

　マコトはちょっとした頭痛を覚えた。

「あのな、それは………テレビだから」

「あ、大変でござる！　後ろに敵が！」

　主人公の侍さむらいの危機に、涼すず葉はは迷わず刀かたなを抜いた。

「助すけ太だ刀ちするでござる」

「馬鹿あ！　止めろって」

　本気でテレビに刀を突き立てようとする涼葉を、マコトは必死になって押し止めた。

「何な故ぜです？　このままでは卑ひ劣れつな策さく略りやくであの侍は命を」

「それは大丈夫なんだよ。だからこれはテレビだから。何て言うか、ウソっこなんだ。本当のことじゃないんだ」

「………芝しば居い……ということでござるか」

「そ～～そ～～～芝居芝居。だから心配ないって」

「そうでござったか」

　刀を腰の鞘さやにパチリと収めると、涼葉は真剣に首をひねった。

「しかし、どうしてこんな箱の中に人が」

「う～～ん、何て言うかその……」

　説明に苦しんでると、涼葉がポンと手を打った。

「なるほど、一種の幻げん術じゆつでござるな。これは」

「何だか分かんないけどそれでいいよ。それで」

　器き物ぶつ破は損そんの危機が去ったことにほっと胸をなで下ろしてから、マコトは涼葉に言った。

「その、涼葉。僕、ちょっとトイレに行って来るから。しばらくここで待っててよ」

「といれ？」

「もう水がっばがっば飲んじゃって大変なんだってば。ずっと我が慢まんしてたんだ。断だん言げん出来るね。このままあとしばらくしたら水みず風船は破は裂れつするって」

「なんだ、かわやのことでござるか」

「そーそーそのかわや」

「分かったでござる。ここで待っているでござる」

「ありがと。それじゃね」

　歩きかけたマコトだったけど、ふと思い直し足を止める。

　ゆっくりと振り返り涼葉を見ると、マコトは優しい瞳を向けて言った。

「その、人生ってさ。いろいろとあると思うけど、空想の世界に逃げ込んだままってのはよくないと思うよ。僕もさ、イヤなことイロイロあるけど、それでもこの現実世界でがんばってるんだ」

「はあ？」

「病気、早く治しなよ。陰ながら応援してるからさ。じゃね」

　にっこり笑って手を振って、マコトはその場をあとにした。




「誠せい之の進しん様。一体何なにをおっしゃっていたでござるか？　病気？」

　涼すず葉はが首を傾かしげてると、声がかけられる。

「ねえ、くノ一いちのお嬢じようさん」

　見上げると、眼鏡めがねの女の人がいた。

「何でござるか？」

「その、ちょっとお話聞かせて欲しいから、私と一緒に来てくれないかしら。奥の部屋に」

　女の人は、１００円ショップで買って来てぺたって張り付けたような笑顔でそう言った。

「しかし、誠之進様をお待ちしなければならないでござるゆえ」

「さっきの男の子でしょ。もう帰って来ないわ。だから」

　この婦人警けい官かんの一言は明らかに失しつ言げんだった。もう帰って来ないの一言に、涼葉はおおいに殺さつ気き立だった。

「もう帰っては来ない！　それはどういうことでござるか！」

「だから、それはね」

「さては貴き様さま！　血ち桜ざくらのくノ一！　誠之進様と拙せつ者しやを引き離しお命を狙ねらうつもりで」

「ちょっと、冷静に話しましょ。そんな刀かたななんか抜かないで。ねえ、ねえってば」

「問もん答どう無む用よう！」

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ジュバッ！
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　家への帰り道を、マコトはとぼとぼと歩いていた。

　もうすっかり日が暮れている。携帯の時計を見ると六時を回っていた。

「なんか、ものすごく疲れる一日だったな」

　歩きながらん～～って伸びをした。

「涼葉……か。あの妙みようちくりんなとこ抜かせばけっこう美人だったな」

　なんてこと呟つぶやきながら歩く。独り言が多くなったのも一人暮らしの影えい響きようだ。

　そうこうしてるうちに自宅が見えた。夕暮れにたたずむ誰もいない一いつ軒けん家やってのもなんだかもの寂しい。

「親と一緒の時は分かんなかったけど、やっぱ家に誰かいるっていいよな」

　そうだな、希望としちゃ……。

　マコトの中でまた想像虫むしがもやもやとざわめいた。





　想像の世界のすつごくグラマーなお姉さん『お帰りマコト♥　ご飯はんにする？　お風ふ呂ろにする？　それとも、ア・タ・シ♥』






「あおおおおおおおおおん!!」

　空に向かって吠ほえてから、途と端たんに空むなしくなる。

「さっさとカップラーメンでも食べて風呂入って寝よ」

　マコトは玄関を開けた。

「おかいま～～」

　マコト自作の、おかえりとただいまを合体させた画かつ期き的なニュー日本語を口にして家に入る。

　いつもなら、静せい寂じやくがマコトを出迎えたはずなのに、今日は違っていた。

「お帰りなさいませ。誠せい之の進しん様」

　玄関とこにシュタっとやって来るくノ一いち少女の涼すず葉はの存在に、マコトはおおいに驚いた。

[image: ]

「す、涼葉！　ど～～してここに」

「話を聞いたところ誠之進様はもう帰ったとのことでござった。ゆえに追いかけて来たでござるが、どこかで追い越してしまったようでござったな」

「警察の人達は………まさか………むわさか！」

「心配いらないでござる。殺あやめてはいないでござる。少し、痛めつけはしたでござるが」

「……ひぃぃぃぃぃぃ」

「この涼すず葉はがいるかぎり、どのような敵からも誠せい之の進しん様をお守りするでござる。だから安心しておくつろぎください」

　マコトはただただ呆ぼう然ぜんと目の前のくノ一いち少女を見つめた。

「そりゃ、おかえりなさいって言ってくれる女の子を神様にお願いしたけど」

「!!」

　涼葉の瞳が鋭く光った。その右腕が一いつ閃せんする。

　グサッ！

　壁をカサカサ這はってたゴキブリが手しゆ裏り剣けんで磔はりつけになった。

　満足気げに微笑ほほえむ涼葉に、マコトは叫んだ。

「こんなんじゃないんだぁ！」

　マコトの青春の叫びが、こぢんまりとした春日かすが邸ていに響ひびき渡った。





第一話　完　　　















　　　第二話　教えて花滝センパイ
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　ピヨピヨって小鳥のさえずりが、マコトの耳をくすぐった。ついでカーテンの隙すき間まから差し込んでくる朝日が、ちりちりと目元をつつく。

「ん………ん………」

　マコトは眠りの世界からちょっぴり片足を踏み出した。彼にしちゃ珍しいことだ。いつもは休日っていえば昼近くになんないと目を覚まさないのに。

　まぁ、昨日はドタバタで疲れはててて九時くらいにベッドにバタンキューと倒れ込んだのだ。早起きも頷うなずけない訳じゃない。

「朝……か……」

　マコトはむっくりと上半身だけ起き上がった。寝ね惚ほけ眼まなこでぶぉりぶぉりと頭を搔かく。

　何気なく動いたとろんとした瞳が、ベッドのすぐお隣の光景を映した。

　じゅうたんの上に横たわるくノ一いち少女がいた。曲げた足から見えるふとももがそりゃあ眩まぶしかった。

　ちまちまっとした沈ちん黙もく。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　眠ねむ気けの世界からぶっちぎり優勝で飛び出し、マコトは大おお声ごえを上げてベッドに立ち上がった。

「すすすすすすすすすす涼すず葉は！」

「は！」

　その一言で、ぱっちりと瞳を開けたくノ一少女の涼葉は、軽く飛び上がるとその場に忍にん者じや座ずわりした。

「何でございますか？　誠せい之の進しん様」

「何でございますかじゃな～～い！　ど～～してこんなとこにいるんだよ！　昨日の夜にここで寝ろよって下のソファーに毛もう布ふ用意してやったろ」

「一度はあの長なが細ぼそく柔らかな寝ね床どこにて横たわったってござるが、やはり誠之進様をお守りするにはお側そばがいいと思い直し、ここに」

「すると何か？　君は一晩中ここにいたと」

「はっ」

「この、ベッドのすぐ隣の空間に横たわっていたと」

「はっ」

「この、もし僕が寝返りなんてうっちゃってベッドから転げ落ちたら、おでことおでこをごっちんこしてしまうようなこの場所に？」

「はっ」

　しっかりと頷うなずく涼葉に、マコトは突然カーテンを全開にする。差し込んでくる日の光に向けてひざまずくと拳こぶしを握り合わせた。

「神様、僕に熟じゆく睡すいを与えていただき感謝いたします。もし夜中に目を覚ましていたら、口では言えないとんでもないことになってたかもしれません。アーメン」

　一応、なんとなく十字を切ってから、マコトはさっと立ち上がった。

「さ、さっさと朝あさ飯めし食べたら出かけるぞ」

「どこへでござるか？」

「警察が駄だ目めなら直接病院に連れてってやる」

「びょういん？　それは、安全なところでござるか？」

　そんな言葉聞いたことないって顔する涼葉に、マコトは熱っぽく言った。

「そりゃあもう安全なところさ。偉い政治家の人達だってまずいことあるととりあえず逃げ込むんだからな」

「せいじかとはどんな人達なのでござるか？」

「せいじかってのは政治家だよ。なんていうか、国をまとめるっていうか、税金を取ってうはうは笑うっていうか」

　なんて説明したらいいんだろって口をもごもごさせるマコトだけど、涼すず葉はは理解したとばかしに手をポンと打った。

「なるほど、大だい名みようのことでござるな」

「大名………まぁそんなもんか。つまり、そんな偉い大名だって逃げ込んじゃうくらい安全だってことだ！　分かったな」

「分かったでござる。それならば身を潜ひそめる場所として最適でござるな」

　って涼葉は深く頷うなずいてくれたもんだから、マコトは安あん堵どの吐と息いきを一発かました。

「なんでもいいからさっさと行こうや。僕の理性がしっかりしてるうちに」
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　マコト宅を出て、てくてくと歩いた。まだ周りには緑があふれてる郊外の小こ道みちだ。車とも出くわさない。

「いい天気だな」

　真っ青な空に浮かぶ真っ白な雲を見上げ、マコトは呟つぶやいた。

「夏になったら汗だくでこんな吞のん気きなこと言ってられなくなるんだろうけど。君は、この街に住んでるの？　分かんないなら答えなくてもいいけどさ」

　肩越しに振り返って涼葉を見やる。

　涼葉はとっても真剣だった。とっても真剣な顔つきで道みち端ばたに突っ立ってる四角い奴やつを睨にらみ付けてた。

「誠せい之の進しん様！」

　この訳わけ分かんない名前で呼ばれるのにももう慣れた。僕はマコトだって言ったってどうせまた訳の分かんないことを言われるのがオチだ。

　マコトはため息いき一つ吐き出してから、涼葉に歩み寄った。

「ど～～したの？」

「この、この奇き妙みような箱は何でござるか？」

「何でござるかって……」

　マコトは四角い奴やつをもう一度瞳ひとみに映した。それが、何か別のものがそのフリをしてる訳じゃなく、やっぱりあいつだってことをしっかり確認してから口を開く。

「自動販売機だろ」

「じど～～はんばいき？」

　心の底から分かってないって顔つきだった。その瞳を覗のぞき込んだって「？」の色しか見えてこない。

「何でござるか？　そのじど～～はんばいきというものは？」

「何でござるかって、お金を入れるとジュースが出てくる機械だよ」

「じゅーす」

　駄だ目めだこりゃ駄目だこりゃってマコトは肩をすくめた。

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずとかいう諺ことわざがあったな。ちょっと待ってな。今いま見せてやっから」

　マコトはポケットから財さい布ふを引っ張り出した。ジッパー開けて小こ銭ぜに入いれを覗のぞき込む。

「あ～～りゃりゃ、百円玉だま一つしかないか。札さつ崩くずしたくないしな」

　ぶつくさ呟つぶやくマコトに、涼すず葉はが神しん妙みような顔つきで尋たずねる。

「誠せい之の進しん様。ここは一体どこなのでござるか？　私の見慣れぬものばかりなのでござるが」

「どこって、ひまわり市に決まってるじゃないか」

「ひまわり？　はて、藤ふじ嵐あらしの国の近くにそのような国があったでござるか？」

「ま～～いろいろと疑問もあると思うけど、きっとお医者さんがいろいろ教えてくれると思うよ。だからあんまし気にしないよ～に。そ～だ」

　何かを思いつき、マコトはぽてんと手を叩たたいた。

「この前まえ落として諦あきらめてた小銭。まだあるかもしんない。ちょっと待ってな」

　地面に這はいつくばると自販機の下の隙すき間まを覗き込む。

「お！　何か光るもんあるぞ。何か棒きれがあれば取れるな。棒きれ棒きれ」

　さすが郊外ってとこだ。見渡すと棒きれがしおらしく転がってる。

「よしよし」

　マコトは棒きれを隙間に突っ込んだ。光るもんをかき出そうとちょいちょいと手を動かす。そんな感じにがんばってる時だった。

　ぶろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ。

　街の方からやって来た車が、マコトのところで止まった。思い切り蹴け飛とばしたら展てん開かい図ずになってしまいそうなポンコツ車だ。

　きこきこきしむ音をたてて窓ガラスが開かれる。そこから顔を突き出した男は、がんばってるマコトの後ろ姿を見て口を開いた。

「お～～～い、もしかしてマコトじゃないか？」

「ん？」

　がんばりを中断して振り返ったマコトは、車に乗った人物を目にした。

　ふんわりアフロな髪の毛に四角く分ぶ厚あつい眼鏡めがね。清せい潔けつって言葉とは結びつかないちょっと浮うき世よ離れした男。

「あの………どちら様で」

「何なに言ってんだよ。俺だよ俺。分かんないのか？　まあちょっと髪かみ型がた変えちまってるけど」

「…………もしかして………花はな滝たきセンパイ！」

「やっと分かったか」

　花はな滝たきセンパイって呼ばれた男は、車のエンジンを切り外へと出てきた。

「卒業式以い来らいだな。元気してたか？」

　アフロ男、花滝は、マコトに向かってにっかりと笑った。

「そういや親おや父じさんとおふくろさん、なんかどっかの島に行っちまったんだよな。最初は寂しいだろ？」

「慣れるまではね。ところでセンパイ」

　マコトは、気になって気になって仕方ないとこを指し摘てきした。

「なんでアフロなんですか？」

「イメチェンって奴やつだ。ナウいだろ？」

　いや、ナウくない。ナウくなんかある訳ない。ナウいなんて言葉使つかってること事態ナウくないぞ。

　って思っても、それを正直に言えないのが先せん輩ぱい後こう輩はいの関係。

「なんてゆーか……、立りつ派ぱですね」

　心の辞じ書しよをだ～～ってめくって、マコトはその言葉を選んだ。

「で、なんでここに？　もしかして入学していきなりクビになったとか？」

「違うよ。車の免めん許きよ取ったし、親が古い車くれるって言うから帰って来たのさ。ゴールデンウィークだし」

　花滝はそこで言葉を止めると、マコトの隣で目立ってる存在に目を向けた。

「ところで、その、奇き妙みような格かつ好こうをしたお嬢じよう様はどちら様？」

「はは、びっくりするっしょ。まぁ、話すと長くなるんだけど」

「いいや、話さなくてもいいぞ。しかし、お前がなぁ。正直驚おどろいたよ」

　花滝は感心しながら頷うなずいた。

「まさか忍にん者じやプレイが好きだったなんてな」

　忍者プレイって言葉のところで、発はつ情じよう期のクロサイが暴れていそうなくらい力を込めてた。

「ちょちょちょ、違いますって」

「彼女が出来て、それで彼女に忍者服ふく着せて忍者プレイを楽しもうとしてたんだろ。しかも野外で。そうか、野外プレイも好きなのか。意外だなぁ。絶対にノーマルだと思ってたのに」

「違いますってば！」

「いや、別に悪いって言ってる訳じゃないが、どうせならもっと山の奥の方でやった方がいいんじゃないか？　人に見られたら大変だろ？　あっそうか。見てほしいのか。露出プレイの気も……」

「だからそ～～じゃなくって」

　マコトはいい加か減げんにしてくれよって感じに声を大きくした。

「彼女はですね。昨日偶ぐう然ぜんに出会っただけで……その」

　花はな滝たきの乗って来た車を興味深ぶか気げにぺたぺた触ってる涼すず葉は。初めて海を目にした子供のような瞳をしてた。

　マコトは声を顰ひそめて言った。

「ちょっと………頭が落っこちたリンゴみたいなんです」

「なるほど」

「昨日、上かみ加か峠とうげの神社で会ったんです。警察に連れてったんですけど、帰って来ちゃったし。だから今日は直接病院に連れてこうかなって？」

「相変わらずお前は人がいいことしてるな。よし、病院まで送ってやろう」

「でも……花滝センパイ免めん許きよとりたて」

「心配すんなって。原げんチャ乗ってたんだから。二輪が四輪になっただけ。むしろ楽だぞ。倒れないからな」

「分かりました。それじゃお言葉に甘えちゃいます」

　ぺっこり頭を下げてから、マコトは涼葉に声をかけた。

「涼葉。センパイが送ってくれるって言うから、車に乗るぞ」

「くるま？」

「これだよこれ。昨日きのう説明したろ。四つの輪っかで走る人が乗るものだって」

「この鋼はがねの箱の中に、入るのでござるか？」

「そ～～～だ」

「その…………拙せつ者しやは遠えん慮りよするでござる」

　及および腰ごしで涼葉は後ずさった。

「何なに恐がってるんだよ。ほら」

「後ご生しようですから。誠せい之の進しん様ぁ」

　涼葉の口から出たその一言に、眉まゆ毛げをピクリと動かす人物がいた。アフロの男だった。

「誠之進様？」

「あ、なんだかよく分かんないけど、僕のことそう呼ぶんだ。出会った時からずっと」

「誠之進………誠之進……」

　花滝は口の中でぶつくさその言葉を呟つぶやいてから、眼鏡めがねを涼葉に向けた。

「君が言っている誠之進というのは、藤ふじ嵐あらし誠せい十じゆう郎ろうの一人息むす子こ、藤嵐誠之進のことかい？」

「そうでござるが…………」

「こいつは驚きだな。君みたいな女の子がその名前を知ってるなんてな」

　花滝は驚おどろき桃ももの木きさんしょの木ってな表情で息を漏らした。

「花滝センパイ。誰なんですか？　その誠之進ってのは」

「誠之進ってのは、五百年ほど前にこの地を治めてた、戦国武ぶ将しようの息むす子こ、つまり若わか殿との様の名前なのさ。ほら、俺って高校ん時、郷きよう土ど歴史研究部だったろ。だから知ってんだよ」

「へ～～～てっきり遊んでるだけの部だと思ってたのに」

　ちょっとばかし感心してから、マコトは「？」って顔をする。

「でもどうして僕のことその名前で呼ぶんだろ」

「そんなこた知らねえよ。だけど………こりゃちょっと訳ありかもしんないぞ」

　花はな滝たきはしばし考えてから、軽く頷うなずいて見せた。

「マコト、病院は後回しにして、どっか喫茶店でも行こう。もう少し詳しい事情を聞かせて欲しいからな。何なに心配すんな。俺がおごるよ」
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　別に断る理由もないし、それにおごるって言われちゃ尻尾しつぽ振って飛びつくしかない。セオリー通り尻尾振ったマコトは花滝の車にて喫茶店へとやって来た。

　もちろん涼すず葉はも一緒だ。いやがる涼葉をなだめてすかしてなんとか車に押し込んだ。たった十分程てい度どのドライブだったけど、涼葉は青ざめた顔してた。きっともう五分乗ってたら胃い袋ぶくろの中身をぶちまけてたことだろう。おえ～～って。

　喫茶店の扉を開けると、カランコロンって心地よいカウベルの音がした。次いでいらっしゃいませってお迎えの声が響ひびく。

　少し街外はずれの街道にある喫茶店だ。客の姿はない。店に入るとコーヒーの焦こげた香りがプンと鼻の奥をくすぐった。

　マコトら御ご一いつ行こうは一番奥おくの席にとついた。

　すぐにウエイトレスのお姉さんがやって来る。

　涼葉の奇き妙みような格かつ好こうをちらちら見ながら、グラスの水を三人の前に置く。

「いらっしゃいませ。ご注文は？」

「俺、このビッグチョコレートパフェ。ポッキー多めで。マコト達も好きなもん頼んでいいぞ」

「僕は、メロンソーダと………スパゲティナポリタン。涼葉は何にする？」

　返事はなかった。辺りをきょろきょろ見渡している。

「涼葉」

「はい、何でござるか？」

「何か飲みたい物や食べたい物があったら言いな。ほらメニュー」

　渡されたメニューに目を向けるけど、そこの写真に写ってる料理一つ一つに眉まゆ根ねを顰ひそめてる。これは一いつ体たい何なのだって顔つきだ。どう見積もっても決めるのに一時間はかかるだろう。

「すみません。メロンソーダをもう一つ。それでいいよな」

「え、はい」

　涼葉はこっくり頷いた。

「ビッグチョコレートパフェにスパゲティナポリタンにメロンソーダが二つ。少々お待ちください」

　オーダーを復ふく唱しようすると、ウエイトレスのお姉さんは奥に引っ込んでいった。

「さてと………」

　グラスの水を飲み干すと、花はな滝たきは口を開いた。

「きちんとした自己紹介が遅れてしまったね。私の名前は、花滝啓けい司じ。マコトとは中学からの付き合いだ」

「？？？？？？」

「つまりあれだ、僕がいろいろと世話になった人だってことだ」

　完全無む欠けつに「？」な涼すず葉はに、マコトがそう囁ささやく。

「なるほど、誠せい之の進しん様がお世話に。それは失礼したでござる。花滝殿」

　いきなり床に忍にん者じや座ずわりしてお辞じ儀ぎする涼葉を、マコトは慌あわてて引っ張り上げた。

「よかったら君の話を聞きたいんだが……」

「拙せつ者しやの話でござるか？」

「そうだ。君の生おい立ちから今にいたるまでをざっと話してくれないか」

「………誠之進様……」

　困こん惑わく気味に瞳を向けて来る涼葉に、マコトはてきとーに頷うなずいた。

「誠之進様がいいとおっしゃるならかまわないでござる」

「ありがとう」

「拙者の名前は草くさ影かげ涼葉。草影忍にん群ぐんの里に生まれそこで忍しのびとしての修行をつんだでござる」

「ふむふむ」

「十の時、誠之進様護ご衛えいの任にんをたまわり、城へと参まいりました。常に誠之進様のお側そばにひかえ、陰ながらお守りしていたのでござる。戦国の世ながら藤ふじ嵐あらしの国は平和でござった。戦いくさをすることもなく。そう、あの日までは」

　ま～た訳わけ分かんない話が始まったよって苦く笑しようするマコトだったけど、花滝は真剣な顔つきで言った。

「藤嵐誠せい十じゆう郎ろうが、隣の国へ奇き襲しゆうをかけたんだな。鳥とり兜かぶと陣じん兵べ衛えの国へ」

「いかにも。鳥兜陣兵衛は殺され、国は滅ほろんだでござる。そして、藤嵐による鳥兜の国くに奇襲のちょうど三日の後……」

「お待たせしました。ビッグチョコレートパフェとメロンソーダです。スパゲティナポリタンはもうしばらくお待ちください」

　脳のう天てん気きに明るい声を出してやって来たウエイトレスさんが、色いろ鮮やかなそれらを置いていった。

　涼葉は、自分の目の前に置かれたメロンソーダをいぶかしげに見つめ、言った。

「誠之進様……この毒々しい緑色の液体は何でござるか？」

「メロンソーダ。うまいぞ」

「飲物でござるか？」

　ストロー刺してちゅーちゅーやってるマコトを観察した涼すず葉はは、見み様よう見み真ま似ねでストローをグラスに突っ込んだ。

　恐る恐るストローをくわえて思い切り吸い込む。

　次の瞬間、緑色の液体が噴ふん射しやされた。大だい爆発だ。

「せせせ、誠せい之の進しん様！　この飲みものには針が入ってるでござる！　口の中でちくちくちくちく」

「落ち着けってば。ただの炭たん酸さんだってば。あ～～あ、机の上がすごいことになってるよ。紙ナプキン紙ナプキン」

「誠之進様ぁ！　拙せつ者しやの口の中がまだちくちく」

「あぁぁ、もう。ほら、水でも飲みなって」

　ぎゃーすかわめく涼葉にグラスの水を飲ませると、マコトはやれやれと息を吐き出した。

「涼葉君。話を元に戻すが、いいかな」

　ビッグチョコレートパフェを適当につっついた花はな滝たきは、口の回りにくっついた生クリームをぺろりと嘗なめてから口を開いた。

「鳥とり兜かぶとの国制せい圧あつから数日後、今度は鳥兜の国の残ざん党とうが藤ふじ嵐あらし城を襲おそったんだな」

「はい。鳥兜のお抱かかえ忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんによる鮮やかなまでの闇やみ討うちでございました。殿とのは殺され、城には火がはなたれ……。唯ゆい一いつ、城から逃れることの出来た誠之進様と拙者は、抜ぬけ道みちを通り他国へ逃れようとしたでござる。しかしその途中、血桜忍者達の待ち伏せにあい」

「それで？」

「血桜修しゆ羅ら菊ぎく率ひきいる無数の血桜忍者に囲まれ、拙者は覚かく悟ごを決めました。誠之進様とともに死ぬ覚悟を。その時でした。数度の落らく雷らいに続き強い光が辺りを包み込み」

「ふむふむ」

「そこからは……よく覚えてないでござる。気がつくと誠之進様が私を覗のぞき込んでいて……」

　涼葉によるざっくりとした説明は終わった。

「なるほど」

　花滝は腕を組むとしばし考え込んでっから、マコトに向かってえらく真ま面じ目めな顔を向けた。

「おい、マコト。これは大変なことだぞ」

「何がですか？」

「うむ、結論をズバッと言おう。この涼葉君はこの時代の人間じゃないんだ」

「はい？」

　ハテナ虫になってるマコトに、花滝は嚙かみ砕くだくように説明した。

「涼葉君は今から五百年前の戦国時代の人間なんだ。彼女は五百年の時を超えてこの時代にやって来たのだ。つまりだ……」

　深刻３００パーセントで、花はな滝たきは叫んだ。

「タイムスリップだ！」

「な、何だって！」

　劇画ちっくに濃ゆい顔になってマコトは叫んだ。

「タイムストリップ！」

　とっても素す敵てきに言い間違えるマコトの頭を、花滝は脱いだサンダルで思い切りぶつ叩たたいた。

「タイムスリップだ。まったく、お前の頭ん中にはピンク色のカビでも生はえてるんじゃないのか？」

「そんな、ちょこっと言い間違えただけじゃないですか。それよりタイムスリップって、あのタイムスリップですよね」

「そうだ。あのタイムスリップだ。涼すず葉は君は落らく雷らいのエネルギーによって時を超えたのだ」

「落雷で………時を超えた」

　神しん妙みような顔つきで呟つぶやいたマコトだったけど、すぐに噴ふき出す。

「またまた。センパイは相変わらずジョークが好きなんだから。ジョークみたいな頭してるからそれで十分なのに」

「何だって？」

「何でもないっす何でも。でも、雷かみなりが落っこちたくらいでタイムスリップなんかしちゃうんですか？　それが本当なら毎年台たい風ふうの時期にはいろんなもんが時を超えちゃってることになりますよ。超えすぎですよ」

「もちろん、落雷の力だけとは言わない。おそらく、落ちた場所にも問題があるんだろうな。マコト、お前が涼葉君を見つけた場所だ」

「上かみ加か峠とうげ？」

「そうだ。あの峠は、大おお昔むかしは『神かくし峠』って呼ばれてたらしい。それがなまって上加峠って名前になったんだな。人が消えたって話も伝説として残ってるぞ」

「マジっすか」

　何だかそう説明されてると、別の世界の言葉だった『タイムスリップ』の一言も、だんだんと親しみを覚えてくる。隣となり街くらいにはもう引っ越して来たようだ。

　確かに………そうだよな。

　マコトは隣に座る涼葉を横よこ目めで見た。

　彼女がタイムスリップして来た人間と考えれば、そのレトロすぎるくらいレトロな言げん動どうも頷うなずける。

　そりゃテレビを知らない訳だ自動販売機を知らない訳だ自動車を知らない訳だ。そんなもの戦国時代にはなかったんだから。

　それに、時とき折おり見せるアンビリーバボロな動きはまさに戦国時代からやって来たほんまものの忍にん者じやの証あかしなのだろう。

「あんじゃっぱらっぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　テンポ遅れに驚いてから、マコトはものすごく疑問に思ってることを口にした。

「待ってください。涼すず葉はがタイムスリップして来たことは一応納なつ得とくしたとして、分かんないのはどうして僕のことを誠せい之の進しんなんて呼んでるかってことっす。僕はばりばりの現代人ですよ」

「まあ、俺が思うには、理由は単純だな」

　人ひと差さし指ゆびで眼鏡めがねをちょいと押し上げると、その指をビシッてマコトに向け、花はな滝たきはダイナミックに叫んだ。

「キングオブジそっくりさん！」

「ぬわんと！」

　マコトもダイナミックに驚いた。そんなアクションやかましい二人に、涼葉がおずおずと声をかける。

「あの、何をお話ししてるでござるか？」

　とっくの昔に話に置いていかれてるご様よう子すだ。はるか後ろの方で手を振ってる。

　マコトはごくって唾つばを飲み下すと、涼葉の瞳を見つめ言った。

「…………涼葉。落ち着いて聞くんだ。君はね。タイムスリップをしたんだ」

　二、三度目をぱちくりさせてから、涼葉はきょとんとした顔つきで言った。

「何をおっしゃってるでござるか？」

　案あんの定じよう、通じてなかった。まあ、そりゃそうだろ。戦国時代の人にタイムスリップって言ったって通じる訳がない。ストリップだって知らないはずだ。もちろんスリッパだって知らないだろう。フンボルトペンギンだって右に同じだ。

「だから、分かりやすく説明するとだな。雷かみなりがドッゴ～～ンでその力でぶしゃ～～っと時間を飛び超えて」

　小学生なみに嚙かみ砕くだいて説明を始めるマコトを、花滝がやんわりと制した。

「マコト。止めておけ。言葉だけで説明出来ることじゃないぞ」

「それじゃどうやって」

「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずだ。少々酷こくだがあれを見せることにしよう」

「あれ？」

　マコトは首を傾かしげた。花滝が言ってる『あれ』とは何ぞや。少なくとも金きん玉たまの裏スジじゃないことだけは確かだけど、それ以外はちっとも想そう像ぞう出来ない。

「よし、そうと決まればさっさと食べて出かけよう。二人とも、目の前のもん片づけチャイナ。ニーハオシェシェイ」

　ギャグとして一人立ちしてんのかしてないんだかよく分かんないことを言うと、花はな滝たきは猛もう然ぜんとビッグチョコレートパフェをかき込んだ。




　　　　　４




　花滝の愛車、ポンコツ号が必死に山道を登る。うんこらうんこら登る。えいこらえいこら登る。息切れしながらも一気に駆け上がる。そこでポンコツ号はその足を止めた。

「う～～ん。やっぱり高台は空気が澄み切って気持ちがいいなあ」

　車を下りた花滝はう～～んと伸びをした。

「そう思うだろ？　マコト」

　振り向くけど、返事してくれる人はいなかった。

「誠せい之の進しん様………涼すず葉ははもう駄だ目めでございます」

「しっかりしろ。吐くもん吐いたらすっきりするから。……おえ、僕もやばいかも」

　なんて声が茂みから聞こえて来た。

「いくら忍にん者じやの三さん半はん器き官かんでも、山道を走る車にはかなわなかったか」

　花滝がそう独りごち、苦く笑しようして待つことしばらく。少々グロッキーになったお二人が戻って来た。

「乗り物酔よいか。涼葉君は分かるにしてもマコト、お前は何だよ。そんなんじゃ現代人の名前が泣くぞ」

「山道をあんな運転で走られちゃいくら現代人でもゲロるわ！」

　マコトは嚙かみつかんばかりの勢いでそう叫んだ。

「涼葉も僕もかろうじて一歩手て前まえで耐えたけど……もう一メートルでも走ってたら間違いなくマーライオンになってたっすよ！」

「まぁよかったじゃないか持ちこたえたようで。山の空気でも深しん呼吸してみろ。気分がすっきりするから」

　花滝は脳のう天てん気きに言い放った。マコトとしちゃ暴ぼう走そう運転に対して詫びの一つももらいたいとこだけど、この人にそんなこと求めても仕方ないって諦あきらめた。

　なんだかんだで付き合い長いからそこんとこは分かってる。

　とりあえず深呼吸を数回してみた。さわやかな空気が体の中に入ってくる。胸むな元もとの辺りにあぐらかいてた気持ち悪い虫が徐々に駆く除じよされていくよ～～だ。

「で、くねくね道を豪ごう快かいに登って僕らはどんな秘ひ境きように連れてこられたんですかね？」

　マコトはものすごく皮ひ肉にくっぽく尋たずねた。

　もちろん皮肉は面つらの皮かわに傷すらつけられなかったけど。

「え？　小学校の遠足で来なかったか？」

「ここに？」

「ああ、ひまわり市のどこの小学校も一度はここに来るはずだが」

　マコトはもう一度辺あたりを見渡した。そう言われれば、なんとなくだけど見覚えがあるような気がする。

　小学校低学年。遠足。バス。乗り物酔よい。ゲロゲロキュッパ袋ぶくろ。

「思い出した！　来たことあります！　確か小学二年の時だ。バスの中で気持ち悪くなったから母さんから渡されたゲロゲロキュッパ袋に顔かお突っ込んだんだ。だけど袋に穴が開いてて。僕は必死になって我が慢まんしたけど我慢しきれずに、それで……」

「バスの中でのゲロゲロキュッパ話はまた今度じっくり聞かせてもらうことにするよ。それより、ここがどんな場所なのかは覚えてるな？」

　花はな滝たきの問いに、マコトはコアラみたいなつぶらな瞳して首を傾かしげた。

「重要なことはすっぽり忘れてるようだな」

　ため息いき一つ足あし下もとに転がしてから、今度は涼すず葉はに顔を向ける。

「涼葉君。君はここが何なのかは分かるかい？」

「それぐらい分かるでござるよ」

　馬鹿にするなとでも言いたげに、涼葉は口を開いた。

「あそこに見えるのは石いし垣がきの一部でござる。そしてあそこの深い溝みぞはもともと泥どろ堀ぼりのあった名残なごり。つまりここは城しろ跡あとでござる」

「大だい正解だよ。涼葉君」

　ぱちぱちと花滝は拍手を飛ばした。

「見たところ、城が建っていたのはずっと昔のようでござるな。何という城でござったか？」

　涼葉の口から漏れたその問いに、花滝は静かに答えた。

「藤ふじ嵐あらし城じようだよ」

「…………センパイ殿。冗じよう談だんは止めるでござるよ。確かに藤嵐城は火を放たれたでござるが、それはつい先日のこと。ここが藤嵐城である訳が……」

「涼葉君。よっく辺りを見渡すんだ。山や木々を。何か一つくらいあるはずだ。ここが藤嵐城だと証明する何かが」

「言ってることがよく分からないでござる。こんな朽くち果はてた城跡を藤嵐城などと言われても納なつ得とく出来る訳がないでござる。藤嵐城はこんな姿ではありませぬ！」

　少しだけ怒りの色を込めて、涼葉は言った。

「誠せい之の進しん様からもおっしゃってください」

　隣に顔を向けると、そこにマコトはいなかった。少し離れたとこにどかんと生はえてる松の木の下で木を見上げてる。

「マコト。何してんだ？」

「なんか懐なつかしくなっちゃって。僕ね、遠足の時この下で弁当食たべたんすよ」

　懐かしさ満まん載さいって顔つきでマコトは続けた。

「グループで仲良く食べてたんだけど、僕の隣に座ってた女の子がね、おもらししちゃったんすよ。僕はその子をかばおうと必死に、『麦むぎ茶ちやこぼしちゃった麦茶こぼしちゃった』って繰り返してさ。それで……」

「そんな……そんな馬鹿な……」

　マコトの声を遮さえぎって、涼すず葉はが木に駆け寄る。

「ここに一いつ本ぼん松まつ。そしてあそこに石いし垣がき。そして泥どろ堀ぼり」

　涼葉はぐるりと周りを見回してから、走った。城しろ跡あとの端はしっこ、ちょっとした展望場所になってるとこまで来ると足を止める。

　高台だから見晴らしはいい。山々が見える。涼葉は広がる景け色しきを瞳に映した。

「……………」

　思わず息を飲み込む。そこに広がっていた景色は、少しだけ色は変わっているものの紛まぎれもない、涼葉の記き憶おくの中にある景色だったからだ。

「この辺りの山はそのまま残っている。道路が作られたりトンネルが掘られたりはしたが、山の形や位置は変わっていないはずだ。君の記憶にある景色と合がつ致ちするだろう」

「そんな、それじゃここは本当に藤ふじ嵐あらし城じようの跡。ここは藤嵐の国なのでござるか」

　口をぱくぱくさせながら、カラカラに乾いた声で涼葉が言う。

　そんな涼葉に、ゆっくりと花はな滝たきは頷うなずいて見せた。

「落らく雷らいにあった君は五百年の時を超えたんだ」

「時を超えた………あの落雷の力で……」

「落雷の力だけではないだろう。神かみかくし峠とうげと呼ばれていたあの峠にある神しん秘ぴの力も加か味みしてたと思われる。とにかく、そこにゲート。つまり時を超える門が開いたんだ。そして君はここに来た」

　花滝はそこで一ひと息いきつくと、固く唾つばを飲み込んでから続けた。

「君には少しつらい話になるが、藤嵐の国がどうなったのか教えてあげよう。鳥とり兜かぶとの残ざん党とうによる報ほう復ふく。その後、隣りん国ごくの餅もち月づき徳とく長ながが攻め込み藤嵐の国は滅ほろんだ。藤嵐の血とともにな」

「待つでござる！　藤嵐の国が滅んだのは分かるでござるが血は絶えてないでござる。こうやって誠せい之の進しん様も時を超えて来たでござるゆえ」

「違うんだよ。涼葉」

　マコトが、気の毒そうに言った。

「僕は、その藤嵐誠之進って過去の人間じゃないんだ。十七年前この街で生まれて、そしてこの街で育った現代の人間。春日かすがマコトなんだ」

「そこのところは俺も保証しよう。こいつはひょろひょろの現代人だ。俺はずっと前からこいつを見てる。こいつが下の毛も生はえてないガキンチョの頃からな」

「ちょっと待ってくださいよ。花はな滝たきセンパイと初めて会ったのは中一の時っすよ。いくらなんでもそん時は？」

「俺の目は節ふし穴あなじゃないぜ。入学当とう時じはまだつんつるりんだったはずだ」

「そんなこと…」

「だったら証しよう拠こ写真を見るか？　今度持もってきてやるぞ」

「ええええええ!!」

　さすがに話が脱だつ線せんしたぞってことに気がつき、花滝はコホンと咳せき払ばらいした。

「とにかく、マコトは誠せい之の進しんとは別人。この時代の人間だ」

「そんなのウソでござる。誠之進様は誠之進様でござる。時を超えた衝しよう撃げきで少しだけ記き憶おくが混乱してるだけでござる」

　わめきたてるように言い、涼すず葉ははマコトに飛びついた。くっつかんばかりの距離に顔を近づける。

　ふざけて誰かがポコンと後こう頭とう部を押したら、そりゃあもうすごいことになっちゃうくらいの距離だ。フェイストゥーフェイス。キッスまであと一歩ってとこだ。

「す、涼葉ってば」

　思わず顔を赤らめちゃうマコトを無視し、涼葉はマコトの瞳に自分の瞳を映し、そして目を細めた。

「この優しい瞳は、誠之進様の瞳でござる。涼葉を優しく見つめてくれた、誠之進様の瞳でござる。間違えるはずがないでござる。間違えるはずが………」

　そこで、涼葉は言葉を止めた。同時に表情を固くする。

　涼葉の手がマコトの顔に伸びた。マコトの目め尻じりの辺りをぐにっと伸ばす。

「ホクロが……………ここにあるはずのホクロが……ないでござる」

「だから言ったろ。僕は誠之進なんかじゃないって。春日かすがマコトだって」

「それじゃ、それじゃ誠之進様は……」

　呼吸を荒くし落ち着きをなくす涼葉に、花滝が静かに言った。

「この向こうに、小さな塚つかがある。藤ふじ嵐あらし誠せい十じゆう郎ろうと、藤嵐誠之進がまつられている小さな小さな塚がな。この国を手に入れた餅もち月づき徳とく長ながが、多少は後ろめたいとこがあったのか作ったらしい」

「そんな……それじゃ…」

「誠之進は死んだんだ。五百年も前に」

「誠之進……様」

　涼葉は、がっくりとその場に膝ひざを落とした。

　その瞳からせきを切ったように涙がこぼれ落ちる。いくつもいくつも。

「何な故ぜ、誠せい之の進しん様は時を超えられなかったでござるか？　何故、拙せつ者しやだけ時を超えてしまったでござるか？……………何故、一緒に死ねなかったのでござるか？……何故でござる………何故……」

　涼すず葉はは泣いた。泣きじゃくった。まるで子供のようにわんわん声を上げて。

「涼葉……」

　声をかけようとするマコトの肩に、花はな滝たきが手を置いた。

「今は、そっとしてあげよう。好きなだけ泣かせてあげた方がいい。自分の中で整理がつくまでな」

　涼葉を残し、マコトと花滝はその場を離れた。城しろ跡あと入り口付近にあるベンチのとこまでやって来る。

「あ～～久しぶりにシリアス一いつ直線な話ししたもんだからどっぷり疲れちまったよ」

　花滝はどっかとベンチに腰を下ろすと、アフロをゆっさゆっさ揺さぶった。

「おいマコト、ジュースでも買って来てくれよ。そこの道ちょこっと下りたとこに確か自販機があったから。お前のオゴリな」

「え～～～」

「いいだろ。さっきメロンソーダとスパゲティナポリタンおごってやったんだから。それとも、さっきのはワリカンってことにするか？　え～～と二つ合わせていくらだったけな。消費税もつけて」

　計算を始める花滝に、マコトはわめくように言った。

「分かりました。買って来ますってば」

「俺は冷たいコーヒー系。涼葉君にも、炭たん酸さんじゃない何かをな。あんだけ派は手でに泣いたら水分が足りなくなるだろうから」

「はいはい。それじゃ行ってきます。道を下りてけばいいんですよね」

「そーそー、すぐにあるから。すぐに。頼んだぞ」
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「な～～～にがすぐにあるだよ。全然ないじゃないか」

　ぶつくさ愚ぐ痴ちりながら、マコトは山道を下っていた。かれこれ五分くらい歩いてるけど、自動販売機の匂においすらない。

「まいっか。急げって言われてる訳でもないし、気楽に行くとすっか」

　そう思い直し、のんびりと山の空気を吸いながら歩く。

　なんとなく、思し考こう回路は涼葉のことに向く。泣きじゃくる涼葉の姿が頭にこびりついて離れない。

　マコトは思った。

　きっと、涼すず葉はは誠せい之の進しんって若わか殿との様のことが好きだったんだろうなって。

　それが、男と女のよくある恋の形だったのかは分からない。だけどものすごく好きだったんだろうなって。一人で生き延びるくらいだったら、一緒に死んだ方がましだ。そんな恐ろしいことが思えちゃうくらいに。

　ずっと誠之進って若殿様のフリをしてあげてた方がよかったかな？

　そんな考えが頭をよぎったけど、すぐに首を横に振る。

「駄だ目め駄目。そんなことしたっていずれはバレるに決まってるんだから。そんなのよくないよくない」

　マコトは、しばし考えてから呟つぶやいた。

「ま、これからどうするか知らないけど。僕がそっくりさんってのも何かの縁えんだ。出来るだけ協力してあげることにすっか。うんうん」

　そうこうしてるうちに斜め前方に四角い顔が見えた。やっとこさ姿を見せてくれた自動販売機様だ。

「おぉ、愛いとしの自動販売機君。君を探して旅をしていたんだ」

　なんて馬ば鹿か言いながら、マコトは自動販売機に駆け寄った。

　さっそく千円札を飲ませる。自動販売機君は感謝の印しるしとばかしにボタンを光らせた。

「えっと、センパイはコーヒーっと。これでいっか」

　ガゴンって音をたてて缶ジュースが吐き出された。と、自販機が突とつ然ぜん歌を歌い出す。ピコピコ賑にぎやかな歌だ。

「当たった！」

　生まれて初めての出来事に、マコトはおおいに慌あわてた。

「落ち着け落ち着くんだ。えっと、どれにするか決めなくちゃ。涼葉は炭酸が駄だ目めだから……えいや！」

　オレンジジュースのボタンを叩たたく。一瞬の静せい寂じやくの後、オレンジジュースがガゴンと音をたてて落ちてくる。

「うっしゃああ」

　二つの缶ジュースを手に、マコトは飛び上がって喜んだ。

「一度に二つもゲットだ。こりゃついてる……」

　マコトの言葉が止まった。プチ深しん刻こくな顔で考え込む。

「一度に二つ…………」

　涼葉のタイムスリップを思い浮かべた。落らく雷らいのエネルギーと、神しん秘ぴの力を持つ神かみかくし峠とうげの力で涼葉は五百年もの時を超えた。花はな滝たきの言葉を借りれば、そこにゲートが開いたのだ。

　たった一度、開いたゲート……。

「タイムスリップしたのって、涼葉だけだったのかな？」

　誠せい之の進しんって若わか殿との様はタイムスリップしなかったようだけど、はたして他の連れん中ちゆうはどうなのだろうか？　二、三人タイムスリップしちゃった人物もいたんじゃなかろうか？　自販機で当たりが出るように。

「涼すず葉はの話だと……敵の忍にん者じや達に囲まれてる時に落雷にあったってことだよな」

　ってことは、タイムスリップして来てる可能性があるのはそういう忍者の皆様で。

　しかも話によるとその忍者の皆様は誠之進って若殿の命を奪おうとしてた訳で。

　そいでもって偶然にもマコトはその若殿様のそっくりさんだってことで……。

　もし本当にタイムスリップして来てたとしたら、そして顔を合わせちゃった日にゃあそりゃあもうすごいことになってしまうだろう。

　どす黒い不安。だけどマコトは少々ひきつりながらも元気よく笑い飛ばした。

「まさかな。そんなことある訳ないよ。当たりなんてそう出るもんじゃないし」

　自分のためのメロンソーダのボタンに指を伸ばしかけたまさにその時、その声は、マコトの背後から響ひびいた。

「見つけたぞ！　藤ふじ嵐あらし誠之進！」

「…………………僕、すっごくやな予よ感かんがする」

　振り返りたくないけど………マコトは勇気を振り絞しぼってえいって振り返った。

「えいっ！」
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　そして叫んだ。

「あっびょ～～～～～ん！」

　やな予感は的中だった。マコトの瞳に映ったのは真赤まつかな忍しのび装しよう束ぞくを着込んだ見るからに物ぶつ騒そうな方々だった。

　しかも、その数がまた痛い。どう見積もっても十人はいる。

「大当たりだったかぁぁぁぁぁ」

　マコトは空に向かって絶ぜつ叫きようした。

「髪を切った程度で我々の目を誤ご魔ま化かせると思うか？」

「我らが恨うらみ晴らさせてもらう」

「覚かく悟ごしろ！」

「地じ獄ごくで我らが殿とのに詫わびるがいい！」

「お髭ひげでぐりぐりしちゃうぞぉ！」

　それぞれが恐ろしいこと言って刀かたなを抜いてる。まあ、最後の一人はよく分かんないけど、それでもヤバイざんすよってな状況だ。

　マコトは早はや口くちにまくしたてた。

「違うんだ！　僕は藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんなんて歴史の中にいる人じゃないんだ。どこにでもいるようなへっぽこ高校生の春日かすがマコト！　君達はタイムスリップして未来の世界にきべっ！　いてぇ舌した嚙かんだぁ」

　マコトの早口言葉なんて誰も聞いちゃくれなかった。

「問もん答どう無む用よう！　死ねい！」

　その言葉を合あい図ずとしたように、たくさんの忍にん者じや達はいっせいにマコトめがけて飛びかかった。

「あ～～～～～～！」

　死を直前とした時、人間の神経は研とぎ澄まされるという。普段の何倍もの速度で感覚が突っ走る。

　飛びかかってくる忍者がスローモーションのように見えた。どの忍者が一番に自分に襲おそいかかるかすら見てとれる。

　あぁ、僕、ここで死んじゃうのかな？

　マコトは死をなんとなく悟さとっちゃった。

　そしてなんとなくセンチメンタルになった。

　人間はいつか必ず死ぬ。それが逃のがれられない運命なのね。ウルウル。

　だけど若干納なつ得とくいかないとこもあった。

　忍者に斬きり殺されるってところだ。

「何なに時代だっちゅうねん!!」

　ガキン！

　金属と金属が激しくぶつかり合う音。死しに神がみはマコトの肩に手を置かなかった。

　マコトは、目の前に突とつ然ぜん現れた背中に息を飲んだ。

「怪け我がはないでござるか？」

「涼すず葉は！」

　涼葉の登場に敵てき忍にん者じや達が間合いをとる。遠とお巻まきにしてこちらを窺うかがってる。

　敵忍者達を睨にらみ付け牽けん制せいしながら、涼葉は口を開いた。

「誠せい之の進しん様は、最後にこうおっしゃいました。生まれ変わったら、また会おうと。マコト様。あなたは誠之進様ではありません。しかし拙せつ者しやは信じています」

「えりゃああああ」

　飛びかかってくる忍者の刃やいばを目にも止まらぬ速さで弾はじき飛ばしてから、涼葉は叫ぶようにして言った。

「あなたが、誠之進様の生まれ変わりだと言うことを！」

　残りの忍者達も一いつ斉せいに飛びかかってくる。しかし涼葉の動きはすさまじかった。全すべての刃を短刀でさばいていく。

「五百年前のあの夜、拙者はあなたを守り切れなかった。もう二度と同じ過ちは繰り返さない。草くさ影かげ涼葉、この命をかけて、誠之進様……いえ、マコト様。あなたをお守りします！」

　極限まで磨とぎ澄まされた技。そう呼ぶにふさわしい動きに、敵てき忍者集団も翻ほん弄ろうされる。

「くっ、さすが草影のくノ一いち。強い！」

「我ら下げ忍にんだけでは心こころ許もとない。ここは引こう。修しゆ羅ら菊ぎく様をお探しするのだ。修羅菊様さえいれば！」

「ああ。修羅菊様さえいれば」

　敵忍者達が目め配くばせすると、それぞれに懐ふところから玉を摑つかみだし地面に叩たたき付ける。

　もくもくと巻き起こる煙。晴れた後には物ぶつ騒そうな方々の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「た……助かった……」

　マコトはへなへなとその場にへたり込んだ。一歩間ま違ちがえれば首がぶった切られるとこだったのだ。腰の百や二百抜ぬけて当たり前まえ田だのクラッカーだ。

　涼葉は短たん刀とうを腰の鞘さやに収めると、ちょっと口から魂たましい抜けかけてるマコトに歩み寄り言った。

「さ、マコト様」

　伸ばされる涼葉の手に、マコトはゆっくりと手を伸ばした。

　白くほっそりとした手の感かん触しよく。とてもあんな物騒な連中を蹴け散ちらした手とは思えない。

　優しく微笑ほほえむ涼葉を見上げながら、マコトは悟さとった。

　自分の命を一秒でも長くしたいなら、この忍者娘むすめとは仲良くしなくちゃいけないって。

　何がなんでも。
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　そして………その夜。

「だからぁ、勘かん弁べんして欲しいんだってば」

　マコトは懇こん願がんするように言った。

「頼むからここは止めてくれって。お願いだからさ」

　涼すず葉はがどっかと腰を落ち着かせてるのは、マコトのベッドのすぐ隣のスペースだ。言うまでもなくマコトが寝返りなんかうっちゃったら大変なことになっちゃう場所。

「しかし……、寝込みを襲おそわれるやもしれませぬ。やはりマコト様の安全のためには、拙せつ者しやはここで休むのが一番かと」

　言い方は丁てい寧ねいだけど、一歩も譲ゆずれませんって鋼鉄の意志が見え隠かくれしてる。

　そんじょそこいらのハンマーじゃこの意志は打ち砕くだけないだろう。バズーカー拾って来ても怪しいとこだ。

「空あいてる部屋は一いつ杯ぱいあるんだからさ。好きな部屋使つかっていいんだからさ。だからここは」

「そうはいかないでござる！」

　ぴしゃっと叩たたき付けられ、ど～～しよ～～～もないなってマコトは嘆たん息そくした。

「ちなみにちょっとした好こう奇き心しんから聞くけど、前はどうしてたんだ？」

「前？」

「だから、タイムスリップする前の話だよ。まさかその誠せい之の進しんって若わか殿との様の隣に眠ってた訳じゃないだろ」

「小さな部屋を一つ与えられてはいたでござるが……やはり心配だったゆえたいていは上に」

　涼葉が人ひと差さし指ゆびで天てん井じようを指さした。

「上？」

「屋根裏うらでござる」

「屋根裏ねえ………まぁ確かに忍にん者じやって言えば屋根裏ってのが定てい番ばんだけど……」

　マコトは天井を見上げた。ここをぶち抜いて部屋を作るなんてかなり大変なことだろう。日曜ダイカーごときの腕じゃまず無理だ。

「マコト様は、涼葉がここにいると何か困ることでもあるのでござるか？」

　って真ま顔がおで聞かれちゃったもんだから、マコトはひっじょう～～に困った。

「それは、なんて言うか。ドキドキするって言うか……寝ね惚ぼけてベッドから落っこちたらすごい状況になっちゃっうって言うか…なんて言うか」

「？？？？」

「だ～～～～も～～～分かった！　こうしよ！」

　ばしって手を叩くと、マコトは押おし入いれに駆けよりだ～～～って開けた。そのまま中のものを外へ引っ張り出す。

　空からっぽになった押おし入いれの中にはなかなか広いスペースが出来上がる。なんてったって、中学の時にはここにテレビ持ち込んで隠かくれてゲームしてたくらいなのだから。

　押入れの上の段に蒲ふ団とんをしくとマコトはびしっと指さした。

「ここを貸そう！　ここなら何かあってもすぐに飛び出して来られるだろ。いいな」

　涼すず葉はは少しだけ考え込んでから、こっくりと頷うなずいた。

「分かったでござる。その物入れを借りるでござる」

「よかった」

　マコトは額ひたいに溢あふれた３リットルくらいの汗を拭ぬぐった。

「それでは休ませてもらうでござる」

　涼葉は押入れの中に体を滑り込ませた。

「ふぅ、これでやっと眠れる」

　電気を豆まめ一つにする。これで眠る準備は万ばん全ぜんだ。

　ベッドに横たわり、マコトは大きく息を吐き出した。だけどなんかちょっと落ち着かない。なんか視線を感じる。

　首を動かして見ると、涼葉が押入れ全ぜん開かいにしてこちらを見てた。もとい見つめてた。

「あの、涼葉。出来れば押入れを閉めて欲しいんだけど………」

「失礼したでござる」

　押入れが、するすると音をたてて閉められた。

「お休みでござる。マコト様」

「ああ、お休み……涼葉」

　戸が完全に閉められるのを確認し、今度こそマコトは安あん堵どのため息を吐き出した。

　花はな滝たきと相談した結果、涼葉はマコトがしばらくは面めん倒どうをみることになった。

　まぁ、あの敵てき忍にん者じや集団に自分は誠せい之の進しんじゃないってことを分からせるまではぜがひでも涼葉には近くにいてもらわなくちゃいけない。

「何が悲しくて、この年で命を狙ねらわれなくちゃなんないんだろ」

　マコトははぁってため息を吐き出した。恨うらむんなら、誠之進って昔の若わか殿との様のそっくりさんに生まれてしまったことを恨うらむしかない。

　単なる偶然か？　それとも………。

「生まれ変わり……か」

　涼葉が言っていた言葉を、マコトは唇くちびるに乗っけてみた。

「この地で涼葉と再び会うって約束を守るために…………誠之進って若殿様が現代に生まれ変わったのが僕………春日かすがマコト……」

　自分で言っておいて、マコトは鼻で笑った。

「んなことある訳ないっか。馬ば鹿か馬鹿しい。さ、寝よ寝よ。いくらゴールデンウィークだからってあんまし寝ね坊ぼうしてたらもったいないもんな」

　ごろりと蒲ふ団とんをかぶり直し、マコトは睡すい眠みんモードに入った。

　入ったのだけれども、そんなマコトの鼓こ膜まくをくすぐる憎い奴やつがいる。

　規則的に聞こえるかわいらしい吐と息いき。そう、押おし入いれの涼すず葉はの寝ね息いきだ。

「…………………」

　マコトは寝返りをうった。頭から蒲団をかぶってみた。だけど敏びん感かんになってる鼓膜は確実にその音を拾い続ける。

　平然を装おってるけど、どうにも落ち着かない。情なさけないことに心臓だってなんかドキドキしてくる始し末まつだ。

「父さん。困ったもんだよね。男って生き物は……」

　南の島の父親に向かって、マコトは小こ声ごえで呟つぶやいた。





第二話　完　　　
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　ピヨピヨピヨ。

　いつものように聞こえてくる小鳥のさえずり。マコトの家は郊外で周りに林や小川もあるから小鳥だって元気よく騒そう音おん公害してる。

　ベッドの脇にある時計にチラって目を向ける。朝の八時半。休みの日のお目覚め時間としちゃ早い。

「なんだ、まだこんな時間か。寝なおそ」

　がばって蒲ふ団とんをかぶって横になるけど、なかなか眠りの世界に足を突っ込むことが出来ない。

　昨日、いろいろあった疲れもあってかどっぷり深く眠りの世界につかった。眠れないのはきっとそのせいだろう。

「ごろごろしてても仕方ない。起きるか」

　マコトはのっそりとベッドから這はい出した。

　カーテンを開ける。眩まぶしいくらいの朝日が差し込んでくる。

「う～～～ん」

　マコトは思い切り伸びをした。

「たまには早はや寝ね早はや起おきってのもいいかもしんないな」

　そう独りごちてから、押おし入いれへと目を向ける。

　押入れは閉まってた。なんか文もん句くあんのとでも言いたげにそこにある。

　そんな押入れを見てると、一昨日おとといからの出来事がぽっこりぽっこりと浮かび上がって来る。

　上かみ加か峠とうげで涼すず葉はと出会ったこと。一緒に警察に行ったこと。朝起きたら隣に眠ってたこと。喫茶店にて花はな滝たきセンパイにタイムスリップの話を聞いたこと。藤ふじ嵐あらし城じよう跡あとで涼葉が泣き崩れたこと。自販機前で忍にん者じやに襲おそわれたこと。それを涼葉が助けてくれたこと。センパイがアフロだったこと。すっごくイケてなかったこと。

「もしかして……全部夢ゆめだったのかも」

　そんな意味のない希望を、マコトは口にしてみた。

「みんなみんな僕の夢で、この押入れを開けたらいつも通りの中身が入ってるかも」

　マコトはそっと押入れに手を伸ばした。ゆっくりゆっくりと押入れを開ける。

　押入れは、空からっぽだった。涼葉の姿もないけれど、いつも通りの中身もない。昨日きのう全部引っ張り出してしまったのだから。

　マコトはゆっくりと振り向くと、部屋の片かた隅すみを見やった。引っ張り出した押入れの中身がしっかりと山になってた。

「やっぱ、夢じゃなかったんだな」

　マコトはため息いき一つ吐き出すと、ひきずるような足取りで部屋を出た。

　階段を下り切った時、マコトは気がついた。いつもとは違うさわやかな空気に。

「何だ何だ？」

　見ると、廊下がピカピカに光ってた。窓ガラスも光ってた。タタミだって清せい潔けつって感じにツヤを出してた。

　縁えん側がわから見える庭先の物干しには、たまってた洗せん濯たく物が洗われ風にゆらゆら揺られてる。

　きわめつけは居間のテーブルの上だ。白いご飯にみそ汁が湯ゆ気げをたてている。香こうばしい香りをたてる焼魚だってある。

　マコトは思わず目め眩まいを覚えた。感動がくらくらって来たのだ。

「あ、マコト様。おはようでござる」

　音もなく涼葉がやって来る。

「朝食の支し度たくが出来たゆえ起こしに行こうとしてたとこでござる」

「これ、みんな涼葉がやったのか？　掃除も、洗濯も、料理も」

　涼すず葉はは恥ずかしげにこっくり頷うなずいた。

「お世話になるせめてものお礼でござる。ただ、この涼葉。あまり料理は得意でないでござるが」

「そんなの関係ないって。十分だよ。うんうん」

　マコトは何度も何度も首を振った。

「早さつ速そく食べるとするか。涼葉は？」

「もう軽くすましたでござる」

「そっか。じゃ、ありがたくいただくよ」

　マコトは座ざ蒲ぶ団とんに腰を下ろした。隣のキッチンにテーブルと椅い子すがあり、普段はもっぱらそっちを利用してたけど、和食とくればこっちの方が気分が出る。

「いっただっきま～～す」

　素そ朴ぼくながら、朝食はおいしかった。久しぶりに味わう米やみその味に、マコトはひたすら感かん涙るいした。

「うん、おいしいおいしい」

　米をしっかりと嚙かみ締め飲み込んでから、マコトはん「？」と眉み間けんにシワを寄せた。

「ちょっと待てよ…………」

　掃除に洗せん濯たくに料理。これら三つの偉い業ぎようを涼葉は為なし遂とげた。ということは…………。

「よく使い方分わかったな」

　マコトは感心したように息を吐き出した。

「昨日きのう教えたのは電気のスイッチと水道の蛇じや口ぐちとトイレの使い方だけなのに。いや、たいしたもんだ」

「何がでござるか？」

　涼葉は「？？？」と小こ首くびを傾かしげる。

「だから、掃除機とか洗濯機とか炊すい飯はん器とかガスコンロとかの使い方だよ」

「そ～じき？　せんたっき？　すいはんき？　がすこんろ？　何でござるか？　それは」

「掃除機は掃除をするための機械。洗濯機は洗濯をするための機械。炊飯器はご飯を炊たくための機械。ガスコンロはお湯を沸かしたり汁ものを作るための………って、使ったんだろ？」

「そんなのは使ってないでござるよ」

　涼葉はしっかりと首を横に振った。

「それじゃどうやって掃除や洗濯や料理を」

「あそこにホウキがあったでござる。それから雑ぞう巾きんも。掃除はそれでやったでござる」

「洗濯は？」

「風ふ呂ろ場にて湯ゆ船ぶねに水を張り行ったでござる。簡単に水が出てくるとは便利な世の中になったものでござるな」

「料理は？　ご飯はんはどこで炊たいたんだよ。みそ汁は？　焼魚は？」

「鍋なべや釜かまはあったので、外で火をたいたでござる」

　マコトは立ち上がると縁えん側がわへと向かい顔を突き出した。なるほど、キャンブ場で見かけるような火の跡がある。

「近くの山に入れば簡単に薪まきが手に入ったでござる」

「今いま時どき薪で炊いたご飯なんてないからな。考えようによっては貴き重ちようかもしれんな」

　マコトは戻ってくると座り込み、残ってたご飯を頰ほお張ばった。

「結局、唯ゆい一いつ覚えたのは冷蔵庫だけってことか」

「れーぞーこ？　何でござるか？」

「何でござるかって。ほら、台所のオレンジの箱だよ。この魚そっから出したんだろ………………待てよ」

　マコトは気がついた。我が家の冷蔵庫に魚なんて高級なもんは入ってなかったって事実にだ。

　ものすごく尋たずねるのが恐かったけど、マコトは勇気を出して尋ねた。

「なあ、この魚は……どうやって手に入れたんだい？」

「川で捕ったでござる」

　想像ドンピシャの答えに、マコトは言葉を返す気力もなくなった。

「マコト様、山で薪を集めていた時にイノシシの足あし跡あとを見つけたでござる。今晩は豪ごう勢せいにイノシシ料理でも」

「！！！！」

　マコトは、残ってた料理を一気にかき込むとダンってテーブル叩たたいて立ち上がった。

「涼すず葉は。現代には現代の生き方ってのがあるんだ。君も現代に生きなくちゃならなくなった今、文明人の生き方を学ばなくてはならないのだ」

　なんか忍にん者じやの頭とう目もくみたいな口くち振ぶりでマコトは言った。

「これより、家電製品の使い方を伝でん授じゆする」

「は！」

　涼葉はぴしっと座り直すと、忍者っぽく歯切れいい返事を飛ばした。

「まずは掃除機からだ。ちょっと待ってるよ～に」

　大おお急いそぎで物置きに向かい、マコトはそこで眠ってる掃除機を叩き起こして来た。

「いいか、まずはこのプラグとゆ～～ものをこうやってコンセントというものに差し込んでだな。あっちこっちに壁についてるから。それからスイッチ。つまりこのボタン……つまりこの出っ張りを押すとだ」

　掃除機がブイィィィィィィィィンって唸うなり声を上げた。

「そんな身み構がまえなくてもいいから。別に爆発したりする訳じゃないんだから。この使い道はだな」

　マコトは辺りをきょろきょろ見渡し、カレンダーに目をつけた。適当な大きさを破り取るとさらにそれを細かく引き裂さく。そしてそれを畳たたみの上にばらまく。

「こうやってゴミの上を動かすとだ。あら不ふ思し議ぎ、ゴミが吸い込まれてキレイになるんだ」

「お～～～すごいでござる」

　涼すず葉はが感かん激げきの声を上げた。ぱちぱちと拍手すらする。

「一体このからくりはどんな仕組みになってるでござるか？」

「それは……………」

　口ごもりまくった。いくら現代人っていったってそんなことは知らない。ファンが回ってゴミを吸い込むってことしか想そう像ぞう出来ない。細かい説明しろって言われたって無理ってもんだ。

「深く考えてはいけない。それも文明人として生きるためには大切なことだ。ボタンを押すと動く。それで納なつ得とくすることが大事だ」

「深く考えてはいけない。ぼたんを押すと動く。分かったでござる。にしてもすごいでござるな」

　しきりに掃除機に感動する涼葉を見つめながら、マコトはふと思った。

　昨日、僕を襲おそった忍にん者じや連れん中ちゆうも、さぞや混乱してんだろうな。文明って奴やつに。

　どこにいるか分かんないけど、なんとなく外を見つめ呟つぶやいた。

「そろそろ気がついたんだろうか？　自分達が時を超えたってことに」




　　　　　２




　ひまわり市の街外はずれ、山の中にボロっとたたずむ廃はい工場。近寄りがたい陰気なオ～～ラが渦うず巻まいてる。

　夏の特とく番ばんとかで心しん霊れいスポットとして撮さつ影えいされるのは大たい抵ていこんなとこだ。地じ縛ばく霊れいの二、三匹いたって、ちっとも不ふ思し議ぎじゃない。むしろいない方がおかしい。

　そんな薄うす暗ぐらい廃工場に、彼らは集まっていた。その数、うじゃうじゃ。

　どす黒い朱しゆの忍しのび装しよう束ぞくに身を包んだ集団だ。いくら温かい目で見たってカタギの方々とは思えない。いわゆる忍にん者じやの皆様だ。

　それぞれ好き勝手にざわめいていた忍者達だが、一人が鋭く囁ささやいた。

「虎牙ベンガル様だ！」

　一段高いところにゆっくりと歩み出て来た男の登場に、忍者達は一いつ斉せいに押し黙った。

　ヒゲ面づらの屈くつ強きような男だった。髪の毛とヒゲの分ぶん断だん線がどこだか分かんないくらいに生おい茂ってる。

　顔だって普通じゃないくらいにいかつい。ぎょろりとした目に大きな鼻。ぶっとい眉まゆ毛げ。

　スイカを丸かじり出来そうなくらい巨大な口からは、二本のキバがにょっきり上に向かって伸びてる。

　それぐらいで我が慢まんしとけばいいのに、とどめの一発とばかしに巨大な傷跡がしっかり顔にナナメ走りしてた。やりすぎ大だい魔ま王おうだ。

「諸君！」

　顔に似に合あう太くてビブラートかかってる声を、その忍にん者じや、血ち桜ざくら虎牙ベンガルは張り上げた。

「神かみかくし峠とうげにて藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんを追いつめた次の瞬間、我々はこの見知らぬ世界へと来ていた。奇き妙みようなからくりが動き回り、奇妙な服装の人々が往おう来らいしている世界。諸君らの中には未いまだ困こん惑わくしている者も多いかと思う。この血桜忍にん群ぐん副頭とう目もく、血桜虎牙。独自の調査により一つの結論を出した。皆、心を落ち着かせて聞いて欲しい」

　忍者達は静かに黙っていた。ただでさえ陰気な連れん中ちゆうが黙るんだからその陰気さは半はん端ぱじゃない。

　工場一いつ杯ぱいに陰気がつまってもう息も出来ないわって感じだ。

　だけどさすがはそんな彼らを束ねる忍者。虎牙は、顔色一つ変えず忍者達を見渡してから続けた。

「ここは、我らもよく知っている藤嵐の国だ。ただし、我らが知ってる世界のずっとずっと先のな」

　忍者達の顔にそろって「？」が浮かび上がる。ちっとも理解してない顔つきだ。

　虎牙は、大きく息を吸い込むと腹に力を込めて叫んだ。

「我々は、時を超えたのだ！」

　忍者達からどよめきが巻き起こった。そんな忍者達を片手で制してから、虎牙は言った。

「信じられない気持ちは分かる。だがこれは事実なのだ。どうして私がこんな突とつ拍びよう子しもないことを信じているか？　その理由を教えよう」

　虎牙は目を細め、語り出した。

「かつて私が、頭目の命令により藤嵐の国に密みつ偵ていに向かった時の話だ。その帰り道。神かくし峠を通りかかった私は、二人の男の子を連れた夫婦と出会った。一人の子は十五歳さい前後、もう一人の子は五歳といったところだった。これだけならば問題はないが、その夫婦が奇妙なことを言ったのだ。幼い子の方が兄だとな」

　軽く深しん呼吸し、虎牙は続ける。

「首を傾かしげる私に夫婦は教えてくれた。十年前、激しい雷かみなりの夜、この峠で子供が神かみ隠かくしにあった。そしてつい先日、この場所でその子供を見つけたと。十年前と寸すん分ぶん違たがわない姿で。大きな子は神隠しにあった子よりあとに産まれたからこちらが弟だと。もちろん最初はその夫婦の冗じよう談だん……もしくは頭がおかしいのではと思ったが、どうもそうではないらしい。顔かお形かたちはもちろんホクロの位置さえ同じだという。さらには着ている服も、持っていたオモチャも、名前の書かれた札ふだの入ったお守りさえそのままだと。色あせもしていない、全くあの時と同じだったと言うのだ」

　たまった唾つばをゴクリと飲み込み、瞬まばたきもせず続ける。

「夫婦はこう言った。この子があんまりにもかわいかったため、神様に連れてかれて天国に行っていたんだろう。天国ではきっと時が流れないのだろうと。私はちょっとした好こう奇き心しんを覚え幼い子供に尋たずねてみた。十年もの長い間どこで何をしてたんだい？　と。すると子供はきょとんとした顔で目をしばたかせた。つたない言葉で言うことには、どこにも行っていないと言うのだ」

　静まりかえる忍にん者じや達に問いかけるように、虎牙ベンガルは口を開いた。

「つまり、その子は時を超えたということだ。十年という時を。私も今の今まで半はん信しん半はん疑ぎであったが、今回のことで確信した。我らは時を超えたのだ。その子供と同じように。超えた時は…………十年よりももっと長い」

「虎牙様！　一体どれぐらいの時を超えたのでございますか！」

　忍者達から声が上がる。

　虎牙は押し殺したように言った。

「見覚えのある森や川を調べて見た。木々の生おい茂り方。石のすり減り具合。それらから計算することには、少なくとも五百年」

　忍者達から絶望にも似た声が上がった。

「一体誰だれが天下を？」

「天下取り。どうやらその言葉さえ時代遅おくれとなってしまっているようだ」

「虎牙様！　それでは修しゆ羅ら菊ぎく様は！」

「修羅菊様は……………おそらく時を超えられなかったのだ」

　両方の瞳から熱い涙がだぼだぼって流れる。それを嚙かみ締め、虎牙は言った。

「五百年もたっているのだ。生きておられる訳があるまい」

「修羅菊様……………」

　数百年もの時を超えてしまったという真実。そして、頭とう目もくの死。忍者達はこの二つの衝しよう撃げきにうちひしがれた。

「しかし、嘆なげき悲しんでいる場合ではない。我らにとって一番大切な事実。それは、あの憎き藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんも時を超えて来ているという事実だ」

　虎牙は拳こぶしを握り締め叫んだ。

「藤嵐の血を根ね絶だやしにするという悲ひ願がんを果たそうぞ諸君。その後のちに、我らの進むべき道が開けるのだ！」

「お～～～～」

　ってな具合に忍者達は盛り上がった。

「倖さいわいにし、血ち桜ざくら鯱しやち肌はだ丸まる様のご長男、修羅菊様の弟おとうと君ぎみ、わに太た朗ろう様は我らとともに時を超えていらしている。わに太朗様を頭かしらとし、我ら血桜忍にん群ぐん一いち丸がんとなり、藤嵐誠之進を血ち祭まつりに上げるのだ！」

「お～～～～～～！」

　忍にん者じや達がまた盛り上がった。虎牙ベンガルは滲にじみ出る涙を拭ぬぐってから、後ろを振り向いた。

「それでは、わに太た朗ろう様。皆に挨あい拶さつを………」

　わにが一匹、ちょこんとしてた。

　わにだ。どっからどう見てもわにわにだ。

「わに太朗様！」

　虎牙はわにの多分首くび根ねっ子こだと思われる部分を摑つかみ上げると、やれやれとばかしに言った。

「こんな大切な場にて、忍にんぐるみの術じゆつを使うのは止めてくだされ」

「だって……」

　わにの口がぱっくりと開く。そこから顔を出したのは、なんともまあ気弱そうな少年だった。

　とても忍者の頭とう目もくになんかなれる顔じゃない。学級委員長だって難しいところだ。いいとこ生き物係がかりでいっぱいいっぱいだ。

「さ、皆に挨拶を」

「虎牙。本当にやんなくちゃいけないの、と～～もく。ボクそんなのやりたくないよ。出来ないよ」

　なんともまあ情なさけない声で、少年、血ち桜ざくらわに太朗は言った。

「虎牙がやればいいじゃん。強いし声も大きいし顔も恐いし好き嫌いもないし。ボクいいよ。お掃除係でいいよ。ボク雑ぞう巾きんがけ好きだし」

「わに太朗様にやっていただきます！　何が何でもやっていただきます！　姉あね君ぎみであられる修しゆ羅ら菊ぎく様も言っておられたではないですか。わに太朗様がもう少し大きくなった暁あかつきには頭目の座は譲ゆずると」

「でも、ボク」

「ともかくご挨拶を。皆が待っております」

　うじうじしてもじもじする少年を虎牙はずいっと前に押し出した。

「ただ一言でいいのです。我について来い。この一言で」

　小こ声ごえでそう耳打ちされて、わに太朗は壇だんの上に立った。

　たくさんの忍者達が、わに太朗を見つめている。数え切れない瞳の数だ。

　わに太朗は、おずおずと言った。

「ボクに………………ついて来てくれる？　ついて来たくないって言うなら別について来なくてもいい……」

　後半なんか誰も聞いちゃいなかった。ついて来…辺りでもう忍者達の歓声が巻き起こってたのだから。

　わに太朗様！　わに太朗様！　って盛り上がってる。涙なみだ流してる奴やつだって少なくない。まるでどっかのいかがわしい教きよう祖そ様のような扱いだ。

「立りつ派ぱですぞ。わに太朗様。亡き鯱しやち肌はだ丸まる様も修羅菊様もきっと天国でお喜びになられていますぞ」

　虎牙ベンガルも感かん涙るいをだーだー流してた。

　わに太た朗ろうはため息いき一つ吐き出すと、多た分ぶん天国だろうって思う方向に目を向けて言った。

「お父ちゃん。お姉ちゃん。どうしてボクを残していっちゃったの？　ボク、と～～もくなんて無理だよ。出来ないよ」

　考えれば考えるほどに　なんかとっても心こころ細ぼそくなってくる。

　皆とは全く別の理由で、わに太朗もしくしくと泣いた。

「さ、わに太朗様。それでは今後の統とう括かつ形態においての具体的な取り決めを………」

　たっぷりと涙を流し手てつ甲こうをぐっしょりさせた後、虎牙が顔を上げる。

　もうそこに、わにわにの姿はなかった。

「わに太朗様？　どこに行かれましたか？　わに太朗様ぁ！」
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「んでもってこれがガスコンロこうやってひねると火がつくんだ」

　マコトはガスコンロをパチパチひねって見せた。これで家の中にある全すべての家電製品を説明したことになる。

「これで全部だな」

　見落としはないかと辺りを見渡してみた。忘れがちなアイロンやトースターもちゃんと説明した。間違いはないはずだ。

「おっと、家電製品じゃないけどあれも説明しておこう」

　マコトは廊下のすみっこで突っ立ってる赤い奴やつのとこまで行って説明を始めた。

「これ、消火器。これを引っこ抜いて、それでもってここをぎゅっと握るとぶわ～～～～って白い煙が出るんだ」

「なるほど、敵に襲おそわれた時に使うのでござるな」

「いや、そういう使われ方するのはドラマや映画の中だけで、一般的には火を消すってのがこいつの役目だ。分かったな」

「なるほど、よく分かったでござる」

　涼すず葉ははこっくりと深く頷うなずいた。

「よし、もう大丈夫だな。それじゃ決めようか」

「何をでござるか？」

「炊すい事じ洗せん濯たく掃除の役割分ぶん担たんだよ。あと共同生活を送るにあたってのルール、決まりだな」

「それなら心配いらないでござる。家事ならこの涼葉が毎日」

「それじゃ駄だ目めだよ。守ってもらう上に家事も全部やらせるなんて……そんなのダメダメ」

　プチ会議が開かれた。プチ会議はものの数分で終了した。




　共同生活のルール




・食事は一日交代で。

・洗せん濯たくは週に二回、やはり交代で。

・掃除は週末に共同で。（ただし風ふ呂ろの掃除は一日交代で毎日する）

・見たい番組が重なった時にはじゃんけんで。

・食料は非常時以い外がいは店で買うこと。

・困ったことがあったら相談し合おう。




「まぁ、とりあえずこんなもんかな」

　広告の後ろにそう書き付けて、マコトはうんうんと頷うなずいた。

　と、マコトのポケットからピーピーと何かが鳴き出した。

「マコト様。何を飼かっているのでござるか？」

「違うよ。生き物じゃなくて」

　マコトは苦く笑しようして携帯電話を引っ張り出した。

「さっき説明したろ。遠くの人と話が出来る機械のことは」

「でんわ………というものでござるな」

「そ～～そ～～。これはその電話をさらに小さくしたもので、世間では携帯電話、と呼んでいる。携帯だけでも可だ」

「け～～たい」

「全員とは言わないけど、大たい抵ていの人は持ってるっていう代しろ物ものなんだ。おっと、出なくちゃ。誰だろ？　なんだ福ふく本もとじゃないか」

　マコトはポチっと通話ボタンを押した。

「もしもし」

『春日かすがぁぁぁぁぁぁ』

　鼻はな水みずまみれの言葉が飛び込んでくる。

「どうしたんだ？　何かあったのか」

『聞いてくれよぉぉぉ。俺、捨てられたんだ』

「捨てられた？」

　マコトの頭に、昔々の悲しい思い出が浮かび上がった。一生懸けん命めいダンボールで作ったロボットを母親に捨てられてしまった思い出だ。

「ロボットか？」

　電話の向こうではまだわんわん泣きじゃくってた。もしマコトがガムを嚙かんでたら迷わずスピーカーに張り付けてたろう。

『今からお前まえん家ちに行くから、話を聞いてくれよ』

「何だって！」

　マコトはおおいに慌あわてた。今はまずい。なんたって涼すず葉はがいるのだ。そりゃあ、やむにやまれぬ事情で始まった共同生活だけど、傍はた目めから見れば何て言われるか分かんない。

　少なくとももう少し涼葉が現代社会に慣れるまではむやみに人に会わせない方がいいぞ。

　こう結けつ論ろん出したマコトは早口にまくしたてた。

「あ、福ふく本もと。悪いんだけど僕これから出かける用事があってさ」

『いいよ。お前ん家で待ってるから』

「それはマズイって言うか何て言うか……そうだ、ちょうど街に出るからそこで会おう。駅前の裏通りの喫茶店。あそこにしよ。あそこなら静かだしあんまり人もいないし。そ～～しよ。な…」

『分かった。じゃあそこで待ってる。早く来いよ』

　騒そう音おん公害は終了した。マコトはふ～って額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「あ、涼葉。僕さ、ちこっと出かけてくるよ」

「危険です。この涼葉も一緒に」

「そんないいって。すぐ帰ってくるから。ホントホント。変へん装そうもしてくし。帽ぼう子し深くかぶってサングラスかけてくから。だから心配ないって」

「しかし………」

「涼葉は家電製品の使い方のおさらいでもしておきなって」

　マコトはそう告げるとさっさと階段を駆け上がる。自室にて着替えをすますと下りてくる。

「ほら、顔かお分かんないだろ」

　確かに帽子深くかぶってサングラスかけてるマコトの姿はかなり印象を変えていた。別べつ人じんくんだ。

「それじゃ行って来る」

　マコトは軽く片手を上げるとさっさと玄関から飛び出して行った。

「マコト様」

　涼葉は心配そうにマコトの出ていった玄関を見つめた。

「そうだ、マコト様から言われていたおさらいをしなくてはいけないでござる」

　すぐ近くに掃除機があった。さっき使ったのを廊下に置いてたのだ。

　やれるもんならやってみな？　お嬢じようちゃんよ。

　なんて不敵な笑えみを浮かべてる掃除機に、涼葉はごくりと唾つばを飲み込む。

「負けないでござるよ」

　覚かく悟ごを決めると、涼葉は掃除機に勝負を挑いどんだ。
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「なるほどね。彼女に捨てられちゃったのか。そりゃまあ気の毒に」

　喫茶店にて、メロンソーダちゅーちゅーやりながらマコトは他ひ人と事ごとのように呟つぶやいた。まぁ実じつ際さい他人事なんだけど。

「でもまぁ、よかったじゃないか。一昨日おとといちらっと見ただけだけど、あんまし感じいい子じゃなかったし。バッグと靴とアクセサリーの出費だけで被害がすんで」

「うううううう」

　福ふく本もとはまだ泣いてた。喫茶店で男に泣かれるほど、気分の悪いことはないなってマコトは思った。

「何もあの子だけが女って訳じゃないんだからさ。元気出して次を探せばいいじゃん。きっと素す敵てきな女の子と出会えるさ」

「う～～彼女イナイ歴れき十六年と七カ月のお前に言われても説せつ得とく力りよく全然ない」

「…………僕ぼく帰る」

「待ってくれよ～～。話を聞いてくれよ～～」

　福本が足にすがりついて来た。

　喫茶店で男にすがりつかれるほど、気持ち悪いことはないってマコトは思った。

「うわ～～見て見て。あの二人」

「きっと別れ話なのよ」

　なんか、とんでもねーヒソヒソ話が周りでされてて、マコトは最高級のいやな顔をした。

「分かった分かったから」

　諦あきらめのため息を吐き出すと、マコトは椅い子すに座り直した。

「話したいことは全部話はなしてみな」

「別れを持ち出したのはチコリンの方からなんだ。俺は何も悪いことしてないのに、いきなりプンスカ怒り出してだな」

　福本の長い長い話が始まった。




　言いたいこと言ってすっきりしたのか、ケロってした顔で福本は喫茶店を出た。

「やっぱり失しつ恋れんの話をお前にして正解だったな」

　福本はしみじみと呟いた。

「これまでの人生において一度も彼女がいないお前に比べれば俺なんかまだマシだって再さい認にん識しきして元気になれたから」

「ほっといてくれよ」

「じゃな、残り少ないゴールデンウィーク、楽しく過ごせよ」

　憮ぶ然ぜんとするマコトに手を振って、福ふく本もとは去って行った。

「あ、お姉ちゃん。今ヒマ？　よかったらオレとお茶しない」

　早さつ速そくすれ違った大学生風ふうのお姉さんに声をかけてけんもほろろにあしらわれてる。

「ありゃ～～～一種の病気だね。何度泣なけば気がすむんだろ」

　マコトはそう呟つぶやいてから、はあってため息いき一つ吐き出した。

「さて、家に帰ろっと」

　駅前の自転車屋に寄って入院してた自転車と再会した。

　マコトは自転車にまたがると勢いよくペダルを漕こぎ出した。

　風が頰ほおを撫なでる感かん触しよくが心ここ地ちよい。春の暖かい日差しもなんだか気分をスッキリさせる。

　もううざったいサングラスや帽ぼう子しなんて取っちゃって前の籠かごに入れてある。これまでも忍にん者じやとなんか遭そう遇ぐうしなかったし、多た分ぶん帰り道も大丈夫だろう。

「彼女………か」

　自転車を漕ぎながら、何気なくマコトは呟いた。

「そんな悠ゆう長ちようなこと言ってる状況じゃないよな。タイムスリップして来たくノ一いちにまとわりつかれるし、へんてこな忍者集団に命は狙ねらわれるし」

　自分が陥ってるアンビリーバボローな状況に、思わず苦く笑しようするマコト。事故はその直後に起こった。

　突然横よこ道みちから飛び出して来たそいつとばったし出くわしたのだ。

　マコトが一瞬で確認することには、それはわにだった。

　何な故ぜ！　こんな街まち中なかにわに？

　何故！　わにが二本足で歩いてる？

　って至し極ごく当然の疑問を覚えたけど、それについて考え込んでる場合じゃない。このまままじゃ正面衝しよう突とつだ。

「うわっち！」

　慌あわててブレーキを握りハンドルを思い切りひねる。衝突は免まぬがれない角度だ。

　自転車の前ぜん輪りんが、しっかりとわにの体に突進する。

「ああああ！」

　さらに悲劇は続いた。バランスを失った自転車はそのまま道みち脇わきの電でん柱ちゆうへと突っ込んでいく。

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　意識が一瞬ぶっ飛んだ。ぶっ飛んだ意識が戻ってくると、自分は道路に投げ出されてた。あちこち痛いけど大きな怪け我がはないようだ。

「いつつつつつ」

　慌てて辺りを見渡すマコトの後ろから、その声はかけられた。

「大丈夫？　お兄ちゃん」

　マコトは振り返った。そこには一匹のわにがいた。

　だもんだからマコトは絹きぬを引き裂さくような悲鳴を響ひびかせた。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　わにの口がぱっくりと開いた。そこから顔を覗のぞかせるのは大人おとなしそうな少年だ。

「なんだ、ぬいぐるみか。…………それより君、大丈夫？　怪け我がしてない？」

「大丈夫だよ。怪我もないよ」

「でも、しっかり前ぜん輪りんが……君の体に」

「それは、ボクのざんぞ～だよ」

「？？？」

　少年が何を言ってんのかマコトには理り解かい出来なかった。だけど一つだけ言える。傷しよう害がい事件にはならなかったってことだ。

「ごめんな。びっくりさせちゃって」

　マコトは少年にぺっこり頭を下げた。その時だ。

　く～～～～～。

　かわいらしい音が、お子様のお腹なかの辺りから聞こえて来た。

「お腹………空すいてるのか？」

「うん」

　少年は何のためらいもなくこっくり頷うなずいた。

「そっか………」

　頭の中でサイフとごにょごにょ秘密会議してから、マコトは口を開いた。

「何かご馳ち走そうするよ。恐い思いさせちゃったお詫わびに」
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　駅前のナクドマルド。マコトは少年を連れてそこへやって来た。

　マコトの財さい布ふがＯＫサインを出すとこって言ったらこんなとこぐらいだ。

「さ、好きなもん注文しな」

「…………」

　少年はじっと写真を見つめてから、ちょんと指を置いた。

「てりやきお月様バーガーか。セットにする？」

「せっと？」

「ま、いっか。残ったら僕が食べるし。じゃあ、ダブダッグバーガーセットと、てりやきお月様バーガーのセット。飲のみ物ものはメロンソーダと、何にする？」

「え？」

「何が飲みたい？」

「う～～～んと……………玄げん米まい茶」

「う～ん玄米茶はちょっとないな。メロンソーダにしとくか」

「……うん」

「じゃメロンソーダ二つでお願いします」

　お金を払いしばし待つとトレイに載っかってセットメニューがやってくる。

「ど～～も」

　マコトはトレイを持つと奥のテーブルへと進んだ。そこに腰を下ろす。

「さ、食べな」

　少年は黙ってじっと目の前のハンバーガーとフライドポテトを眺ながめてた。宇宙から落っこちて来た未み確かく認にん物体を目の前にしたような顔つきだ。

「どうした？」

　不ふ思し議ぎそうに尋たずねるマコトに、少年は逆にこう聞き返した。

「これ………何？　どうやって食べるの？」

「何って………ハンバーガーとフライドポテトだよ。知ってるっしょ？」

　ぷるぷると少年は首を横に振った。

「こんなの初めて見た」

「え？　だって、ナクドマルドだよ。そこらじゅうにある。来たことないの？」

「うん、初めて来たの」

「……………」

　マコトはしばし考え込んでから、一つの結論を出した。

「そっか、分かったぞ。君はどっか遠いとこから来たんだな。ナクドマルドもないような田舎いなかから」

「よく分かんないけど、前にいたとこはこんなのなかったよ」

「やっぱりそうか。よし、じゃ教えてやろう。こうやって食べるんだ」

　マコトはハンバーガーを囓かじり、フライドポテトを頰ほお張ばり、ストローでちゅーちゅーメロンソーダを吸って見せた。

「分かった？」

「うん、こうだね」

　少年は同じようにハンバーガーを囓りフライドポテトを頰張り、ストローでちゅーちゅーメロンソーダを吸った。

「うわぁ、この緑色した水、口の中でぶくぶくいって面白い。何これ何これ」

「メロンソーダ。まさかと思うけど、炭たん酸さんも初めてとか？」

「たんさん？　このしゅわしゅわする甘い水のこと？　うん、初めてだよ」

　炭酸飲料も飲ませてもらえずに育てられたなんて、なんて可哀かわい想そうな少年なんだ。

　マコトは一方的に思い込み、目め頭がしらを熱くした。

「家に帰ったらお父さんとお母さんに言いな。飲み過ぎはよくないけど、少しくらい飲んだって大丈夫だって」

「でも………お父さんもお母さんもいないし」

「何ですと？」

「お母さんはボクが生まれてすぐに死んじゃったの。お父さんもこの前死んじゃった。お姉ちゃんも………」

　マコトは後頭部を思い切りハンマーで殴なぐりつけられる感かん触しよくを覚えた。

　そっか、この子は家族を失い一人ぼっちになって、それでこの街にいる親しん戚せきかなんかの家にやって来たんだ。そうに違いない。そんなつらい現実を忘れるためにわにの格かつ好こうなんかしてたんだ！

　頭の中ではもう朝の連続ドラマ小説が出来上がってた。ちなみにタイトルは『おわに』だ。

「がんばるんだぞ。神様は見てるからな。道を間違っちゃ駄だ目めだぞ」

「お兄ちゃん。泣いてるの？」

「泣いてなんかないぞ。泣いてなんか。ちょっと目が熱くて汗をかいただけさ。男ってのは目に汗をかく生き物なんだ」

　マコトは目頭を押さえ一ひと昔むかし前の青春ドラマの台詞せりふを口にした。

「お兄ちゃんちょっとトイレに行って来るから、しっかり食べてるんだぞ。足りなかったらお兄ちゃんの分も食べていいからな」

　それだけ言い残すと、逃げるようにマコトはトイレに向かった。

　流れ出す涙を見られないよう。実はけっこう涙もろい性格なのだ。




「行っちゃった」

　一人取り残された少年は、訳わけ分かんないって顔つきでそう呟つぶやいた。

「でもおいしいな。このしゅわしゅわ緑の水」

　メロンソーダをちゅーちゅー吸う少年の正体が何なのか、わざわざ説明しなくてもお分かりだろう。

　時を超えた忍にん者じや集団、血ち桜ざくら忍にん群ぐんの頭とう目もく、血桜わに太た朗ろう。その人なのだ。

　だけど言うまでもなく本人にそんな自覚はなかった。今はこの珍しい食べ物を口に運ぶだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　わに太朗がハンバーガーを両手で握り締め口に運ぼうとした時だった。小さな背中がどげんと強く押された。

「ああ!!」

　その弾はずみで、わに太朗の手からハンバーガーが転げ落ちた。ハンバーガーはポテンと床に落っこちる。

　言っちゃなんだがこんなお子様でもわに太た朗ろうってば昔の人だ。食べ物が床に落っこちたくらいで動じる性格じゃない。

　迷わず拾って食べようとするけど、わに太朗の目の前でハンバーガーはぐちょっと踏みつけられた。

「あ、悪いな。踏んじまった」

　見るから～～に意い地じ悪わるが好きそうな高校生達が、わに太朗を見下ろしてにやにや笑ってた。

「でもまあ心配すんな。俺の靴はキレイだからよ。拾えば食えるぜ」

　しっかりぐりぐりしてから、高校生らは笑いながら別のテーブルへと行ってしまった。

　完かん膚ぷなきまでに踏み潰つぶされたハンバーガー。もはや正しよう真しん正しよう銘めいのエンガチョになってしまってる。

「ボクの………はんば～～が～～」

　わに太朗はぽそっと呟つぶやいた。大きな瞳から涙がこぼれ落ちる。

「ボクの……はんば～～が～～」

　顔をくしゃくしゃにしてしゃっくりを二、三度上げてから、わに太朗はひどいことした連れん中ちゆうを睨にらみ付けた。

「よくも………ボクのはんば～～が～～を」

　いつの間にかわに太朗の手に握られた苦く無ないが、鈍い光を放った。

「いや～～ごめんごめん。トイレが混んでて混んでて…………」

　長い長いトイレの旅から戻って来たマコトは、テーブルの上に出来た山に目を向けた。

　ハンバーガーとフライドポテトとチキンナゲットと各種ジュースやらシェイクやらラッピーセットのおまけの玩具おもちやとかで出来た山だ。

「………ど～～したの……これ？」

　ハンバーガーをばくばく食べる少年に尋たずねると、少年はパンクズ飛ばしながら答えた。

「知らないお兄ちゃん達がくれたの。あの人達だよ」

　少年は窓の外を指差した。

　向こうの道を、どう見ても全速力で逃げているとしか思えない集団がいた。おそらく高校生だと思われる。おそらくってのは、制服がずたずたに引き裂かれててよく分かんないからだ。

　それに、なんか店内に客は誰もいなくなってるし。

「僕がトイレに行ってる間に一体何なにがあったんだ？」

　深刻な顔でそう呟いてみるけど、謎なぞは解けそうもなかった。

「お兄ちゃんも食べなよ。こんなにたくさんあるんだから」

「え、ああ」

　マコトは浮かない顔をしながら椅い子すに座った。目の前で少年がぱくぱく頰ほお張ばってる。

　ま、こんな少年が平然としてるんだ。たいしたことはなかったんだろうな。

　そう思い、マコトは自分の食べかけのハンバーガーを発掘して食べ始めた。

「おいしいね」

「ああ、親切な人っているんだな」
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　ナクドマルド前にて、少年と別れた。少年は、食べ切れなかった山の残りを袋ふくろ一いつ杯ぱいにつめてほくほく顔で言っていた。

『これ、帰ってみんなに分けてあげるんだ』

　この言葉が、またマコトの涙るい腺せんにちょっとビビンと来たり来なかったりしたけど、まぁそんなことはいいだろう。

　マコトも自転車のカゴ一杯に山の残りを載っけて、家いえ路じへと着いていた。

「しかしまあ、純粋そうな男の子だったな。現代社会の毒どくに汚けがされてないって言うかなんて言うか。あ～～ゆ～～子を見ると、日本の将来もまだまだ捨てたもんじゃないって思うんだよな」

　なんてこと呟つぶやきながら、マコトはペダルを漕こいだ。

「現代社会の毒に汚されてないって言えば、涼すず葉はもそうか。なんてったって五百年前からタイムスリップして来たばっかなんだから」

　思い切り都会色に染まられても、なんかちょっと寂しい気がする。だけどこのままでいられてもそれはそれで非常に困る。

「せめて現代社会の一般常識くらいは覚えてもらわないとな。とりあえず今日一日で家電製品の使い方は覚えたろうから、次は………買い物の仕方かな」

　なんてこと考えてるうちに自転車は自宅へと到着する。

　空からっぽになってる駐車場に堂々と自転車を止めると、カゴに入ってるビニール袋をよいしょっと持ち上げる。

「涼葉もこんなの食べるの初めてに違いないから、きっと喜ぶぞ」

　にこにこしながら、マコトは玄関のドアを開けた。

「ただい………」

　ま………は出なかった。マコトの手に握られてたビニール袋がどしゃって音をたてて落っこちた。

「な…………何があったんだ」

　家の中はすごいことになってた。なんて言うか、すごかった。廊下は水びたしだしなんか泡ぶくぶく浮いてるし、台所の方からはなんか白い煙が噴ふいてるし。プチバイオハザードだ。

「マ、マコト様ぁ」

　しゅたっと目の前に涼葉がやって来た。白い粉かぶって真っ白くなってる。

「せんたくきの水が止まらずこうなったらとじゃぐちに詰めものをしたら破は裂れつし水がだばだば。さらにがすれんじの火を消そうと、しょうかきというのを使ったら白い煙がもくもくと。それで……」

　マコトは言葉も忘れてただただ呆ぼう然ぜんとした。

「すみませぬ。マコト様」

　はいつくばって謝る涼すず葉はに、マコトは苦く笑しようしながら言った。

「ま、気き長ながにいこっか。現代社会」




　一方その頃　血ち桜ざくら忍にん群ぐんのアジト。




「すごいでしょ。街で手に入れて来たんだよ。食べて食べて」

　ハンバーガーやらフライドポテトやらを手に首を傾かしげてる忍にん者じや達に、わに太た朗ろうは笑いながら言った。

「大丈夫だって。食べ物なんだからさ」

　忍者達は顔を見合わせてから、一いつ斉せいにかぶりついた。

　しばしの間。

「うんめ～～～～～～～～～～～～～～～」

　忍にん者じや達も舌したづつみをぽんぽこ打った。

「わに太た朗ろう様？　これは？」

　虎牙ベンガルを初めとする忍者数人が、ジュースのカップを手に尋たずねてくる。

「あ、虎牙達の持ってるのはたんさんって飲み物なんだって。おいしいよ」

「たんさん……でございますか」

「そのすとろーってのを突き刺して飲むんだよ。つつって吸うの」

　虎牙はいかつい顔をしかめてから、恐る恐るストローに口をつけた。忍者達もそれに続く。

　緑の液体がストロー内部を上昇しそれぞれの口の中へと進む。

　ばしゃっと、虎牙と忍者達は人間噴ふん霧む機きになった。

「わ、わに太朗様。この飲物の中には針が入っておりまする」

　大おお騒さわぎする忍者達を見つめながら、わに太朗は不ふ思し議ぎそうに呟つぶやいた。

「おかしいの。しゅわしゅわしておいしいのにな」

「わに太朗様、これは一体」

「あ、それはおまけでくれたんだ。面白いんだよ。ここを引っ張るとてこてこ歩くんだ。目もピカピカするんだよ」

「お～～～～！　なんと不思議なからくりなんだ」

「この目が光るのは一体どんな仕組みなんだ？」

「さすが数百年もの未来、こんなものまで作ってしまうとは」

　電気ネズミの人形に、忍者達は感かん嘆たんの息を漏らした。

「こっちはもっとすごいんだよ。このでっぱりを押すとね……喋しやべるんだよ」

　わに太朗がポチっとボタンを押すと。

『ソーザンス！』

「おおおおおおおおおおお！」

「さらにこっちはね……」

　こうして、文明社会の忍者レトロ達の夜はふけていくのであった。





第三話　完　　　
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　五月の頭あたま。子供の日。ゴールデンウィークの最終日だ。

　子供達が、どっか連れてってと親を揺さぶり、親は最後くらい休ませてくれと寝ね転ころがる。そして殴なぐり合いが始まる。そんな親子の愛の劇場の日だ。

　そんなのどかな日の昼ちょい過ぎたくらいの時、マコトはひまわり市の総合デパートに涼すず葉はを連れて来ていた。

　七階建てのなかなか大きなデパートだ。老舗しにせだけど去年改かい装そう工事したばかりだから中はけっこうピカピカだったりする。

　三階の女性服売うり場ばにて、マコトはあれこれと物ぶつ色しよくしてた。

「あの、マコト様」

　後ろを歩いてた涼葉が口を開く。

「本当にいいでござるよ。拙せつ者しやはこの時代の服なんかなくても」

「そういう訳にもいかないっしょ」

　振り返り、マコトは言った。

「今は母さんが置いてった服着てるけど、そんなにある訳じゃないし。花はな滝たきセンパイが知り合いの女の子回っていらない服もらって来てくれるとは言ってたけど、どう見ても女の子の知り合いいそうもないからあてになんないし。ちゃんとしたの一着くらいはないと」

「しかし、お金が。昨日も拙者が壊こわしてしまったすいどうとゆ～ものの修理に」

「いいって。気にするなって。少しは貯金あるんだからさ。本当に少しだけど」

　マコトはふっと遠い目して呟つぶやいた。

「それに、ここのデパートのポイントカードが見つかったんだ。母さんがためてた奴やつ。買い物する度たびにスタンプ押してくれるあれね。けっこうたまってたから下へ手たしたら服の一着分くらいにはなるんだよ」

「？？？？」

　涼葉は訳がちょっと分かりませんって顔つきで小こ首くびを傾かしげた。まぁ、戦国時代のくノ一いちに、ポイントカードだのスタンプだの言ったって分かる訳ないのだ。

「とにかく、そんなに気にしなくてもいいってことだ。だから気に入った服を選びな。値ね段だん見て僕がダメとか言うからさ」

「分かったでござる」

　涼すず葉ははこっくり頷うなずくと、周りの女性服にと目を向ける。

「やれやれ」

　マコトは肩をすくめると息を吐き出した。

　服が手に入れば、少なくとも見かけだけは現代人にすることが出来るだろう。

　さすがに忍にん者じや服ふく着てる女の子が家にいたら、周りになんて言われるか分かったもんじゃない。

　いや、忍者服じゃなくても一人暮らしのマコトの家に女の子がいたら何なに言われるか分かったもんじゃないけど。

　マコトは、自分の家が郊外にあってご近所にあんまし家がないことを心の底から感謝した。

「さてと」

　ひとしきり感謝してから、マコトは辺りに目を向けた。ずらりと並んでる女性服の皆様。そんな中から涼葉に似に合あいそうなものを選んでみる。

「わりと体にピタっとした服の方が動きやすくていいのかもしんないな。忍者服もそうだったし」

　ぶつくさ呟つぶやきながら服を見てるマコトの後ろ姿に、声がかけられる。

「マコト様、マコト様」

「ん？　何か気に入ったものでもあったか？」

　肩越しに振り返るマコトに、涼葉はあるものを摘つまみ上げ尋たずねた。

「マコト様。これは一いつ体たい何でござるか」

「それは………」

　ブラブラ揺れてるそいつに、マコトは言葉を濁にごした。

　よく考えれば、今後この現代社会において生活をしていくにはこ～～ゆ～～ものも必要になってくる。ここらで教えておかなきゃまずいだろ。

　最初に抱きつかれた時の感かん触しよくから考えると、必要ないってことはないはずだ。

「それはだな………」

　だけどなんだかとっても恥ずかしい。別に恥ずかしがらなくてもいいんだけど、とにかく恥ずかしい。

「だから、何て言うか。今いま涼葉がどうやってるか知らないけど。布とか巻いてるのかもしんないけど」

　どんどこ訳わけ分かんない方向へと矢印が向いてしまって大変だ。

「あ～～、そんなに恥ずかしがることじゃないのに恥ずかしくてたまらない自分がなんかちょっと情なさけないぞぉ！」

　一人で近くの壁にごんごん頭をぶつけてるマコトに、神様が微笑ほほえんだ。（おそらく）

「お客様。何かお探しですか？」

　やって来た店員のお姉さんに、マコトはすがるように言った。

「すみません。この娘に似に合あう服を見つくろってもらえませんか？　あと下着も適当に。それから……」

　つけくわえるようにして続ける。

「実はこの娘、ずっと南の島で暮らしてて帰って来たばっかりなので、下着とかよく知らないんで、使い方とかも教えてやってください」

「分かりました」

　とてつもなくいかがわしい話だけど、人のよさそうな店員さんはこっくり頷うなずいた。

「じゃ、涼すず葉は。この店員さんに頼んだから、いろいろと教えてもらいな」

「マコト様は……一緒じゃないのでござるか？」

「うん、女の人に任せた方がいいし」

「そうでござるか」

　少しだけ不安気な顔の涼葉に、マコトはにかっと笑った。

「あっちのソファー、あの長い椅い子すね、あそこで待ってるからさ。この時代の女の子の服っての着せてもらってきなよ」

「分かったでござる。よろしくお願いするでござる」

　涼葉は、店員のお姉さんに深々と頭を下げた。

「………何だか不ふ思し議ぎな島だったみたいね」

　涼葉のござる言葉に、ちこっと苦く笑しようした店員さんだけど、すぐにいつもの営業スマイルに戻る。

「それじゃ、お嬢じようさん。まずは……サイズを教えてもらえるかしら？」

「さいず？」

　涼葉はキョトンとして言った。

「それは、豆の仲間でござるか？」

「大だい豆ずじゃないんだから」

　横で聞いてたマコトはちょっと苦笑し呟つぶやいた。

「えっとね、サイズってのは体の……いいわ。計るところから始めるから」

　諦あきらめたように息を吐き出してから、店員さんは微笑ほほえんだ。

「さ、行きましょ」




　試着室へ連れてかれる涼葉を見送ってから、マコトはやれやれと首をコキコキ鳴らした。

「さってと」

　涼葉に告げたように、少し離れたとこのソファーに腰を下ろす。

「ふ～～」

　白い壁によっかかって、大きく深しん呼吸する。

「まあ、これで服が手に入るからな。これからはそれを着せて外に出れば少なくともへんな目で見られることはないだろ。忍にん者じやプレイが好きなんだって誤ご解かいされることもないだろうし。いくら何でも忍者服ふくで出歩いてたらおかしさてんこ盛もりだもんな」

　と、マコトは思い出した。涼すず葉はと同じように現代にやって来ちゃった忍者達、血ち桜ざくら忍にん群ぐんのことだ。

　自分達が時を超えちゃったんだってことはさすがにもう気がついてるだろう。

　きっとこの時代のことを知ろうとするはずだ。

「あの忍者達も、文明社会の勉強に街に出てきたりするのかな？」
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　同時刻、同デパートの入り口に、彼らは立っていた。

　大人おとなが十名、子供が一人って集団だ。集団はただポカンと口を開けて目の前のデパートを見上げてた。まるで初めてこんなもんを目にしたって顔つきだ。

「虎牙ベンガル様。これは一体誰だれの城でございますか？」

「誰の城でもない。ここはでぱ～とという場所らしい」

「でぱ～～と？」

「そうだ。この建物の中に様々な店が入っているのだ。いわばこの建物が一つの巨大な市場なのだ」

「なるほど、昔は横に広がっていた市場が、この時代では縦たてに延びている。そういうことでございますな」

「そういうことだ」

　虎牙は深く頷うなずいた。

「何でもいいから早く行こ～～よ」

　集団に紛まぎれてる一人の子供、血桜忍群の頭とう目もく、血桜わに太た朗ろうがぴよこぴよこ跳ねる。

「お待ちください。どんな危険が待っているやもしれませぬ。わに太朗様は我らが囲いの中に」

　飛び出そうとしたわに太朗だけど、首んとこ摑つかまれて集団の中に引き戻された。

「今回はこの時代に慣れるということで、くじ引きで当たりを引いたお前達を連れて来た。いいか、目立つことは絶対にするな。忍しのびであることを隠かくしごくごく普通のこの時代の人間のフリをするのだ。目立たず溶け込むのだ」

「それは分かっておりますが……」

　一人の忍者がそう言ってから、おずおずと呟つぶやいた。

「何な故ぜかすでに目立っているようでございまする」

　虎牙は辺りを見渡した。確かに言われた通り、これでもかってくらい視線が注そそがれている。

「おかしい」

　虎牙ベンガルは唸うなった。

「我々の服装は紛まぎれもなく現代のものだというのに」

「はい。干されている洗せん濯たく物を奪ったゆえ、間違いないはずかと」

「おかしい」

　虎牙はまた唸うなった。

「何な故ぜ我々はこうも目立っているのだ？」

　やっぱり目立ってるようだ。

「ぬわぜなのだぁ！」




「ね～～ママ見て見て。あの人達、男の人なのにスカートとか穿はいてるよ」

「し、ジロジロ見ないの。実み夏か。世の中にはいろんな人がいるんだから」

　少女の手を引っ張って、母親はデパートの中に入っていった。
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「マコト様。マコト様」

　どこか遠くから、そんな声が聞こえた。

「ん？」

　ゆっくりと、お眠りの世界から現実世界へと引っ越してくる。

「いけね、ついウトウトしちまったよ～だ」

　目をごしごしこすってから、マコトは苦く笑しようしながら声のした方向へ顔を向けた。

「どうだ？　いい服見みつくろってもら……」

　そこで、マコトの言葉は止まった。すぐ目の前に立ってた涼すず葉はの姿に、純粋に驚いてしまったのだ。

　動きやすい薄うす緑みどり色のワンピースを着た涼葉の姿は…………なかなかのもんですたい。

　マコトは思わず、ごくって唾つばを飲み込んだ。

「どう………でござるか？」

　涼葉は少し恥ずかし気げにうつむいて見せた。

「その、なかなかいいんじゃないかな。うん、悪くないよ。うんうんうんうん」

　壊こわれたロボットのように、マコトは首を上下にコクンコクンさせた。

「全部でいくらぐらい？」

　その言葉を待ってましたとばかしに、店員のお姉さんが値段を口にした。

　マコトの予定してた値段の、軽く１・５倍はした。

「いかがですか？」

「…………これでいいです」

　無意識のうちに、マコトの口からそんな言葉が漏れていた。

「分かりました。それではこちらでお支払を」

　支払いをすませ、グンと軽くなった財さい布ふをポケットに突っ込む。

「帰るでござるか？　マコト様」

「いや、せっかくだから、少し見て回ろう。いろいろと勉強になるだろうから」

「そうでござるな」

　涼葉もこっくりと頷うなずき、マコトの隣を歩く。

「えっと、まずは………」

　なんてことを口にしながら歩くマコト。実のところけっこう緊きん張ちようしてたりするのだ。

　落ち着け。ちょっと現代の服を着ただけじゃないか。中身は時代遅おくれの忍にん者じや娘むすめなんだぞ。何をドキドキしてんだ僕は。

　だけど、チラっと横よこ目めで隣を見るとまたマコトの心臓は跳ね上がる。

　もしかして！　もしかして僕ってばときめいてる？

　その驚きよう愕がくの事実に、愕がく然ぜんとしたマコトはとりあえず近くの壁に頭をゴンゴン打ち付けた。

「違うんだ！　ずっと忍者服ばっか見てたから現代服になった時のギャップにちょっとドキドキしちゃってるだけだ。決してときめいちゃった訳じゃないんだぞ。決して！」

「あの、マコト様。何を……」

「いや、ちょっと産さん後ごの肥ひ立だちちが悪くて。まいったもんだ」

　全く意味の分かんないことを口にして、マコトはずきずき痛むおでこをさすった。

「さ、気を取り直して行こっか」

「はっ」

　再び歩き出す二人。だけどマコトの心しん中ちゆうはまだまだ穏おだやかじゃない。

　しかしま～～あれだよな。こうやって歩いてる姿を傍はた目めから見れば間違いなくこりゃデートって奴やつだもんな。一緒にデパートで買い物。うんうん、間違いなくデートだよ。まいったなこりゃ。

　いったん考え始めると、どうにもこうにも脳のう味み噌そがそっちの方向にしか回転してくれなくて息苦しったらありゃしない。

「しかしまぁ、いい天気でよかったな」

　初デートの純情ボーイが選びそーな台詞せりふを口にして、マコトはぎこちなく笑いながら隣を見た。

　お隣に涼すず葉ははいなかった。

「あれ？　涼葉」

　目をぱちくりさせてるマコトの耳に、涼葉の声が飛んで来た。

「マ！　マコト様！　さっきまで誰もいなかった部屋から人がぞろぞろ！　これは一体どういう南なん蛮ばん妖よう術じゆつでござるか！」

　エレベーターの前でギャースカわめいてる涼葉が、思いきり人々の注目を浴びていた。恥ずかしいことこの上なしだ。

「マコト様！　大変でござる。今度は人が消えたでござる。神かみ隠かくしでござる！」

　ぎやーぎゃーわめく涼葉に、マコトはため息いき混じりに言った。

「なんか、どきどきしちゃった僕の胸がとっても可哀かわい想そうになってきた」




　一方その頃、血ち桜ざくらの忍にん者じや達は……。

「おお、なんということだ」

　目の前の文明に心の底から驚きまくってた。

「この階段は動いている。なんとも面めん妖ような」

「おい、三さぶ郎ろう太た。お主ぬし、行け」

「しかし…………ここはやはり虎牙ベンガル様が」

「馬鹿を言うでない。初うい陣じんを切るのは下げ忍にんと決まっているだろう」

「ここでは忍しのびであることを隠かくすとおっしゃったではございませぬか。ならば下忍も上じよう忍にんも関係なし」

「貴き様さま、都つ合ごうのいい解かい釈しやくを持ち出しおって」

　エスカレーター前で深刻な顔で議論する集団はハッキリ言って邪じや魔まだった。

「ボク、先に行くよ」

　集団の中から飛び出したわに太た朗ろうが、躊ちゆう躇ちよすることなくエスカレーターに足を乗っけた。

「わに太朗様！」

　虎牙ベンガル達が驚きの声を上げた時には、もうわに太朗の体はどんどん先へと進んでいる。

「虎牙達も早くおいでよ。楽しいよ」

　無む邪じや気きにわに太朗が手を振って見せた。

「さすがは、わに太朗様」

「うむ、あれでこそ我らが頭とう目もく」

　くだらないことに、忍にん者じや達は心の底から感心しうんうんと頷うなずいた。

　ただ………誰もわに太朗の後について行こうとはしない。

　時間稼かせぎのように、ひたすらうんうん頷き続けた。

　地球の終わりが来るまでそうしていそうだったけど、誰かが指差し叫んだ。

「あ、虎牙様！　あちらに階段がございます！」

「そうか…………」

　虎牙はしばし難しい顔で考え込んでからもっともらしく言った。

「忍しのびたる者普ふ段だんの鍛たん錬れんが大切。やはりここはこんなカラクリに頼らず自分の足で上ろうではないか」

　もちろん、残りの忍者達は満場一いつ致ちで頷いた。

「御ぎよ意い！」
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「とまあこれがさっきの不ふ思し議ぎな箱、エレベーターの仕組み。単純だろ？」

「分かったでござる。人が乗った箱を綱つなで上下に動かすのでござるな。しかし、あの箱といい最初に使った動く階段といいどうしても分からないことがあるでござる」

　涼すず葉はは心しん底そこ分かりませんって顔つきでマコトに尋たずねた。

「どうしてあのようなものを作ったのでござるか？　普通に階段を使えばいいでござるに」

「それは………楽がしたいからだよ」

「楽？　たかが階段を上り下りするだけでござるよ」

　実にまっすぐな涼葉の意見に、マコトは思わず苦く笑しようした。

「そのたかが階段を上り下りすることも、面めん倒どうくさくなってるんだよ。この時代の人間はさ」

「あまりいいことではないでござるな」

「確かにね。まあ、使う使わないは勝手だから。向こうに普通の階段もあるし」

「涼葉はそっちを使うでござる」

「はいはい。僕も付き合うよ」

　ため息いき一つ吐き出して、マコトは涼すず葉はと一緒に普通の階段を上った。

　五階は、本屋とＣＤ屋と玩具おもちや屋がメインに並んでるってエンターテイメントの階だった。

　さっそく目についたＣＤショップを前にし、マコトはにんまりと微笑ほほえんだ。

「なあ、涼葉。問題出すぞ」

「何でござるか？」

　瞳を向ける涼葉に、マコトはクリアケースに入ったＣＤを持ち上げて見せた。

「これな～～んだ？」

「マコト様」

　涼葉は少しムッとした表情を見せた。

「馬鹿にしないで欲しいでござる。いくら時代遅れの拙せつ者しやでも、それが何なのかくらい分かるでござる」

「こりゃ失礼。でもすごいな。こいつが何か分かるなんて。涼葉の時代には絶対になかったはずなのに。レコードもないよな。蓄ちく音おん器きくらいあったのか？　いや、それもないよな」

　ぶつくさ呟つぶやくマコトの前で、涼葉は一枚のクリアケース入りのＣＤを手に取る。そして真剣３００パーセントで言った。

「これは手しゆ裏り剣けんでござるな」

　マコトはその場で素すっ転ころんだ。

「手裏剣……か……」

「はい、特殊な技法で磨みがき込んでいるのでござるな。光こう沢たくが違います。おそらくかなり切れ味のよい手裏剣でござろう」

　涼葉はそこで少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

「ただ、この女子の絵がよく理解出来ませぬ。手裏剣職しよく人にんでござるか？」

「いや、悪かった。最初っからちゃんと教えた方がよかったな。分かる訳ないもんな」

　ＣＤとはこれこれこういう物だと説明しようと、マコトが口を開いた時だった。

「泥どろ棒ぼう！！！！」

　店員の裂れつ帛ばくした叫びとブザーが鳴り響ひびいた。ＣＤを摑つかんだ男が脱だつ兎とのごとく飛び出して行く。

「あ～～こりゃ大変だな」

　人ごとのように逃げていく万まん引びきき犯はんを見てたマコト。と、その背中へ向けて飛んで行く銀色の小さな円えん盤ばんが目に映る。

　銀色の円盤は泥棒のふとももに見事直ちよく撃げきし砕くだけ散った。

　マコトはその円盤が何であるかを素早く悟さとった。ＣＤだ！

　んでもって、ＣＤを投げつける奴やつって言えば……。

　息を飲んで隣を見ると、やっぱり犯人は隣のくノ一いちだった。

「涼すず葉は！　止めろ！　一枚いくらだと思ってんだ！」

　力一いつ杯ぱいに叫ぶが、ちょっとばかし遅すぎた。神かみ業わざな素早さで包ほう装そうを解かれた無数のＣＤが連続的に涼葉の手から放たれていた。

　さすがに一枚のＣＤではへこたれなかった万まん引びき犯はんも、マシンガンのようなＣＤ攻撃には悶もん絶ぜつする。砕くだけ散ったＣＤの中に、万引き犯は倒れた。

「なんてもろい手しゆ裏り剣けんでござるか」

　涼葉はぼやいた。

　マコトは、泥どろ棒ぼうの手の中の盗まれたＣＤと、涼葉が投げつけたＣＤの数をざっと数え、明らかに後者の方が多いという事実に膝ひざをがっくりと落とした。

「マコト様、いかがなさいました」

　頭こうべ垂たれるマコトに涼葉は歩み寄った。

「勝手な真ま似ねをして申し訳ないでござる。しかし盗人ぬすつとを許しておく訳には」

「涼葉、金、持ってるか？」

「え？」

「御ご免めん。聞くだけ無む駄だだよな」

　特大のため息を吐き出すと、マコトは財さい布ふを開いた。割れた枚数をざっと数えて計算する。

「僕、警察に突き出されるかもしれん」

　青ざめた顔で、マコトはぼそっと呟つぶやいた。




　一方その頃、血ち桜ざくらの皆様は……。




「べ、虎牙ベンガル様！　大変でございます！　箱の中に小さな人が！」

　家電製品売り場にて、おおいに盛り上がってた。

「ええい、落ち着け。みっともないではないか」

　部下達を怒ど鳴なりつけ、虎牙はコホンと咳せき払ばらいした。

　そして、テレビに向かって話しかけた。

「お嬢じようさんは一体どうしてそのような箱の中に？　失礼だが、生まれは異い国こくですかな？　そのように小さな体を見たことがないゆえ」

「虎牙。話したって聞こえないって」

　わに太た朗ろうが、虎牙のスカ──トをぐいぐい引っ張った。

「この中に人がいる訳じゃないんだよ。どっか遠くの出来事を映す鏡みたいなものなんだよ」

「なるほど、そう考えれば確かに符ふ合ごうする。しかしわに太朗様。どうしてそのようなことを」

「昨日きのう街をぶらぶらしてた時に、これと同じものがたくさん並んでる建物を見つけたんだ。じ～～っと見てたらその家の人が出てきて笑いながらいろいろ教えてくれたんだよ。えっとね、テレビっていうんだよ。この不ふ思し議ぎな箱」

「てれび。遠くのものを映す鏡かがみ箱ばこ………。ほほう、この時代には面白いものがありますな」

　感心したように息を漏らしてから、虎牙ベンガルは部下の忍にん者じや達にと目を向けた。

「という訳だ。お前達。もう騒ぐんじゃないぞ」

　誰も聞いちゃいなかった。その瞳は目の前のテレビに釘くぎづけになってる。

　ＣＭになった。時代劇のＣＭだ。刀かたなを持った侍さむらいが馬に乗ってこちらへ向かってくる。

　忍者達は迷わず、そろって手しゆ裏り剣けんを握り締めた。

「馬鹿！　止めろ！」

　虎牙が止めるのも聞かず。忍者達の手から手裏剣が放たれた。

　テレビが無む惨ざんにもその餌え食じきになった。

「馬鹿！　何をするんだ！」

「しかし、刀を抜いた侍が。小さいとはいえ油ゆ断だんは禁きん物もつかと」

「え～～ぃ、説明は後でする。この場は逃げるぞ」

「は！」

　残ざん像ぞうを残して、忍者達は消えた。

　ただ一人残のこされたわに太た朗ろうが、別のテレビでやってたアニメに魂たましいを注そそいでた。

「かっこいいな。このからくり人形」

「わに太朗様！」

　天てん井じようの方向から声が聞こえた。見上げると虎牙が天井にへばりついていた。

「早く」

「は～～い」

　いやいやと返事して、わに太朗も残像を残して姿を消した。

「な、何だったんだ」

　店員さんが目をごしごしこすった。

「今のは夢か幻まぼろしか……」

　だけど、無惨にも破は壊かいされた30インチのハイビジョンテレビは、夢でも幻でもなかった。

「店長になんて説明しよ」

　可哀かわい想そうな店員さんは頭を抱かかえて呟つぶやいた。
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「いや～～よかったよかった。理解のある店長さんで」

　マコトは、何度目かの安あん堵どのため息を吐き出した。

「万まん引びき犯はんを捕まえたお礼に弁べん償しようしなくてもいいよだなんて。僕も大きくなったらああいう大人おとなになりたいもんだ。なぁ、涼すず葉は」

　少し後ろを歩く涼葉に顔を向けるけど、涼葉はとっても素す敵てきに静かだった。

「どうした？　具合でも悪いのか？」

「拙せつ者しや、自分が情なさけないでござる」

　涼葉の口からそんな言葉がこぼれ出て来た。

「マコト様のお世話になっていながら、次から次へとご迷めい惑わくをおかけして」

「………気にすんなって。涼葉は五百年もの時を超えてやって来たばっかなんだから。一つや二つの失敗はあって当たり前だよ」

　マコトは軽く笑いながら言った。

「元気出せってば」

「………マコト様……」

　しっかりと瞳にマコトを映すと、涼葉はにっこりと微笑ほほえんだ。

「誠せい之の進しん様も、優しかったでござるよ」

「え？」

「やっぱりマコト様は、生まれ変わりでござる。誠之進様の」

　そんなこと言われても、喜んでいいんだかどうしていいんだか分からない。

「はは、そりゃどうも」

　適当に笑って誤ご魔ま化かしてから、マコトは調子を変えて言った。

「さ、せっかくだから、一番上の階に行こ。フードコーナーあるから」

「ふーどこーなー？　それは一体」

「う～～ん、いわゆる食堂街かな？　甘いもんもあるから、なんか食べてこう」




　最上階の六階は、いわゆるまあ喫茶とお食事の階だ。中央にたくさんのテーブルと椅い子す。周りに様々な店てん舗ぽのカウンターがある。そこで購こう入にゆうしテーブルまで持って来て食べるってシステムだ。

　休日ってことでなかなかの盛せい況きようぶりだった。

　とりあえず適当なテーブルに二人はついた。

「さ、どの店の何にしよっかな？」

　辺りをきょろきょろ見渡すマコトに、涼葉が尋たずねた。

「マコト様。あのとぐろを巻いた白しろ蛇へびの作り物は何か意味があるのでござるか？」

「とぐろを巻いた白蛇？」

　なんじゃそりゃってマコトは涼葉の指差す方向に目を向けた。で、謎なぞは氷ひよう解かいした。

「違うよ。あれはソフトクリームの模型だって」

「そふとくり～む？」

「まあ、食べたことないと思うけど。オッケー。じゃ、ここで待ってて。買って来るから」

　マコトは涼すず葉はにそう告げると、ソフトクリームを売ってるカウンターに向かった。オーソドックスな真っ白いのを二つ購こう入にゆうする。

「はい、これ五階で福引きやってるからね」

　福引きのチケットをもらった。なるほど、甘味五百円につき一枚、玩具おもちや売り場の福引き券をプレゼントって張はり紙がみがしてある。

「どうも」

　福引き券をポケットに突っ込むと、ソフトクリーム二つ受け取ってマコトは席へと戻って来た。

「ほら、ソフトクリーム」

　突き出されたソフトクリームに、涼葉は恐る恐る手を伸ばす。

「どうやって食べるでござるか」

「こうやって嘗なめるんだ。難しくないだろ」

　ペロペロ実演して見せた。

「ぼやぼやしてると垂れて来るからこう万まん遍べんなくいろんな角度から嘗める。素早くな」

「………難しいでござるな」

「いや、そうでもないって。それより、急いだ方がいいよ。溶けるから」

「分かったでござる」

　涼葉は恐る恐るソフトクリームに顔を近づけた。そして、ぺろっと嘗めた。

　涼葉の顔を強こわばらせてた余分な力が、一瞬にして消えた。

「おいしいでござる」

「だろ。オーソドックスだけど飽あきがこないんだよ、この味は」

「こんなおいしい物。初めて食べたでござる」

「そんな大げさな…………ちょっと涼葉。どうした？」

「え？」

「…………涙………出てるぞ」

　涼葉は頰ほおに伝わる涙を拭ぬぐった。

「心配はいりませぬ。初めての味に感動しただけでござる」

　にっこりと微笑ほほえみ、涼葉はまたソフトクリームを嘗め始めた。

「今時、ソフトクリームごときに感激して涙を流す奴やつなんて、誰もいないぞ」

　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやいたマコトの隣の通路を、若い女の子達がわいわいだべりながら通りかかる。

「ねーねー見た見た。さっきの人達」

「見た見た。あのニューハーフの集団よね。びっくりしちゃった。ソフトクリームをみんなで分けて食べ始めたと思ったら涙なみだ流し出すんだもの」

「こんなうまい物は初めてだとか言ってたもんね。感動の涙なのよ」

「にしてもごついニューハーフ達だったわね。とくに一番でかいおじさん。ヒゲがもじゃもじゃだったじゃない」

　通り過ぎる女の子らの背中を見送ってから、マコトはぼそっと呟つぶやいた。

「前言撤てつ回かい。いるとこにはいるみたいだな」




　一方その頃、血ち桜ざくら忍にん者じや文明研究隊の皆様は……。




「いや～～、にしてもあれはうまかった」

「今でも口の中にねっとりとした甘さが残ってる」

「お前もそう思うだろ？」

「…………」

「どうしたんだ？　なんで喋しやべらないんだ」

「あ、こいつまだ口の中に入れてるんだぜ」

「よこせ！」

「させるか！　こいつの唇くちびるは俺が吸う！」

「うがああ」

　わいわい騒ぎながらデパートを出てくるごついニューハーフの皆様に、通行人はそろってギョッとした。

「静かにしろ。それからお前は早く口の中のものを飲み込め！」

　虎牙ベンガルが少しだけ声を大きくした。

「新しい味の感動にはしゃぎたくなる気持ちも分かるが、我らはこの時代の街というものを研究に来たのだ。隠かくれ家がに着くまで私し語ごは慎つつしめ！」

　遠足は家に帰るまでが遠足です的な虎牙の言葉に、忍者達はしおらしく静かになった。

「よろしい、それでは各自よく街並みを瞳に焼き付けながら帰るぞ」

「はい」

　虎牙を先頭に、忍者達が歩き出す。と、一人の忍者がおずおずと声を上げた。

「あの、虎牙様」

「私語は慎めと言ったろ」

「そうですけど……ちょっと」

「隠れ家についたら聞こう。それまでは黙っていろ」

「はあ」

　忍者はこっくり頷うなずくと、口をつぐんだ。

　上じよう忍にんである虎牙が黙ってろって言ったのだ。ここで黙らなかったら首を切り落とされても文句は言えない。

　忍にん者じや業ぎよう界かいってのはそれぐらい壮そう絶ぜつな体育会系けいのタテ社会なのだから。

　隠かくれ家がについたら言うことにしよう。

　その忍者は心の中で呟つぶやいた。

　わに太た朗ろう様が見当たりませんって。

　ちなみに、虎牙ベンガル以外はみんな気がついてた。

　だけど言えないのが、体育会系の悲しいとこなのだ。
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　五階、玩具おもちや売り場。そこに少年はいた。血ち桜ざくら忍にん群ぐんの長おさ、血桜わに太朗、人ひと呼んでわにわに忍者のわに太朗君だ。

　わに太朗は手の中の一枚の紙の札ふだに目を落とした。

　先さき程ほど、最上階にて皆でソフトクリームなるものを食しよくした。三つを皆で仲良く分けて食べた。感動しながら食べた。

　その三つのソフトクリームを、虎牙がどこかで用意した硬こう貨かで買った時に、この紙の札を手に入れた。

『玩具売り場で一回福ふく引びきが出来るよ』

　わに太朗の記き憶おくが確かなら、お店のおじさんはそんなことを言ってた。間違いなく言ってた。魂たましいかけてもいいくらい言ってた。

　虎牙達がずんずんとデパートの出口に向かう中、どうしても気になってしまい集団を抜け出して来たのだ。

　そして………ここに来た。

　そして………柱の陰からつぶらな瞳で福引きなるものを見てた。

　いくら戦国時代出身のわに太朗といえども、福引きくらい知っていた。福引きってのはくじ引きで当たると賞品が貰える催し物のことだ。

「この紙の札で…………玩具が貰えるんだ」

　未来の玩具。まだまだお子様のわに太朗としちゃ喉のどから手が出るほどに欲しいってもんだ。

「よし！」

　わに太朗は小さな胸に決意を固めると、柱の陰から這はい出した。ずんずんずんずん歩いて福引きやってるとこへと向かう。

「はい！」

　勇気を振り絞しぼって、福引きのお姉さんに手に握り締めてた紙の札を突き出した。

「はい、一回ね。どうぞ、お嬢さん」

　わに太朗は無言で目の前の多角形の箱を睨にらみ付けた。どうやるのかは分かる。柱の陰からずっと見てたから。

　箱のでっぱりの棒に手を伸ばし、えいやっと思い切り回す。

「ちょっと、そんなに力を入れなくても……」

　高速回転のせいで、思い切り加速をつけて玉がパピュ～ンと飛び出す。

　普通なら玉はそのまま逃とう避ひ行こうしちゃうとこだろう。実際、玉も『オレ、いけるかも』って思ったかもしんない。だけど小さな手が玉の逃亡をがちっと止めた。

「はい」

　わに太た朗ろうは、握り締めた玉をお姉さんに突き出した。

　気き弱よわですぐに瞳にお星様を浮かべてうるるんしちゃうわに太朗だけど、やせてもかれてもやっぱり忍にん者じや。

　しかも血ち筋すじを見れば忍者のサラブレッドなのだ。

　動体視し力りよくとか反はん応のう速度とかは普通の人間とは比べものにならないくらいすごい。

「……偶然ってあるのね」

　信じられないって感じに目をぱちくりさせてから、お姉さんはわに太朗の手に視線を落とした。

　何が来るだろう。わくわくわく。

　わに太朗は心臓をどきどきさせながら、賞品として並んでる玩具おもちや達をぐるりと見渡した。

　少しだけ目立つとこに置かれてるのは不ふ思し議ぎな形をした箱だ。

　真まん中なかに鏡みたいなものがついてて、そこに絵が映るのだ。小さなヒゲのおじさんが飛んだり跳ねたりしてものすごく楽しそうな玩具だ。

　いや、特賞じゃなくたってすごい。ピカピカ光るからくり人形とか、がちょがちょ動くからくりの犬とか。わに太朗にとっちゃどれもこれも珍しい物だから、ぶっちゃけ何等でもよかった。

「おめでとう。四等賞よ」

　お姉さんがにっこりと微笑ほほえんだ。わに太朗もにっこりと微笑み返した。

　一体どんなすごい未来の玩具おもちやが来るのか、わくわくしてドキドキした。

「四等賞は……」

　満面の笑えみを浮かべるわに太朗に、それは突き出された。

「スーパーヨーヨー」

「………………」

　わに太朗は目をパチクリさせた。

「はい、楽しく遊んでね。それじゃ次の人」

　未来の玩具、スーパーヨーヨーを受け取って、わに太朗は福引き所を離れた。

「す～～ぱ～～よ～～よー」

　わに太た朗ろうは手の中でヨーヨーを転がして観察してから、ぼそっと呟つぶやいた。

「なんだ、刃はのついてない亀きつ甲こう手しゆ裏り剣けんじゃん」

　不満そうにわに太朗は呟いた。

「もっとこうピカって光ったりピコ～～ンって音がする玩具おもちやが欲しかったのに」

　ぷくってわに太朗がほっぺたを膨ふくらめた時だった。すぐ近くで、悲鳴が聞こえた。

「いやあ！」

　顔を向けると、わに太朗と同じくらいの女の子を、目つきの悪い男が抱かかえ上げてた。

「静かにしろ」

　女の子の口をがっちりと押さえ、男はそのまま走り去ろうする。

　何だかよく分からないけど、女の子がいじめられてる。

　わに太朗は、この世でしいたけの次にいじわるが嫌いだった。

　だから、右手を動かした。

　男の後頭部の急所に、スーパーヨーヨーが食らい込む。めこって。

「カハ！」

　その一いち撃げきで、男は白しろ目めを向いて倒れた。

「ねえ、大丈夫」

　男の巻き添えで倒れてしまった女の子に、わに太朗は歩み寄った。

「う、うん」

　女の子は立ち上がりながら頷うなずいた。

　わに太朗よりもちょっぴり背の高い、かわいらしい女の子だ。同年代の友達がいないわに太朗は、途と端たんに緊きん張ちようして言葉が出なくなる。

「あ、あの……ぼぼぼ、ボク」

　女の子は顔に「？」マークを浮かべてた。誘ゆう拐かい犯はんがどうしていきなり白しろ目め向いて倒れたかが分かんないよ。そんな顔つきだ。倒れてる男に気がついて、お店の人が集まって来た。男はタンカに乗っけられてどこかに運ばれてった。

　それでもまだ、女の子は「？」を浮かべてた。

「あの………さ」

　女の子の顔が、わに太朗に向けられた。

「もし見てて知ってたら教えて欲しいんだけどね。一体何なにが……」

　女の子がわに太朗に何かを聞こうとした時……。

「実み夏かぁぁ」

　女の子の母親だと思われる女性がやって来た。

「駄だ目めじゃない勝手にどこか行っちゃ。あなたの服を買いに来てるのよ」

「あの……ママ……アタシ今ね」

「ほら、来なさい。ママたっくさん似に合あいそうな服ふく選んどいたから」

　母親に引っ張られ、女の子は去って行った。

「行っちゃった」

　わに太た朗ろうは、弾はずむような節ふしつけて呟つぶやいた。

「ちょっとかわいい女の子だったな。へへ」

　なんか一人で照れくさくなって、ぽりぽりっとほっぺを搔かく。

「さ、帰ろう。虎牙ベンガル達心配してるだろうし」

　と、わに太朗は気がついた。男の倒れてたとこに落っこちてる一枚の紙の札ふだにだ。

「これは！」

　残ざん像ぞうがしゅばって見えちゃうくらいの素早さで拾い上げる。間違いなかった。福引き券だ。

「さっきの女の子が落としたのかな？　それとも男の人が落としたのかな？」

　男が落としたものだったら別にいい。女の子をいじめようとするなんて悪い奴やつに違いない。

　あんな悪い奴になら、この券を返さなくたって神様は怒らないだろう。

　だけどもし女の子が落としたとしたら………。

　黙って使っちゃえば分かんないよ！　とも思った。実じつ際さい福引き所に向けて二、三歩足も動いてしまった。だけど………それはいけないよって首を強く横に振る。

「さっきの女の子に聞いて確かめよ」

　そう呟くと、わに太朗は残像残のこしてしゅばっと消えた。




「ね～～ね～～ママ。アタシね、さっき誘ゆう拐かいされそうになっちゃったんだよ。こうやって口押さえられて、担かつぎ上げられちゃったんだ。だけど急に犯人がグフって言って倒れてね。それで」

「はいはい、それは大変だったわね。はい、この服着てみなさい。あとこれも」

　数着の服を押しつけられ、そのままなし崩し的に試着室に押し込まれる。

「もう！　全ぜん然ぜん信じてないんだから」

　女の子はぷくって膨ふくれてから、はあってため息を吐き出した。

「子供服のバーゲンの時のママっていっつも人の話聞きかないんだよな」

　諦あきらめたように呟いてから、服のボタンに指をかける。三つばかし外した時だった。

「あの……」

　唐とう突とつに頭上から声が振って来たもんだから、女の子は驚いた。

「え？」

　反射的に上を見上げると、試着室の壁を乗り越えて顔を覗のぞかせてる奴やつがいた。見覚えはある。

「さっきの……」

「あの……ボク…これ拾ったんだけど。落とした？」

　突き出される福引きチケットに、女の子はぷるぷる首を横に振った。

「ううん。アタシのじゃないよ」

「そ、そう。分かった。ご、ごめんね」

　顔を真赤まつかにしてしどろもどろにそう言うと、唐とう突とつの訪問者はやっぱり唐突にいなくなった。

「アタシと同じくらいの背の高さなのに、どうやって登ったんだろ。あの女の子」

　女の子は、また顔に「？」を浮かべた。




「さっきの女の子のじゃないってことは、あの悪い奴やつのもんだろ。悪い奴のもんだったら、ボクが使っちゃってもいいよね。だって悪い奴なんだもん」

　そんなこと言いながら、わに太た朗ろうは堂々と玩具おもちや売り場の福引き所に突進した。

「あ、二回目だね。がんばってね」

　お姉さんの声せい援えんを受けて、またぐるぐるハンドルに手を伸ばす。

「えいや！」

　さっきよりもさらに力を込めて回した。

　もちろん速度だってさっきの１・５倍くらいに跳ね上がる。

「だからそんなに速く回しちゃまた玉が飛び出し……」

　お姉さんの忠ちゆう告こくの通りに、弾だん丸がんのようにタマが弾はじき出される。だけど今度もきっちりと左手で受け止める。

「お願いします」

　ぐいっと手を出し広げる。

「……偶然が続くこともあるのねえ」

　お姉さんは感心してから、わに太朗の掌てのひらにころりんと載っかる玉に目を落とした。

「……おめでとう」

　そして、少しだけ陰かげりのある笑顔で言った。

　本日二つめのスーパーヨーヨーが、わに太朗の目の前でキラリと光った。




「トイレ、大丈夫だよな。分からなくてもこればっかりは行って教えるって訳にはいかないもんな」

　女子トイレ前にて、マコトは呟つぶやいた。

　ソフトクリームを食しよくした後、さて帰ろうと階段を下りた。そしたら涼すず葉はがもじもじしながら言ったのだ。かわやはどこでござるか？　って。

　でその階の女子トイレに押し込んだまではよかったけど、なかなか出てこないから心配になって来る。

「むわさか………」

　マコトの頭を、ドス黒い不安がよぎった。

　水道を壊こわし、水びたしになってる涼すず葉は。

　温風で手を乾かす装置を壊し、熱風を浴びてる涼葉。

　水洗トイレを壊し、ぐるぐる渦うずを巻いて便器に引き摺ずり込まれる涼葉。

「ま、そりゃないよな。とくに最後の」

　何なに馬鹿なこと考えてるんだろってマコトは苦く笑しようした。

　いつまでもトイレの前にいても仕方ないし変な男と思われるのもやだから、マコトはその場を離れた。

「ん？」

　少し離れたとこで何やらにぎわってる。玩具おもちや売り場の福引きのようだ。

「待てよ」

　マコトはポケットに手を突っ込むと福引きチケットを引っ張り出した。

「そっか、一回引けるのか」

　子供が賑にぎわってる中にひょこひょこ入ってくのはちょっぴり抵抗あったけど、だけどせっかくの福引き券だ。使わないのはもったいない。

　そう思い、マコトは福引き所に向かった。係のお姉さんに券を渡してぐるぐる回す奴やつに手を這はわせる。

「僕ってばクジ運悪わるいからなぁ」

　なんてこと呟つぶやきながらぐるりんと回す。ポコンと落っこちる銀色の玉。

「おめでとう。特賞です」

　小さな箱が手渡された。何だろって視線を落としたマコトはおおいに驚いた。

「こ、こいつは………ゲームボーイアドバンスではないか！　しかもゲームつき」

　賞品の小箱を抱かかえて、マコトはスキップしながら福引き所を離れた。

「いや～～神様は見ててくれたんだな。いろいろと大変な僕にこんな御ご褒ほう美びをくれるんだから」

「あ!!　昨日きのうのお兄ちゃんだ！」

　突然飛とび込んで来たその言葉に、マコトはスキップにブレーキをかけた。

　そんなマコトの目の前にとことことこってやってきた女の子は、ぺっこりと頭を下げて言った。

「昨日はありがとう」

「…………ああああ!!」

　マコトは気がついた。目の前の女の子が、つい昨日出会ったわにわにの少年だってことをだ。

「君は………君は女の子だったのか！」

　どっひぇ～～って驚くマコトだけど、少年は首を横に振った。

「ううん。ボクは男の子だよ」

「でも、その服は」

　そでんとこひらひらしてるし、スカートだし。どう見たって女の子の服だ。

「服？　ボクよく分かんない。着ろって渡されただけだから」

「着ろって渡されただけって………は、そうか」

　マコトは考えた。

　両親が亡くなり、ひまわり市の親しん戚せきへともらわれて来た少年。しかし親戚は少年には冷たく、服もそこの娘のお下がりを押しつけられ。

「なんて可哀かわい想そうな話なんだ」

　一人で勝手に誤ご解かいして、マコトは目の奥を熱くした。

　と、少年の両手に握られてる丸っこい物体に気がつく。

「それ…………」

「福引き二回したんだけど。二回ともこれになっちゃったんだ」

　少年はヨーヨーを掌てのひらに載っけてマコトに見せた。

「もっと別なのがよかったんだけどな～」

　屈くつ託たくなく笑う少年に、マコトの心がしくしくって痛んだ。

　神様は、こんな可哀想な少年に微笑ほほえんでやることすらしないのか！　って憤いきどおりも覚えた。

　待てよ…………。

　自分の小こ脇わきに抱かかえてるもんのことを思い出した。

　マコトはしばし、そいつを睨にらみ付けてから、小さく呟つぶやいた。

「いっか、もうしばらくゲームボーイカラーにがんばってもらおう」

　軽く息を吐き出すと、マコトは抱えてた箱を少年に差し出した。




　　　　　６




　ゆっくりと太陽も沈み、街が赤茶けた色に染まる夕暮れ時。

　マコトと涼すず葉はの二人は家いえ路じについていた。

「今日は疲れたろ。慣れないことばっかで」

「いえ、この時代の物をいろいろと目にすることが出来、楽しかったでござる。それにあの、白くてくるくると渦うずを巻いた食べ物」

「ソフトクリーム」

「そうでござる。あれはおいしかったでござる。あのような物は初めて食べたでござる」

「涼葉が食べたことのない食べ物がまだたくさんあるよ。これからいろいろと試していけばいいさ」

「はい、ありがとうでござる」

　涼すず葉はは深々と頭を下げた。

　そんな涼葉を満足気げに横よこ目めで見てから、マコトは何気なくポケットに手を突っ込んだ。指の先に当たる硬い感かん触しよく。

　マコトはそれを取り出すと、ぎこちなく手に装そう着ちやくした。

「それは、何でござるか？」

「これ？　ヨーヨーっていう玩具おもちや。現代の……って言うほど新しい玩具でもないか。ちょっとした知り合いの男の子からもらったんだ。取り替えっこってことで。よっと」

　びよ～～んびよ～～ん。

　お世せ辞じにもうまいとは言えないがなんとか手元には戻ってくる。

「涼葉もやってみるか？」

　マコトからヨーヨーを受け取った涼葉は、糸を指にはめ、手首を動かした。

　びゅんびゅんびゅんびゅんびゅ──ん。

「おいおい、すごいうまいじゃないか」

「草くさ影かげ忍にん者じやの流りゆう派はにはないものの、これによく似た忍しのび武器があるでござる。少しだけ手て解ほどきを受けたことがあるゆえ」

「へ～～～」

「現代ではこれが玩具になってるでござるか」

　歩きながらなおもびゅんびゅんと妙みよう技ぎを見せる涼葉。そんな涼葉に、マコトはぽそっと尋たずねた。

「なぁ、誠せい之の進しんって人は優しかったって言ってたよな」

「はい、とても優しいお人だったでござる」

「もしかして、子供とかにも優しかったのか？」

「はい、よく城に子供たちを招き入れ一緒に遊んでいたでござる。皆には内ない緒しよで城にある飴あめなどをあげたりして」

「そっか……」

　マコトはしばし無言で歩いてから、ウスバカゲロウのため息いき程度で囁ささやいた。

「もしかしたら、本当かもな。僕の前ぜん世せがそいつだったって話」

「？？？」って顔をする涼葉に、マコトはへらへらと笑った。

「何でもない何でも。さ、帰ろう。明日から学校だからな」




　一方その頃、血ち桜ざくら忍にん者じや達は……。




「この馬鹿！　わに太た朗ろう様がいないとどうして早くに言わん！」

　廃はい工場を目の前にして、虎牙ベンガルの怒ど号ごうが飛んだ。

「しかし、虎牙ベンガル様が私し語ごは慎つつしめと」

「だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　虎牙は、口答えした忍にん者じやに強烈な拳こぶしの一いち撃げきを食らわせ吹っ飛ばした。

「わに太た朗ろう様にもしものことがあったら大変だ。皆、捜しに行くぞ」

「お───！！！」

　虎牙を先頭にした、女じよ装そう軍団は風のように走り去って行った。

　それからしばらくしてからだ。くだんの少年忍にん者じやがとぼとぼとやって来る。

　少し足あし下もとがおぼつかないのは何やら手にしたものに視線を向けてるからだ。

　少年忍者は時おりつまずきそうになりながらも、廃はい工場へと足を踏み入れた。

「お帰りなさいませ。わに太朗様」

　すぐに忍しのび装しよう束ぞくの集団がかしずく。

「他の皆はご一緒では？」

「ボクより早く帰ったはずなんだけど、おかしいな。きっとどっかで道みち草くさ食ってるんだよ」

　そう言うと、わに太朗は近くの廃はい材ざいの上によいこらしょと座り込んだ。

　そしてピコピコ遊び続ける。

「何でございますか？　それは」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいの一人の忍者がおずおずと尋たずねた。

「これね、昨日きのう話したあの親切なお兄ちゃんに貰もらったの。よ～～よ～～って玩具おもちやと取り替えってもらったの。これ面白いんだよ。このちっちゃな鏡みたいなとこにちっちゃな忍者君くんが映ってね、ボクがでっぱりを動かすとその忍者君も動くんだ。みんなも見においでよ」

　闇やみからぞろぞろと湧わき出た忍者達が、わに太朗の背後から画面を覗のぞき込む。

　わに太朗は得とく意い気げにボタンを操作した。

　ちゃんちゃか音楽が流れる中、ちっちゃな忍者君が進む。敵を倒しながら進む。だけど出てきた大きな妖よう怪かいに倒されてしまった。

「あ～～あ、さっきもここでやられちゃったんだよな」

　少しだけ悔くやしそうに言ってから、わに太朗は辺りに集まってる忍者達に笑顔を向けた。

「誰かやってみたい人いる？」

　ほとんどの忍者が手を上げた。好奇心は旺盛な人達なのだ。

　しかも俺が一番だ。いや私が一番だと口くち喧げん嘩かを始める始し末まつ。いや、口喧嘩だけならいいのだが、そのうち手が出て足が出て忍者刀とうが出て手しゆ裏り剣けんが出て鎖くさり鎌がまが出て爆ばく裂れつ玉だまが出て。

「一番が決まったらボクに言ってね」

　壮そう絶ぜつな争いを始めちゃってる忍者達にそう告げると、わに太朗はまた画面に目を落とした。

「どりゃあ」

　カキンカキン

「えりゃああ」

　シピュンシピュン

「くっ」

　ガスガスガス！

「なにを、こいつを食らえ！」

　ズバズバズバズバ！

「食らえ！　必殺！　大だい爆ばく炎えんの術！」

　ドッカ～～～ン！

　目の前で壮そう絶ぜつな戦いが行われてる中、わに太た朗ろうはひたすら画面の忍にん者じや君くんを動かした。

「やった！　悪い妖よう怪かいを倒したぞ!!」





第四話　完　　　















　　　おまけ話　一つ屋根の下だから







「ふう」

　春日かすが邸ていのバスルーム。湯ゆ船ぶねの中で、涼すず葉はは息を吐き出した。

　そっと瞳を閉じる。目ま蓋ぶたに浮かんでくるのは今日一日の出来事。

　デパートへ行って、この時代の服を手に入れたこと。

　ソフトクリームという食べ物を食べ、感動のあまり涙を流したこと。

　買ってもらった現代の服を着て、マコトと一緒に歩いて帰ってきたこと。

　いろんな話をしながら。

『マコト様。拙せつ者しやへんではないでござるか？』

　道すがら、涼葉はマコトにそう尋たずねた。

『いや、そんなことないと思うけど。どうして？』

『さっきから、すれ違う人に見られてるような気が……』

『それは…………まあ、僕もさっきから気がついてはいたんだけど』

『やっぱりおかしいでござるか？　現代の服が似に合あわず』

『いや、そうじゃないんだ。逆なんだよ。きっと』

　マコトは、少しだけ恥ずかしそうにそっぽ向いて囁ささやいた。

『その、涼すず葉はが……………なんて言うか………かわいいから……みんな見てるんだ』

　かわいいから………。

　なんだか頭の中がカ～～って熱くなってしまって、あの時は何も言えなかった。

　思い出した今でも、頭の奥の方がカって熱くなってくる。

「ゆ、湯が熱すぎるせいでござるな」

　全部お湯のせいにして、涼葉は蛇じや口ぐちをひねると冷たい水を出した。

　流れ出る水を見つめながら、涼葉は呟つぶやいた。

「それにしても、ただこのでっぱりをひねるだけで湯や水が出てくるとは、本当に便利な世の中になったでござるな」

　こういった便利さを体感するたびに、自分が飛び超えた五百年の時というのが再さい認にん識しきされるのだ。

　改めて考えてみればみるほど、時を超えるってことのとんでもなさがひしひしと感じられる。

　涼葉はゆっくりと、この時代に来ることになった経けい緯いを思い出してみた。

　崩れ落ちる城。誠せい之の進しんとともに逃げ出し、神かくし峠とうげへ。そこで血ち桜ざくら修しゆ羅ら菊ぎく率ひきいる血桜忍にん群ぐんの待ち伏せにあい、

『生まれ変わったらまた会おう』

　時を超える直前に、誠之進が口にした言葉が思い出される。

　そして、マコトと出会った。

「誠之進様は、約束を守ってくれたでござる。拙せつ者しやとの約束を……」

　つまり……誠之進様は拙者のことを………。

「せ、拙者は一体何なにを考えてるでござるか」

　涼葉は洗面器に水を入れると頭から水をざっば～～～んってかぶった。

「身分が違うでござる。身分が……」

　待てよって、頭の片かた隅すみで誰かが囁ささやいた。

　確かに身分が違う。だけどそれは、戦国時代においての藤ふじ嵐あらし誠之進とその護ご衛えい忍しのびの草くさ影かげ涼葉とのこと。

　それから五百年も流れてる今、現代人の春日かすがマコトと草影涼葉ならば身分なんて関係ないのではなかろうか？　それにマコトだって、この時代にはもう昔みたいに身分がど～～のこ～～のってのは普通はないよって言っていたし。

　もし、もし結ばれたとしても……。

「！！！！せ、拙者はなんというだいそれたことを……」

　涼すず葉ははまた水をかぶった。何なん杯ばいも何杯もかぶりまくった。

「そうだ！　修行でござる。修行して精神を落ち着かせるでござる」

　涼葉は頭からじゃぶんと湯の中につかった。




「ん？」

　テレビから聞こえてくるドッカンって音で、マコトは目を覚ました。

「いけね、うたたねしちゃったよ」

　パチってほっぺた叩たたいてマコトは立ち上がった。

「さ～～って、風ふ呂ろに入ってくっか」

　パジャマとトランクス持って風呂へと向かう。脱衣場の扉を開いたとこでマコトの眠ねむ気けが吹っ飛んだ。

　風呂の電気がついてたからだ。

　いけね！　涼葉に先に入れって言ってたんだ！

　慌あわてて飛び出そうとしたけど、ちょっと様よう子すが違う。

　曇くもりガラスの向こうに見える浴室には、どう見ても人ひと影かげってのがない。

　そっと扉を開ける。湯ゆ気げで不ふ明めい瞭りようだけど人影はない。神様に誓ちかったっていい。ないったらない。

「なんだ、涼葉もう出てるんだ。蓋ふたも閉めないし電気も消さないで出ていくなんてしょ～～がないな～～。ちゃんと教えたはずなのにな～」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、マコトはさっさとすっぽんぽんになると風呂場に飛び込んだ。

　洗面器を湯ゆ船ぶねに突っ込もうとして、そこでおや？　って顔をしかめる。

「なんだ？　この竹の筒は？」

　スーパーバスクリンミルキーピンクで白はく濁だく色に染まってる湯の中から、一本の竹の筒つつが突き出てた。ど～～してか竹の筒。なんでか分かんないけど竹の筒。よく分かんないけど竹の筒。

　何気なく竹の筒に手を伸ばした瞬間だった。ざっぱんってお湯の中から何かが出てきた。

　もちろん………それは涼葉だ。

　もちろん………お風呂入ってた訳だからすっぽんぽんだ。

　もちろん………お互いにすっぽんぽんだ。

[image: ]

　無言で見つめ合う時が、しばし流れた後。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　一秒間に地球を七周半は出来そうな悲鳴が、春日かすが邸ていに鳴り響ひびいた。

「わ～～～～～～！」

　前を押さえて風呂場から飛び出すマコトの後を、洗面器とか石せつ鹼けんとかプラスチックの椅い子すとかシャンプーのボトルとかアヒルちゃんとか、とにかくいろんなもんがすごい勢いで追いかけて来た。

　スカポンタンタンタンタンタン！

　それらみんなマコトの後頭部に炸さく裂れつした。

「ぎゃああああああああああ!!」




「も、申し訳ないでござるぅぅぅ！」

　居間にて、涼葉は畳たたみに額ひたいを擦こすり付けた。

「風呂の中で考え事をしていて……」

「い、いや別にいいんだけど」

　コブだらけになった後頭部をさすりながら、マコトは古い塩しお辛からでも食べたような顔で言った。

「僕も、竹の筒に気がつかず入っちゃった訳だし」

「申し訳ないでござるぅぅぅ」

「ま、これからはお風呂で水とんの術じゆつはなるべくやんないように。そんだけ………さてっと、それじゃ改めて風呂に入ってくるとすっか」

「申し訳ないでござる～～」

　涼葉はまだ畳に額を擦り付けてた。




「ういいいい」

　湯ゆ船ぶねに体を沈める。ごく自然にそんな声が漏れた。

「しかし………」

　マコトは数すう刻こく前のことを思い浮かべた。

　筒つつに手を伸ばす自分。お湯から出てくるすっぽんぽんの涼すず葉は。すっぽんぽんの……。

「確かに、確かに僕はあの時しっかり見たはずなのに」

　泣きそうな顔になって、マコトは叫んだ。

「いろんなもんが頭にぶつかったせいで、全ぜん然ぜん思い出せないぃぃぃ！」

　青少年の悲しい叫びが、春日かすが邸ていの浴室に響ひびき渡った。





おしまい　　　















　　　第五話　刺客のあの娘はぽけぽけくの一
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　ゴールデンウィークも過ぎ、一週間ほどが経過したとある夜。街外はずれの廃はい工場にて、その声は響ひびき渡った。

「諸君、静まれ」

　恐い顔したヒゲの男。血ち桜ざくら忍にん群ぐん副頭とう目もく、血桜虎牙ベンガルの登場に、たくさんの忍にん者じや達は一いつ斉せいに静かになった。

　もの音どころか、呼吸の音すら聞こえない。二、三人死んでたって絶対に分からないだろう。それぐらい静かだった。骨の髄ずいまでしみ込んだ体育会魂だましいのなせる技だ。

　虎牙は忍者達をぐるりと見渡すと、コホンと咳せき払ばらいし口を開いた。

「この時代に飛ばされ早、十日。我々もやっと生きていく目め処どを立てることが出来た。道路工事のアルバイトは大変だが、これで食べ物を買うことが出来る。いくら忍しのびといえども、そうそう泥どろ棒ぼうのような真ま似ねは出来ないからな。我らにも誇りがある」

　廃はい工場の電灯が、二、三度またたいた。これに驚かなくなったことでもたいしたものなのだ。最初の頃はやれ天てん罰ばつだなんだで騒いでたから。

「そんな中、誠せい之の進しんの探たん索さくに向かわせていた下げ忍にんから報告を受けた」

　忍にん者じや達に緊きん張ちようがピシリと走った。空気がとてつもなく固くなる。深しん呼吸したら胸につまるくらいの固さだ。

「藤ふじ嵐あらし誠之進は、春日かすがマコトと名乗り何なに食くわぬ顔をしこの時代の寺てら子こ屋やに通っているとのことだ。こ～こ～と呼ばれる寺子屋にな。そして、その寺子屋に行っている間は、あの草くさ影かげのくノ一いちは一緒ではない」

「ならばその寺子屋にいる時を狙ねらえば我らの悲ひ願がんは」

「その寺子屋はどこでございますか？」

　色めく忍者達を、虎牙ベンガルは片手で制した。

「まぁ、待て。確かに全員でその寺子屋を襲しゆう撃げきすることはたやすい。だが、あまり派は手でな行動は望まぬとのわに太た朗ろう様の意い向こうだ。したがって、刺し客かくを送り込もうと思う」

「刺客……でございますか」

「そうだ」

　虎牙はパチリと指を鳴らした。

「は～～～～～い」

　ものすご～～く間ま延のびした声がすると、奥のカーテンを開けて一人のセーラー服娘むすめが飛び出してくる。

　くりんくりんの天然茶ちや髪ぱつのカールヘアーで、ちょっと垂たれ目のたどん目の娘だ。

　忍者達が絶ぜつ句くする中、娘はずんちゃかずんちゃか歩きながら虎牙んとこへとやって来た。

「どうも、刺客に選ばれた血ち桜ざくらかなでですぅ。皆さんの代表として一生懸けん命めいがんばります。よろしくお願いしますぅ」

　ちょっと脳のう味み噌そゆるいんじゃないかって口く調ちようで、娘、かなではそう言うと、ぺっこりと頭を下げた。

　絶句はそれからしばらく続いた。

「べ、虎牙様ぁぁぁぁぁぁ」

　しばらくが終了した後、下忍達からマシンガンのように声が飛ばされた。

「虎牙様。正気でございますか？」

「どうしてかなで様に？」

「一体何なにをお考えで？」

「え～～い、黙れ黙れ黙れ！」

　虎牙は百メートル先の聖せい火かも吹き消せるような大だい音声で忍者達を静かにさせた。

「わしとて不安だが、これは仕方ないのだ」

　ため息を一つ吐き出す。

「手にいれたその寺てら子こ屋やの制服とやらがぴったり合うのがあいつしかいなかったのだから」

「しかし……」

「それにだ、我らの中では、かなでが一番この時代の人間に近しいものがあるように思ってな。喋しやべり方といい、くせ毛といい」

「確かに、この時代の若者は語ご尾びを伸ばす者が多かったでございます。そしてくせ毛の女子も。しかし」

「目立たず溶け込む。これが刺し客かくの鉄てつ則そくだ。だからこそ、この時代の若者に近しい容姿の者でなくてはならぬ」

「でしたら、でしたら上じよう忍にんの変へん面めん丸まる様でも」

「変面丸は持じ病びようの顔面神しん経けい痛つうがひどくて今はどうにもならん」

　虎牙ベンガルは静かに首を横に振った。

「とにかく、かなでに決めたのだ」

「しかし……」

「ここまで説明しても、わしの決断に異い議ぎがありと言うのか？」

　虎牙の顔が険しくなった。牙きばをがちがち鳴らす音が廃はい工場内に響ひびく。

「………………」

　皆みな黙った。そりゃぶちまければ辺り一面がビシャビシャになるくらいの不満は抱かかえてる。だけど、虎牙がここまで言ってるのだ。

　首をはねられたくなければ漬つけ物もの石いしになるしかない。それが体育会系けい社会で生きていく秘ひ訣けつってもんだ。

「よし」

　静せい寂じやくする忍にん者じや達を満足気に目を細めてから、虎牙はかなでに目を向けた。

　かなでは自分のくりんくりん髪を指にからめて遊んでいた。

「かなで！」

「え、はい」

　弾はじかれたように直立不ふ動どうの姿勢を取る。

「自分の任務は分かっているな？」

「はい、ちゃんと書いておきましたからぁ」

　胸の谷間から紙を取り出す。

「えっとぉ、こーこーという寺子屋に潜せん入にゆうし、隙すきを見つけ誠せい之の進しんを暗あん殺さつする。以上ですぅ」

「それぐらい暗あん記きしてほしいんだが……まあ、いいだろう。お前がその寺子屋に潜もぐり込むための手て筈はずは整えておいた。これより、その寺小屋で一番権けん力りよくのある人物の家を襲おそい、血ち桜ざくら流の暗あん示じをかけて来る。だから安心して向かうがいい」

「は～い、任せてください。それじゃ行ってきます」

「どこに行くのだ？」

「どこって、寺てら小こ屋やですよ」

　まっすぐに大きな瞳を向けるかなでに、虎牙ベンガルはため息を吐き出した。

「こんな夜に開かれているはずがないだろう。行くのは明日の朝だ。今日は忍にん具ぐの点てん検けんをした後しっかりと休んでおけ」

「は～～い、それじゃみなさん。おやすみなさ～～い」

　忍にん者じや達ににこやか～に手を振ってから、かなでは印いんを結んだ。

「えい！」

　吸っただけで頭が悪くなりそうなピンク色の煙がぼむむむって出た。

　しばらくして煙は晴れた。

　かなではまだそこで印を結んでた。

　いつまでたってもそうしていた。

　ど～～していいんだか分かんない沈ちん黙もくが、廃はい工場に充じゆう満まんした。

「あはははははは」

　かなでは笑った。

　いや～～まいっちゃったね～ってな笑いだった。

「じゃ、そ～～ゆ～～ことで」

　登場の時と同じくずんちゃかずんちゃか歩き始めたかなでだけど……。

「あ！」

　こけた。何の脈みやく絡らくもなく、いきなりにだ。こてんってこけた。

「いったぁぁぁぁい、右足に左足がからまっちゃったぁ」

　照れくさそうに笑いながらかなでは立ち上がり、

「じゃ、そ～～ゆ～～ことで」

　ずんちゃかずんちゃか去って行った。

　ど～～していいんだか分かんない沈ちん黙もくはまだしっかりと居い座すわってる。

「ふ、不安だ」

　虎牙の口から、そんな言葉がこぼれ落ちた。

　忍者達は皆一いつ斉せいに首を縦たてに動かした。全くの隙すきもズレもない動きだ。これだから体育会系けいはすごい。

　ちなみに、このいかがわしい会合の最さい中ちゆう、血ち桜ざくら忍にん群ぐん頭とう目もく、血桜わに太た朗ろうが何をしてかとゆ～～と。

「う～～ん」

　わにの着ぐるみを着て丸くなって眠ってた。

「むにゃむにゃ、もう食べられないよ」

　ものすごくありがちな寝ね言ごと呟つぶやきながら、ごろんと寝返りをうつわに太た朗ろう。

　寝る子は育つのであった。




　　　　　２




「おい～～っす、おはよう」

　アクビを嚙かみ殺しながら、マコトは二年三組の教室に足を踏み入れた。

　向日葵ひまわり高校は昔からあるけっこう歴史深い高校だけど、数年前にリフォーム隊がどかどか攻め込んで来た。だから教室もけっこういい感じに新鮮だ。

　教室の一番後ろ、その窓まど側がわっていうベストな席によいこらしょと腰を下ろす。

「よ、おはよう。春日かすが」

　悪友の福ふく本もとがひょいひょいとやって来る。相変わらず軽けい薄はくそうな面つらの皮かわだ。

　毎日どれぐらい擦こすればここまで面の皮が薄くなるんだろってマコトはふと考えた。

「ゴールデンウィークボケは治ったか？」

「最初からそんなものなかったよ」

「そんなことないだろ。ゴールデンウィーク明けになんかぐてっとしてたじゃないか」

　福本の台詞せりふに、マコトはふっと懐なつかしい目をして呟いた。

「あの日の朝は大変だったからな」





　もやもやもやもやもや。




「いいえ！　マコト様をお守りするのがこの涼すず葉はの使命。マコト様がこ～こ～という寺てら子こ屋やに向かうと言うならば、この涼葉もついて行くでござる！」

　涼葉は言つた。きつばりと言い切つた。ハンマーで力一いつ杯ぱいぶつ叩たたいても壊こわれそうもない固い意志だ。

「まいつたなこりゃ」

　玄げん関かん先で鞄かばんを片手にしたマコトは、思い切り困ったもんだと息を吐き出した。

　いくらなんでも、涼葉を高校に連れて行ける訳がない。僕のボディーガードなんですなんて説明したって「は？」って馬鹿にされるだけだ。

　それに[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]言うまでもなく涼葉は忍にん者じやだ。外がい見けんだけは現代の服を着せれば誤ご魔ま化かせるけど、中身は骨の髄ずいまで忍者なのだ。

　涼葉の今後のことを考えれば学校ってことも考えなくちゃいけないのかもしれないけど、少なくとも今じゃない。もっともっと現代ってのが分かってからだ。

「なぁ、涼すず葉は。あれ以来血ち桜ざくらって忍にん者じや達も出てこないしさ。もしかしたら僕を殺そうってこともう諦あきらめてるかもしれないよ」

「血桜を侮あなどっては駄だ目めでござる！」

　涼葉はいつになく鋭い声を飛ばした。

「血桜忍にん群ぐんの現頭とう目もく、血桜修しゆ羅ら菊ぎく。あの娘の恐ろしさは半はん端ぱではないでござる。きっと陰より誠せい之の進しん様を狙ねらうでござる」

「しかしな」

「だから、拙せつ者しやもついて行くでござる。そのこ～こ～とやらに」

　こいつはまいったぜ。

　マコトは内ない心しんで少しばかし青ざめた。

　この勢いだ。間違いなく涼葉は学校にくっついて来るだろう。

　そんなことになったら大変だ。クラスの皆の好こう奇き心しんの餌え食じきになってしまう。

　いや、忍者に命を狙われてるなんて状況がばれたら、遠まきに避けられて村八分にされてしまうかもしれない。

　えらいこつちゃえらいこつちゃ。

「分かつた。こうしよう」

　マコトは、ポケットから携帯電話を引っ張り出した。

「これが何かは前に一度説明したな」

「えっと、遠くの人と話が出来るからくり」

「そ～だ。つまりこれを使えば、家にいる涼葉に助けを求めることが出来る。どんな時でもだ」

「しかし[image: さんてん][image: さんてん]」

「高校の場所は分かるだろ？　昨日デパートに行く時に教えたから。僕が助けを呼んだら、そん時は飛んで来てくれれば」

「しかし[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]」

「とりあえずそういうことだから。じゃ、僕ぼく遅刻するから行く。ばいばい」

「マコト様ぁ！」

　飛んで来る声を背中に受けて、マコトは家を飛び出した。




　もやもやもやもやもや。






「おい、マコト。マコト。何ぼ～～っとしてんだよ」

「ん？　ああ、悪い悪い」

「それよか、マコト。俺、面白い話聞きいちまったぜ」

「面白い話？」

「ああ、校長の家によ、昨日の夜に賊ぞくが侵入したんだってさ」

「へ～～………賊？」

　泥どろ棒ぼうなら分かる。強ごう盗とうでも分かる。だけど賊って言葉に、マコトは眉まゆを顰ひそめた。

「賊ってどういうことだよ？」

「だから、賊としか言いようがないんだってよ。何人かで侵入して来ておいて、別に何を盗む訳でもなく去ってったってことなんだから」

「じゃあ、何しに来たんだ？」

「それが分からないんだとよ。たださ、一番笑えるのはその賊の格かつ好こうなんだよ」

　福ふく本もとはくくくって笑いを嚙かみ締めながら言った。

「そいつら、忍にん者じやの格好してたんだってさ」

「……………」

　マコトは笑えなかった。悪いけど笑えなかった。

「忍者だぞ忍者。おかしいだろ？」

　ゴールデンウィーク前のマコトなら鼻で笑ってたろう。おへそでコーヒー沸かしてたかもしれない。

　だけど今は笑えない。なまじっか身近にいるから笑える訳がない。

「まぁ、最近いろんな人がいるしね。人じん面めん犬けんよりは信しん憑ぴよう性あるんじゃないかな？　うん。スカイフィッシュとかチュパカブラとか騒がれてるくらいなんだから、忍者ぐらいいても」

「お前何なに言ってんだ？」

「いや、独ひとり言ごとさ。気にしないでくれ」

　似に合あわないハードボイルドで、マコトはふんって鼻で笑った。

「で、何も盗まれなかったとは言ってたけど、他に被害はなかったのか？」

「被害は、まあ校長が病院に運ばれたってことぐらいか」

「何だって！　そりゃ大変じゃないか」

　青ざめるマコトに、福本は笑いながら言った。

「忍にん者じや刀とうで切りつけられたとか、手しゆ裏り剣けんが刺さったとかそういうことを想像してるならそいつは真赤まつかな間違いだぞ。忍者の格かつ好こうした賊が逃げてった後、なんか頭が痛いってことで病院に行っただけなんだから。単なる頭痛。結局、病院につく頃には頭痛も治ってタクシーで帰ったっていうからな」

「そうなのか………にしても福本。お前詳くわしいな」

「前にも話したろ。俺の家と校長の家は同じ町内だって。町内ネットワークでみんな伝わってくるさ」

「恐れるべし。町内ネットワーク」

　マコトは口の中で呟つぶやいた。そして、自分が少しばかし郊外に住んでることを心の底から感謝した。

　もし福ふく本もとのとこみたいに町内ネットワークがびっちり張り巡らされてるところに家があったとしたら、今頃涼すず葉はのことも大きく広まってることだろう。

　いらない尾ひれや背びれや胸びれをくっつけて大おお海うな原ばらへ泳ぎ出しちゃってるはずだ。ひょっとしたらジェットスクリューなんかもつけちゃうかもしれない。

「神様、どうかへんな噂うわさになって世間から後ろ指を差されませんように。お願いします」

　窓から見える空の、たぶん神様が昼寝してそうな雲に向かってマコトはそっと祈りを捧ささげた。

「お、河かわ原はら先生が来たみたいだ。じゃな」

　福本は軽く手を上げると、一番前の自分の席にと戻っていく。

　がらがらって扉を開けて、担任の河原先生が入ってくる。眼鏡めがねの似に合あう人のよさそうな先生だ。

「え～～皆さん」

　優しい関西なまりで、河原先生は言った。

「突然ですけど、このクラスに転校生です」

　本当に突然だった。前まえ触ぶれも噂も何も全くなかった。

　藪やぶから蛇へびなんてもんじゃない。藪からキングアナコンダだ。

　だもんだからクラスはおおいにざわめいた。

「え～～先生もよくは分からないんですけど、今け朝さ急に校長先生に言われましてね。えっと、知り合いのお子さんだとかなんだとか。ま、そういう訳です。木き桜ざくらさん。入って来なさい」

　河原先生のその言葉を受けて、転校生は姿を現した。

　茶色のくりんくりんの髪の毛。ちょっと垂たれ気味の大きな瞳の女の子だった。

　ついでに言わせてもらえば胸もけっこう大きい（もちろんこっちは垂れてないぞ）。

　こいつはすげえ奴やつがやって来たもんだなって誰もが思った。

　理由は簡単だ。転校生がスキップしながら入って来たからだ。

　転校生は黒板の前まで来ると足を止めた。くるりと皆に体を向けるとぶっとんだ笑顔で言った。

「どうも、この時代の若者の皆さん。こんにちは。あたしぃ、木桜かなでって言います。よろしくお願いしま～～す」

「………………」

　テンションの高さについてけず、クラス一同沈ちん黙もくした。

「えっと、木桜さんは何でも少し変わった風ふう習しゆうを持ってる地方で育ったそうです。そのせいで、いろいろと分からないことも多いようですので、皆いろいろと助けてあげるように。いいですね」

　なんとなく周りを見計らってから皆でこっくりと頷うなずいた。

「よろしい。それでは木き桜ざくらさんの席は………春日かすが君の隣が空あいてますね」

「は～～い」

　かなではやっぱりスキップ踏みながらマコトの隣の席へとやって来た。

「それじゃ、授業を始めるぞ。さっそく昨日の数式のおさらいを」

　河かわ原はら先生の声が聞こえる中、マコトのとこまでやって来たかなでは小声で言った。

「あたしぃ、全力でがんばるんで、よろしく殺されてくださいね」

「ああ、よろし……え？」

「あ、何でもないです。何でも。よろしくお願いします。マコトさん」

「ああ、よろしく」

　殺すとか物ぶつ騒そうな言葉が聞こえたけど、空そら耳みみだってことでマコトは鞄かばんから数学の教科書を取り出し開く。

　そこでおや？　っと小こ首くびを傾かしげた。

「ちょっと待て。何で僕の名前知ってんだろ」

　ちょっとした疑問を覚え、マコトは横よこ目めでチラリと転校生を見た。

　真新しい教科書を開き、真剣な眼まな差ざしを向けてるかなでの姿があった。だけど……問題があった。

　なんなんだこの娘は。

　問題を目まの当たりにし、名前を知ってたなんて些さ細さいなことはすっぱり忘れてしまった。

　ほっといてもよかったんだけど、河原先生もいろいろと助けてあげろって言ってたし、マコトは一ひと言こと忠告してあげることにした。

「あのさ、56ページ。それから………教科書が逆さまだよ。あと、それ保健体育の教科書だから」




　　　　　３




　転校生の木桜かなで。一見脳のう天てん気きでお馬鹿な娘のように見えるがその実体は………やっぱり脳天気でお馬鹿な娘だ。

　いわゆる天てん然ねんって言われる人種だ。

　だけど、そんなかなでは実は忍にん者じや。マコトを暗あん殺さつするために向日葵ひまわり高校に忍び込んだ血ち桜ざくら忍にん群ぐんのくノ一いち、血桜かなでだったのだ！（って言うかバレバレだけど）

　かなでは静かに時を待った。隣に座るマコト、誠せい之の進しんが決定的な隙すきを見せる瞬間をだ。

　そして、その隙は案あん外がい早くやって来た。一時間目の授業が始まって三十分ほどたった頃だ。マコトが居い眠ねむりを始めたのだ。

　教室の一番後うしろっていう好条件。河原先生は魂たましい削けずってかりかり黒い板に白い文字とか記号とか書いてる。こちらは見ていない。

　気持ち良さそうに眠るマコトを横よこ目めで見て、かなではにんまりと微笑ほほえんだ。

「チャンスですぅ」

　セーラー服の胸むな元もとに手を突っ込むと、そこから短刀を引っ張り出した。

　物を隠かくすのは好こう都つ合ごうの胸サイズだけど、それでもここまで隠せるってのは忍しのびの極ごく意いだろう。もしかしたら谷間が四次元ポケットになってるのかもしれない。

　短刀をゆっくりと構える。もちろんその刃やいばの先はマコトに向けられてる。

　えっと、アタシに殺されたからって化けて出てこないでくださいね。命令だから仕方ないんですぅ。

　かなでは心の中でそう呟つぶやくと、勢いよく短刀を振り上げた。と………。

「とまあ、こんな感じに解いていけば正解は導き出される訳だ。パターンさえ覚えてしまえば簡単だろ」

　河かわ原はら先生が振り返ったもんだから、かなでは慌あわてて短刀を引っ込めた。

「それじゃ、今やってもらってた問題の答え合わせをするかな。ん～～っと」

　ぐるりと河原先生は教室を見渡し、一番キョドっている人物の名前を呼ばった。

「木き桜ざくら君」

「え？　はい！」

「一番の問題の答えは何になったかい？」

「はい！」

　かなでは慌てて教科書を摑つかむと立ち上がった。もちろん顔の前で開いた教科書は上下逆さかさまだ。

「う～～んとですね～～」

　かなではとりあえず目の前のページにざっと目を通した。

　目は通したけど、さっぱり分からない。分かる訳がないってもんだ。

　かなでにとっちゃこの時代の数学なんてちんぷんかんな暗あん号ごう以外の何物でもないの。

『分かりませ～～ん。アハハ』ってやろうと思ったけど、待てよって思い止まる。

　かなでは思った。

　もし、降こう参さんしたり答えを間違ったりしたら、とんでもないことになるんじゃないだろうかって。

　戦国時代の寺てら子こ屋やだって、答えを間違ったりしたらゲンコツの一つくらいもらったもんだ。あれから五百年もたってるのだ。さらなる進化を遂とげているかもしれない。

　五百年前のゲンコツが、漬つけ物もの石いしくらいにまでなってても不ふ思し議ぎはないのだ。

　かなではハっとして天てん井じようを見上げた。

　そうだわ。この時代はたくさんのからくりがあるんだもの。もしかしたらこの天井にすでにからくりが仕掛けられていて………。





かなで『分かりませ～～ん。アハハ』

先生『頭の悪い子にはおしおきだよ。ぽちっとな』

かなで『あぁ、先生。今いま押した謎なぞっぽいでっぱりは何ですか？　あ～～～天てん井じように穴が開いてそこから漬つけ物もの石いしさんが覗のぞいてるうう』

先生『もしかして頭がよくなったりして。なんてことないか。もう一回ぽちっとな』

かなで『あ～～漬物石さんがアタシに向かつて落つこちて来るぅぅぅぅ。こないでぇぇぇ。アタシあなたとはうまくやっていける自信がないのぉぉぉ』

　ごっちんこ！！！！






　な、なんて恐ろしい仕組みなの！

　自分勝かつ手てに想像して、自分勝手にかなでは青ざめた。

　お、恐るべし！　未来の寺てら子こ屋や。

「あ、もしかして前の学校じゃやってなかったかい？　じゃ、別の人に」

　河かわ原はら先生の手が壁の謎なぞっぽいでっぱりに向かうのを目もく撃げきしたかなではおおいに慌あわてた。それは単なる電灯のスイッチなんだけど、パニパニを食べまくってるかなでが分かるはずもない。

「分かります分かります！　あはは、分かるに決まってるじゃないですか本当。先生も人が悪いんですから、おほほほ。これからびしっと答えちゃいますよ。覚かく悟ごしちゃってくださいね。答えはですね…そのですね……あのですね」

　かなでは必死になって引き伸ばした。こいつは無理だなと悟さとられたら頭上から漬物石が降ってくる。いくら何でも漬物石を相手にしたらタダじゃすまない。下へ手たしたら死ぬかもしんない。

　生きるか死ぬかの戦いにゴクリと唾つばを飲み込んだ。





　マコトは焼肉屋にいた。よく分かんないけど友達とだ。わいわい騒ぐなかどんどこ肉が運ばれてくる。

　マコトは割わり箸ばしで肉を摑つかむとどんどこ網あみの上に載っけていった。

「おい、火弱くなってないか？」

　誰かが言った。

「そうかな？」

　マコトはちょいと身をかがめると火力調節のダイヤルを見た。

「ほんとだ、一番弱い『ちょい焼け』になってる。どうする？『まあ焼け』と『ごく焼け』それから『コゲ焼け』があるけど」

「コゲ焼け！」

「ＯＫ、コゲ焼けっと」

　マコトはレバーを一いつ杯ぱいまで回した。途と端たんに鉄板の上の肉が音をたてて踊り出す。

「うわ、すごいや。じゅうじゅう言つてる」






　いくら考えても答えは出てこない。神様に祈ったって答えの書いた紙は降ってこない。

　息の詰まる空気の中、かなでの意識がぼんやりと薄れていく。

　あ、アタシこのまま死んじゃうのかしら？　緊きん張ちようと酸さん欠けつで。だけど漬つけ物もの石いしで死ぬよりはマシかも。

　かなでがこれまでの思い出を走そう馬ま灯とうにしてぐるぐる回してる時だった。隣からぼそっと声が聞こえて来た。

「じゅうじゅう」

「じゅう！」

　反射的にかなでは叫んだ。しばしの時が凍りつく。長くて短い間。

「十…………」

　河かわ原はら先生は続きを待ってるようだ。

　そっか、十には続きがあるんだ。一から九までよね。どれか一個言えば当たるかも。だけどアタシの勘かんって当たった試しがないし。あうう、漬物石に頭ぶつけて死ぬなんて、アタシはなんて可哀かわい想そうな女の子なのぉ。





　マコトはやつぱり焼肉屋にいた。わいわいがやがややつてた。

「おい、マコト」

　向かい側からそう声をかけられ、マコトは顔を上げた。

「呼んだ？」

　だけどお向かいは誰もマコトを見ちゃいなかつた。ぺちゃくちゃ周りとお話ししてる。

「ねえ、呼んだ？」

　店内の賑にぎやかさもあつて、マコトの声は届いていないようだつた。

　マコトは大きく息を吸い込むと大きな声で叫んだ。

「呼んだ？」






「よんだぁ」

　またまた隣から声が飛んで来た。やっぱりかなでが走馬灯をぐるぐる回してた時だ。

「よんです！」

　かなでは反射的に叫んだ。

「じゅうとよん。十四です！」

　ぴしゃりと叩たたき付け、教師の瞳をはったと睨にらみ付ける。

　張りつめていた空気が、音をたてて崩くずれ落ちた。

「そうだ、14だ。なんだ、出来るじゃないか。これなら普通に授業を進めてもいいな。うん、優秀優秀」

　河かわ原はら先生はうんうんと頷うなずきながら別の説明を始める。

　かなでは席に座ると、感動に潤うるんだ瞳でマコトの寝顔を見つめた。

　答えを教えてくれるなんて、なんていい人なのかしら。

　感動にひたること三十秒、それからおまけで二十秒、合計五十秒が経過したあと、かなではやっと本来の任務を思い出した。

　そうだ！　アタシは、暗あん殺さつしに来てたんだった。うっかり忘れるところだったわ。

　アタシって駄だ目めねって感じにコツンとおでこにゲンコしてから、かなでは再び短刀を引っ張り出した。

「じゃあ、次の問題は前に出て来てやってもらおうかな。えっと、春日かすが君」

　かなでは慌あわてて短刀を引っ込めた。

「ま～～た寝てますか。しょうがないな。木き桜ざくらさん。起こしてくれませんか？」

「はぁ」

　かなでは隣のマコトの肩を揺さぶった。

「マコトさん。マコトさん」

「……………ん？」

　目覚めたマコトはむっくりと頭を上げるとしょぼしょぼした瞳して呟つぶやいた。

「ネギ塩カルビまだ？」

　クラスに笑い声が湧わき起こった。

「春日君。目が覚めたばかりで悪いんだけど」

　河原先生は苦にが笑わらいしつつ黒板の問題をチョークで叩たたいた。

「この問題を解いてくれないか？　出来るとこまででいいから」

「はぁ」

　気のない返事を返したマコトは黒板の前へと進んでいった。

　チョークを手に直立する。ざっと問題に目を通し、マコトは心の中で頷いた。

　うん、さっぱり分からんぞ～。

　出来るところまででいいと言われても、それは何の慰なぐさめにもならない。出来るところがないからだ。

「まいったなこりゃ」

　マコトは小声で呟いた。




　そんなマコトの背中を見つめつつかなでの目がキラ～～ンって光った。

「チャンスです！」

　かなではにんまりと微笑ほほえむとセーラー服の胸むな元もとに手を突っ込んだ。

　取り出されるのは鈍い光こう沢たくを放つ手しゆ裏り剣けんだ。

　かなでは目を細め狙ねらいを研とぎ澄ました。腕に走る神経の一本一本に集中する。

　手裏剣を打ち出そうと手首をしならせたまさにその瞬間。その声は外から聞こえて来た。

『た～～けや～～～～さおだけ～～～』

「ありゃりゃりゃりゃ」

　思わず脱だつ力りよくしちゃったかなでの手から手裏剣がすっぽ抜けた。そのまま天てん井じようにガスっと突き刺さる。

「も～～、何なんですかぁ」

　外を睨にらみ付けてから、かなではもう一度胸むねに手を突っ込み手裏剣を引っ張り出す。

「今度こそ………」

　目を細め狙いを研ぎ澄ました。呼吸を止めその一瞬を計る。心が針になる瞬間だ。

　来た！

　目を見開き、ためていた力を解き放とうとしたその瞬間。その声は外から聞こえて来た。

『ふるしんぶんふるざっしちりがみこうかんでございます』

「ありゃりゃりゃりゃりゃりゃ」

　今度もすっぽ抜けた手裏剣は、しっかりと天井に突き刺さる。先さき程ほどの手裏剣と仲良く並んでた。

「も～～、何なんですか本当に」

　外に向かってい～～って歯を剝むき出して威い嚇かくしてから、かなではまた谷間の四次元ポケットに手を突っ込んだ。

「三度目の正直です！」

　って呟つぶやいた直後だった。

　キ～～ンコ～～ンカ～～ンコ～～ン

「お、終わりか。それじゃこの問題は次の時間だな。この次のページの問題を宿題にするから皆やってくるよ～に」

　河かわ原はら先生は皆にそう告げると、教室を出て行った。

「いや～～助かった助かった。チャイムに救われたって奴やつだな本当」

　ほくほく顔で帰ってくるマコトに、かなでは半はん泣なきの顔を向けると力強く言った。

「いい気にならないでくださいね。次こそは失敗しませんから！」

「は？」

　マコトには何がなんだか分からなかった。分かる訳ないってもんだ。
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　二時間目の英語。三時間目の体育。四時間目の古こ典てんを経て、安あん息そくの時がやって来た。昼休みだ。

「ふ～～終わった終わった」

　マコトは元気よく古典の教科書をカバンに突っ込むと、今度は弁当箱を引っ張り出した。

「お！　今日は弁当の日か」

　福ふく本もとがパンを齧かじりながらやって来ると感心したように言った。

「たいした弁当じゃないさ。ご飯はんつめてふりかけかけて、おかずの残りがあったらつめてくるだけ。たまにはこうやって切り詰めるところは切り詰めてないとこずかいに回す分がなくってさ。来月はまた面白そうなゲームが出るってのに」

　マコトはへらへら笑いながら弁当の包みを開ける。そんな様よう子すを横よこ目めで見ながら、隣のかなではふふんって鼻で笑った。

　笑っていられるのも今のうちよ。その弁当がどんなことになっているのか知った時が、絶望を感じる時なんですから。





　もやもやもやもや




　三時間目は体育の授業だった。空からっぽになった教室にこそこそと入ってくる人ひと影かげがあった。

　見るからに怪しいピンクパンサーステップを踏んでいるのは、かなでだった。

　かなではマコトの席に近寄ると静かに鞄かばんを開け弁当箱を取り出した。

　マコトの弁当箱の蓋ふたを開ける。

　ふりかけご飯が姿を現す。かなではにんまりと微笑ほほえんだ。

「ふふ。これに血ち桜ざくら忍にん群ぐんに伝わるこの毒どく薬やく、人ひと転ころ利りを混ぜれば」

　かなでは胸むな元もとから竹の筒つつを取り出した。

「一口食たべればその場でコロンです」

　キュポっと木の棒の栓せんを抜くとさっそくご飯の上に振りかけようとする。だけどそこんとこでかなでの手が止まった。

　ぎゅるるるるるるるるるるる。

　かなでのお腹なかで、壮そう絶ぜつな虫の声が響ひびいた。

「そういえば、昨日の夜からちゃんとしたものを食べてなかったわぁ」

　かなでは目の前の弁当箱を見下ろした。なんだか米こめ粒つぶの一つ一つがおいでおいでをしてるように見えてくる。

「[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]ちょっとくらい食べても分からないよね。ようは誠せい之の進しんに一口食べさせればいいんだから」

　かなでは胸の谷間から取り出した箸はしを、がちょんと構えた。




　もやもやもやもや






　計画は完かん璧ぺきだったわ。少しだけつっついてアタシのお腹なかの虫むし子こちゃんをなだめたのち、ご飯の上に人ひと転ころ利りを振りかける。それを食べた誠之進はコロリンとあの世行き。完璧すぎるくらい完璧な計画だったわ。そう、予期しない出来事さえ起きなければ。




　マコトは弁当箱の蓋ふたに手をかけた。

「じゃ、いっただっきま～～す」

　元気よく蓋を開けたマコトは弁当箱を覗のぞき込み呟つぶやいた。

「空からっぽだ」

「だって仕方なかったんですもん～～虫子ちゃんが全然言いうことを聞いてくれなくて」

　突然、机に突つっ伏ぷしてわめくかなでにぎょっとしてから、マコトは改めて弁当箱を覗のぞき込んだ。

「う～～む、見事に空っぽだ。米こめ粒つぶ一つ残っちゃいない」

「ご飯はん入れ忘れたんじゃないのか？」

「そりゃないって。間違いなく朝詰つめて来たんだから。きっと誰かに食べられたんだよ」

「あんなふりかけかけただけのご飯を盗み食いするなんて、そ～～と～～ひもじい思いしてる奴やつがいたんだな」

　ヤキソバパンを齧かじりながら、福ふく本もとが笑った。

「諦あきらめて購こう買ばいにでも行って来いよ」

「そ～～する」

　マコトはよろよろと立ち上がった。

　隣のかなではまだ机に突っ伏して唇くちびるを震わせてた。何か分かんないけど声をかけないのもちょっと悪い気がした。

「あの………木き桜ざくらさん」

「かなでって呼んでください～～」

　涙と鼻はな水みずって賑にぎやかな顔を持ち上げ、かなでは言った。

「かなでさん………どっか具合でも悪いの？」

「違うんですぅ。虫子ちゃんをしつけられなかった自分自身が情なさけなくなってるだけですぅ」

　ハッキリ言ってこいつ何なに言ってんだ状態だ。もう苦く笑しようするしかない。

「はは、何だか分かんないけど、がんばって」

「かなでちゃんは、お弁当？」

　なれなれしく福ふく本もとが声をかける。

「いいえ」

　ぶんぶんと首を横に振って涙と鼻はな水みずをまき散らすかなでを見て、福本は言った。

「ならマコト。購こう買ばい所に連れてってやれよ」

「ああ、僕、これからお昼買かいに行くけど、かなでさんどうする？」

「お昼を……買いに行く…………」

　そう言葉を繰り返したかなでは、ゆっくりとその顔に笑えみを浮かべた。

「そっか、まだ終わってなかったですね。その手があったんですね」

「え？」

「そのこ～～ばいじょってのはどこにあるんですか？　教えてください！」

「階段を下りて一階まで行ってその一番端はしっこ」

「分っかりましたぁぁぁぁぁ！　じゃあお先に行ってます！　少し時間を置いてから来てくださいね」

　一方的にまくしたててから、かなでは教室を飛び出して行った。

　マコトと福本はただ黙って二、三度瞬まばたきなんかした。

「なあ、マコト。あの娘どうしたんだ？」

　マコトは肩をすくめて答えた。

「春だからなあ」




「三食アンパン！」

「カレーパン！」

「ツナサンド！」

「炭たん酸さん抹まつ茶ちやスルメ味ジュース！」

「牛乳一つ」

　購買所は大だい混雑していた。

　並べられたパンの前には弁当を持ってこない人々が押し寄せていた。

「よく分かんないから指差してください！」

　購買のおばちゃんがかなきり声を上げていた。ただなんだか今日のおばちゃんはちょっとおかしかった。

　なんか頭からフードかぶってるし顔を見せてくんないしパンの名前言いっても分かんないし手て際ぎわ悪いしお金数かぞえられないし。

　今さっきまではいつもの購買のおばちゃんだったけど、商品を取りに一回店みせの奥に入り出てきた時にはおかしくなってた。

　でも空腹で脳のう味み噌そに血液が回っていない状況下でそんなことに気を止める奴やつはいない。

　ちなみに、ロープで縛しばられて猿ぐつわはめられたおばちゃんがむーむー言ってるのがカーテンが揺れるたびにチラチラ見えてたけど、やっぱり気にする奴はいなかった。

「もう面めん倒どうくさいからお金は玉一個でいいですぅ」

　百円玉と引き換えにパンを配りながら、ニセのおばちゃんはほくそ笑えんだ。

　アタシの完全な変へん装そうは見破られてないですね。きっと誠せい之の進しんだって気がつかないはずよ。

　そう、ニセおばちゃんの正体は、なんとかなでだったのどぅわ！（はいはい）

　誠之進が来たら、人ひと転ころ利りをたっぷりと振りかけて押しつけてやります!!

「すいませ～ん。焼きソバパンください。焼きソバパン」

　間違いない。マコトの声だ。

「えっと、どれですかぁ？」

「これですこれ」

「はい、これですねぇ」

　かなでは指差されたパンを手にとると、くるっと背中を向けた。

　電でん光こう石せつ火かの早はや業わざでビニールを剝はぎとると胸むな元もとから引っ張り出した竹たけ筒づつを逆さにして振りかける振りかける振りかける。魂たましい込めてこれでもかってくらい振りかける。

　そしてまた何事もないように包んでマコトに渡した。

「どうも、はいお金」

　マコトはお金を置くと焼きソバパン片手に戻って行った。

「これで任務も終わった……のね」

　かなでは、誇らしげに、しかしどこか寂しさのあふれる口く調ちようで呟つぶやいた。

「購こう買ばいのおばちゃん！　コーヒー牛乳」

「購買のおばちゃん！　ツナサンド！」

「購買のおばちゃん！　こっちにコロッケパン」

「購買のおばちゃんおばちゃん！」

「うるさいですぅ！　こんな若くてぴちぴちまな板で跳ねてる乙女おとめを捕まえておばちゃんおばちゃん言わないでくださいぃぃ！」

　かなでは縛っていた本物のおばちゃんの縄なわを切った。

「どうも、お世話様でしたぁ」

　変へん装そうに使ってたエプロンを残してかなでは姿を消した。

「………何だったのかしらね」

　購買のおばちゃんは呆ぼう然ぜんと呟いた。だけど、状況はそんな時間を許してくれない。

　カウンターの向こうからはおばちゃんを呼ぶ声が響ひびいてくる。

「いけない、生徒さんがお腹なか空すかせて待ってるわ」

　購こう買ばいのおばちゃんは大だい魔ま神じんのごとく立ち上がった。立りつ派ぱなもんだった。




「ただいま～～」

「おうお帰り。混んでたろ。俺混こむのがやだから朝コンビニで買ってくるんだ」

「正解だよ。だけどわりと早く買えたな。おばちゃんがすぐ気がついてくれて」

「そりゃラッキーだったな」

「それよか、なぁ、購買のおばちゃん変わってたぞ」

「え？　そんな話は聞いてなかったが」

「顔はよく見えなかったが、けっこう若い娘だった。胸も大きかったし」

「なんだと、そりゃ後で見にいかないと」

「マメだなぁ本当に。じゃ、いっただっきま～～す」

　がぶりんちょ！

「うっ！」

「どうしたマコト？」

「この………パン…………おえええ」

「しっかりしろマコト。マコトぉぉぉぉ！」




　かなでは重いため息を吐き出しながら、帰りの廊下を歩いていた。

　悲ひ願がんを達成し歓かん喜きしてもおかしくない状況なのに、何な故ぜか心は晴れない。

　だいたい悲願悲願って騒いでるのは周りであって、実のところかなではそんなでもないのだ。

　確かに、藤ふじ嵐あらし誠せい十じゆう郎ろうによって仕えてた主あるじは殺された。頭とう目もくだって殺されちゃった。

　残った血ち桜ざくら忍にん者じやとしては、何が何でも復ふく讐しゆうしなくちゃやってらんないってとこだ。それはよっく分かる。

　だけどその復讐の矛ほこ先さきが相手の息むす子こにまで及んでるっていうのが、どうにもかなでにはしっくり来ないとこなのだ。

　マコトの顔が浮かんだ。少なくとも悪人の顔じゃない。どっちかっていえば人のよさそうな顔だ。

　後ろめたいようなやるせない気持ちで一いつ杯ばいになって、かなでははあってため息を吐き出した。

　すぐ近くに窓があった。窓からは真っ青な空が見えた。

　かなでは空に向かって両手を合わせると目を閉じてもごもごした。

「あれ？　かなでさん。何してるの？」

　背後から声をかけられ、かなではやっぱり両手をすり合わせながら答えた。

「祈ってるんです。マコトさんが天国へ行けるように」

「…………気持ちは嬉うれしいけど、まだずっと先の話なんだけどな」

　背後で苦く笑しようの交じった声が響ひびいた。

　かなではその声こえ質しつに気がつき、目を見開いて振り返った。

「マコトさん！」

　かなでは真っ青になった。と、次の瞬しゆん間かん地面に這はいつくばる。

　保証書つきの土ど下げ座ざって奴やつだ。

「すみませんすみませんすみませんすみませんすみませんすみません。ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　仕方なかったんです。命令だったんです。虎牙ベンガル様の顔が恐いからいけないんです。化けて出てこないでください。お願いしますお願いします。毎年お墓参まいりします。お団だん子ごだってお供そなえします。だから、だから」

「あの………何、言ってるのかな？」

「お彼ひ岸がんには菊の花でお墓をかざりますぅ。お葬そう式しきにもちゃんと出ますぅ。だから許してくださいぃ。成じよう仏ぶつしてくださいぃ」

　涙と鼻はな水みずですんごいことになってる壮そう絶ぜつな顔を向けられ、マコトは苦く笑しようした。

「成仏しろって言われても……僕、まだ生きてるんだけど」

「へ？」

　かなではぽかんとして目をぱちくりさせた。それから手を伸ばすとマコトの足をペタペタと触りまくる。

「足がありますぅぅぅぅぅぅ」

　かなではずさささささささっと後ずさると壁に背中をくっつけた。

「ど～～ど～～して足があるんですか！」

「ど～～してって、言われても………」

　マコトはう～～むって考え込んでから答えた。

「人間だからかな？」

「そんな………信じられません……」

「信じられないって言われても困るんだけど。だって人間なんだから」

　苦しく笑ってから、マコトは言った。

「じゃ、僕ちょっとトイレに行くから」

　厄やつ介かい事ごとからはさっさと退たい散さんとばかしに、マコトはその場をあとにした。と、何かを思い出し足を止め振り返る。

「かなでさん。もしまだ購こう買ばいに行ってないんだったら、焼きソバパンは止めといた方がいいよ。なんかすっごく苦にがかったから」

　それだけ言い残し、マコトは男子トイレに姿を消した。

「どういうことなの？　落ち着いて考えるのよかなで。落ち着いて」

　かなでは懐ふところから丸がん薬やくの入った竹たけ筒づつを取り出しそれを飲み下した。

　忍にん者じやの丸がん薬やく。千せん種類の草花を調合して作ったという千せん草そう丸がんだ。

　万まん病びように効くっていういかがわしい薬で、頭痛に胸やけ、食あたり水あたり便べん秘びなんでもござれって言われてる。精神安定剤ざいも兼ねてる。噂うわさでは拒きよ食しよく症しようもマレッジブルーも治った例があるらしい。

「え～～っと、確かにアタシはあのパンって食べ物に人ひと転ころ利りを入れたわ。人転利を飲んだ人間はコロリって死んでしまうはず。なのに誠せい之の進しんは生きている。つまり食べなかったってこと？　だけど苦かったって言ってたし………ちょっと待って、確か人転利って飲ませる時とき相手に分からないように無む味み無む臭しゆうにしてあったはずじゃない。苦いのは千草丸の方で……」

　そこまで言ったとこで、かなではうっと声を上げて倒れた。

「ふ～～～すっきりした」

　男子トイレから戻って来たマコトが、泡あわをぶくぶく噴ふいてるかなでと対面するのはその直後だった。

「かなでさん。そんなとこで寝ちゃ駄だ目めだよ……っておい！　泡ぶくぶく噴いてるよ！　なんか白しろ目めむいちゃってるし！　ぴくぴく痙けい攣れんもしちゃってる。誰かぁぁぁ！」




　　　　　５




　かなでが目を開けると、目の前には白い天てん井じようがあった。

「あ、気がついたみたいね」

　天井と同じ色の服を着た女の人が、垂たれ下がる布の隙すき間まから顔を突っ込んだ。

「よかった。一時はどうなることかと思ったけど何事もなくて。あ、午後の授業は別に無理して出なくてもいいからしっかり休んできなさい。あと」

　女の人は付け加えるようにして言った。

「同級生の男の子にちゃんとお礼を言うのよ。名前は確か………春日かすがって言ってたかしら」

「春日………」

　かなでは思い出した。暗あん殺さつしようとしている誠せい之の進しんが、ここでは春日マコトと呼ばれてることを。

「誠之……じゃなくて、マコトさんが」

「そうそう、彼があなたをおんぶして保健室まで突っ走って来てくれたんだから」

「そ～～なんですか」

「先生ちょっと教務室に行かなくちゃならないの。すぐに戻ってくるから大人おとなしく寝てなさいね」

　女の人はそれだけ言うと、姿を消した。

「マコトさんが…………アタシを運んで」

　考えれば考えるほど、殺さなくちゃって決意がしょんぼりとしょぼくれてくる。

「いけないいけない」

　かなでは強く首を振ると、別な方向に思し考こう回路を向けることにした。

　ズバリ、どうしてこんなことになったかだ。

　どうして人ひと転ころ利りを飲ませたはずの誠せい之の進しんがピンピンしていたのか？

　どうして千せん草そう丸がんを飲んだ自分が倒れてしまったのか。

　謎なぞはすぐに解けた。二本の竹たけ筒づつを胸むな元もとから引っ張り出したかなではケラケラと笑った。

「やだ～～アタシってば二つを間違えちゃったんだ。青い印しるしが人転利で赤い印が千草丸だと思ってたけど、本当は逆だったんだ。あはははは」

　も～～アタシってば馬鹿なんだから～ってひとしきり笑ってから、ふと新たな疑問を覚える。

「でも、どうしてアタシ生きてるんだろ？　人転利を飲んだのに」

「それはわしが解げ毒どく剤ざいを飲ませたからだ！」

　突然の虎牙ベンガルの登場に、かなではおおいに驚いた。

　そりゃそうだ。髭ひげ面づらの恐い顔がベッドを突き破って生はえてきたのだ。これでびっくりしないのは庭石か漬つけ物もの石いしだ。

「べ、虎牙様！　ど～～して？」

「お前のことが心配で様よう子すを見に来たのだ」
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　虎牙ベンガルは言った。言い切った。

　他にも出てくる場所はたくさんあったはずなのに、なんでこんなとこから出てきたかの説明はいっさいなかった。

「そしたら案あんの定じようこれだ。それでも血ち桜ざくらのくノ一いちか!!」

　虎牙の怒ど号ごうが飛んだ。かなでのくりんくりんヘアーが思わず後ろに棚たな引びいちゃうくらいの風力だ。

「ず、ずびばせ～～ん」

　涙やら鼻はな水みずやらの体たい液えき流して、かなでは謝った。

「あだじってばいっつもこうなんです。何かしようとすると必ずポケするんです。昔っからなんです。いっづもいっづも」

「こら、泣かなくてもいいだろ」

「あ～～～～～ん」

　大量の涙と鼻水まき散らして泣きわめくかなでに、虎牙はアゲハの幼虫でも嚙かみ潰つぶしたような顔を見せた。

「……ほら、さっきこの時代の菓か子し屋で買った飴あめだ」

　ぺろぺろキャンディーを突き出したら、かなではケロって機き嫌げんをよくした。

「あ、虎牙様。ありがと～～ございます～～」

　蓋ふたをしたって溢あふれてくるような笑顔でぺろぺろキャンディーを嘗なめるかなでに、虎牙は心の底からため息を吐き出した。

「なぁ、かなで。どうしてわしが今回の任務にお前を抜ばつ擢てきしたか分かるか？」

「え？　ですから、アタシのこの喋しやべり方とくりんくりんの髪の毛がこの時代の女の子に似てるって」

「確かにそれは噓うそではない。だが一番の理由は、お前に手て柄がらをたてさせたいからだ」

　一ひと呼吸置おくと、虎牙は静かに語った。

「お前の死んだ父、血桜金かな縛しば丸まるとわしは無む二にの親友だった。ともに忍にん術じゆつを学び戦った友だ。その娘のお前が、ぽけぽけくノ一のあだ名で皆に馬鹿にされているのがどうにも不ふ憫びんでな」

「虎牙様……」

「誠せい之の進しんを見事討うち取れば、ぽけぽけくノ一のあだ名も消えるだろう。金かな縛しば丸まる、あいつもきっとあの世で喜ぶはずだ」

「そんなことまでお考えになられてるなんて」

　かなでは泣いた。また泣き出した。また涙とか鼻水とかいろんな体液をまき散らした。

「分っかりました。次こそ、次こそは春日かすがマコト、藤ふじ嵐あらし誠せい之の進しんを仕し留とめて見せます！」

「うむ、頼んだぞ。期待しているからな」

　虎牙はそれだけ言うと、またベッドの中に引っ込んだ。

　最後まで、そんなとこから出てきた理由の説明はなかった。

「覚かく悟ごしてください！　マコトさん！　もう手て加か減げんはしません!!」
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　終業のチャイムが鳴り響ひびいた。マコトはう～～んって伸びをした。

「さ～～ってっと、帰るかな。今日の食事当番は僕だし、買い物して帰んなくちゃ」

　たいして見もしなかった教科書やらをぽんぽん鞄かばんに押し込み、マコトは立ち上がる。

　と、空からっぽの隣の席に目が向けられた。

「帰りにちょっと保健室に寄ってくか。心配だし」

　そう呟つぶやくと、マコトは適当に挨あい拶さつを飛ばし教室を出た。




「出て来ましたね」

　物もの陰かげからマコトを覗のぞき見ていたかなでは口の中で呟いた。

　まだ人通りのない廊下を、のんたら歩いてる。最高に狙ねらいやすい状況だ。

「マコトさん」

　かなでは奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

「アタシ個人としては恨うらみは全然全くこれっぽっちもないですけど、とにかく死んでください」

　しゅばばばばばばばばばばばばば！

　かなでの手からマシンガンのように手しゆ裏り剣けんが放たれた。




「にしてものどかだよな。こりゃ本当に血ち桜ざくらって忍にん者じやの人達、僕のこと諦あきらめたのかもしんないぞ」

　なんてこと呟きながら吞のん気きに歩くマコト。と………。

　ガシャン！

　ガラスの割れる音が響いた。

「あぁ、誰かやったな」

　ガシャンガシャンガシャン！

　さらに立て続けに何回も鼓こ膜まくに飛び込んでくる。

　マコトは足を止め振り返った。

　自分の歩いてきた廊下のガラスが全すべて割れていた。

「う～～む」

　マコトは腕を組んでから再び歩き始めた。

　ガシャンガシャンガシャンガシャン！

　さらにガラスの割れる音は響く。

「なんでだ？」

　マコトは努めて真剣な顔でそうぼやいた。

「これが噂うわさのポルターガイスト現げん象しようって奴やつなのか？」




「駄だ目めですぅ」

　かなでの手から手しゆ裏り剣けんが落っこちた。

　どうしても狙ねらいを定めることが出来ない。躊躇ためらう気持ちが強すぎるのだ。

「虎牙ベンガル様。かなではやっぱり非ひ情じようになれません。まだまだ修行が足りないんですぅ」

　かなではがっくりと膝ひざをつくとはらはらと涙をこぼした。

「駄目よ。かなで。元気を出さなくちゃ。あなたは血ち桜ざくらの刺し客かくなんだから。虎牙様の期待が肩にかかってるんだから。重いわ。あ～重い。だけど負けないわ」

　かなでは、少女マンガちっくに涙を拭ぬぐった。

「手裏剣だからいけないんです」

　セーラー服の胸むな元もとからこんどは拳こぶし大だいの黒い粘ねん土どが取り出された。

　素早く手を動かしてそれをこねくり回す。魔法でも見ているかのごとくかなでの手の中でそれはとある形を形作る。

　黒い色、丸い形、突き出た導火線。爆ばく弾だんを絵に書いたような爆弾野や郎ろうだ。

「血ち桜ざくら忍にん法ぽう、猫かぶり爆弾！」

　かなでは絵え筆ふでを取り出した。そう、絵筆にて色彩を施ほどこすことにより、人々はそれが爆弾であることに気がつかない。これが猫かぶり爆弾の恐ろしさなのだ。

「えっと、さっき見つけたこの本を見て」

　スポーツ大百科って本を取り出しぺらぺらとめくる。たくさんの玉たまの写真が写ってた。

　その写真に忠実に、かなでは色彩を施した。

「よし、これなら爆弾だなんて気がつかないはず」

　かなでは火をつけるとそれをマコトの足あし下もとに向けて転がした。




「おや？」

　マコトは突とつ然ぜん転がってきた白い玉に目を落とした。

「これ、ソフトボールの玉じゃないか」

　拾い上げて窓から下を見ると、運が良いと言うか悪いと言うか、練習に向かうソフトボール部員歩あるいていた。

「お～～～～い」

　マコトは白い玉を落とした。

「忘れ物だよ～～～」

　部員はボールをグローブでキャッチすると不ふ思し議ぎそうにそれを見つめている。

「備品は大切にしなくちゃな」

　歩き出したマコトは外でボカァァァァァァァァァァァァンと何かが弾はじける音を聞いた。

　不思議に思って窓から顔を突き出すとチリチリパーマでソフトボール部員が倒れていた。

「不思議なこともあるもんだ」

　マコトは心しん底そこ不思議そうに呟つぶやいた。




「く～～～～さすがです！　マコトさん。だけど次はこうはいきませんよ」

　かなでは本を参考にし、さらに絵え筆ふでをぺったらぺったら動かした。ぺったらぺったら動かして、様々な爆ばく弾だんを作り出す。

　それら全部に火をつけ、かなでは転がした。

「そ～～れ～～」




　突とつ然ぜん転がって来たボール達に、マコトは目をぱちくりさせた。

「これはバスケットボール。これは野球のボール。それからピンポン玉。ボウリングの玉。ゴルフボールにバレーボール。何だってこんなにたくさんボールが」

　マコトは不ふ可か解かいそうに首を傾かしげた。

「どうも今日は玉に縁えんがある日らしい」

　マコトは散さん乱らんする玉をしばし見つめてから拾い上げようと手を伸ばした。

　と、そんなマコトへ突進してくる男達がいた。

　通りすがりのバスケ部と野球部と卓球部とバレー部とゴルフ同好会とボウリング愛好会の人達だった。

「バスケットボールぅぅぅぅぅぅぅ。これで練習が出来るぅぅ」

「ピンポン玉ぁぁぁぁぁ。これで練習試合が出来る」

「ピッチング練習が出来るぅぅぅ」

「壁かべ打うちが出来るぅぅぅ」

「マイボールで漬つけ物もの石いしになるぅぅ」

「打ちっ放ぱなしが出来るぅぅぅぅ」

　通りすがりの運動部集団はそれぞれのボールをピックアップして通り過ぎて行った。

「不ふ景けい気きで予算も削けずられてるらしいからな。運動部も大変だ」

　マコトが呟き、さぁ帰ろうと歩き出した次の瞬間。

　ちゅどどどどどどどどっどおどん！

　運動部集団が去っていった方向から校舎を揺るがす爆発音が響ひびいた。

「一体何なんなんだ？」

　心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに、マコトは呟つぶやいた。




「誤ご算さんだったですぅ。まさか爆ばく弾だんを拾って行っちゃう人達がいたなんて」

　かなではがっくりと肩を落とすが今度もへこたれない。

「今度は誰も拾っていかないような訳の分からない物を作りますぅ」

　かなでは、やっぱりどっかで拾って来た情報雑誌を引っ張り出すとそれを広げた。




「今度は何なんだよ」

　疲れた息を吐き出すマコト。

　彼の周りにはフライパンとか、美少女フィギアとかギターとかラッパとか電車の模型とか妙みような壺つぼとか囲い碁ご盤ばんとかバカ殿とののかつらとかみかんとか全く統一性のない物が散らばった。

　なんてことはない。玉達と同じく何ど処こかから転がって来たのだ。

　と、同時に向こうからやってくるちょっとひょろひょろした集団。

「フライパァァァァン！」

「美少女フィギアぁぁぁ」

「ギターでセッション！」

「ラッパーッパー！」

「出発進行！」

「芸術さくひ～～～ん」

「囲碁ぉぉぉぉぉぉ」

　通りすがりの料理研とアニメ研と軽音部と吹すい奏そう楽がく部と鉄道研と美術部と囲碁部がお目当ての物を拾って走り去っていった。

「バカ殿様ぁぁぁぁぁ」

　最後は通りすがりの演劇部だった。

「文化系部の予算もだいぶ削さく減げんされたって話だしな」

　マコトは最後に残ったみかんを拾い上げ匂においを嗅かいだ。

「うわ、へんな匂いがする。これもう駄だ目めだな」

　ぽいっと近くのゴミ箱にみかんを捨てて歩き出す。

　ちゅどどどどどどどどどどどど。

　さっきと同じように爆発音が響ひびいた。

　ちゅどぉぉぉぉぉん。

　最後にごみ箱が吹っ飛んだ。マコトは目をぱちくりさせた。

「一体何なんなんだ？」




「導どう火か線せんが長すぎるからいけないんですう」

　極限まで短く導火線を切ったかなでは火をつけると大きく振りかぶった。

「三度目の正直です！」

　ちゅどぉぉぉぉぉぉん。

　振りかぶったかなでの手の中で三度目の正直が爆発した。

　爆ばく煙えんの晴れた後には、煤すすに塗まみれたかなでの姿があった。

「コホッ」

　かなでは真っ黒い息を吐き出した。

「さすがです！　マコトさん。それでこそ殺しがいが……」

　かなではその場にばったりと倒れた。




　角を曲がったマコトは、そこで天国に一番近い人になってる人物を見つけた。

「大変だ！　かなでさんがまた倒れてる！　なんか真っ黒になってるし髪の毛がチリチリになってるし！　白しろ目めむいてるし黒い息いき吐き出してるし。誰かぁ！」
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「ただいま～～」

　買い物袋ぶくろをぶら下げてマコトが家の扉を開けた途と端たん……。

「お帰りなさいませ。マコト様！」

　しゅたっと涼すず葉はが姿を現し、玄げん関かん先に忍にん者じや座ずわりしてマコトを出迎えた。

　まるで瞬しゆん間かん移動して来たかのような出現の仕方だ。何度見みても感心させられてしまう。

　こいつ、加か速そく装置でも組み込まれてるんじゃないだろうな？

　毎度のことながらマコトはそんなことを考えた。

「マコト様！　怪け我がはないでござるか？　血ち桜ざくらの忍しのびは姿を見せなかったでござるか？　こーこーでは何事もなかったでござるか？」

　いつもと同じように飛んで来る質問に、マコトはうんざりしながらも答えた。

「怪我もないし、血桜って忍者達も姿を見せなかったし、いつもと同じ……」

　そこでマコトは言葉を止めると、少し考えてから言った。

「いや、いつもよりはちょっとばかし賑にぎやかな一日だったかな。ガラスがバリ～ンでゴミ箱がどっかんでかなでさんがバタンキュー」

「はあ？」

　涼葉は眉まゆ毛げと眉毛の間にミミズを三匹びき走らせた。

「まあ、個性的な転校生がやって来て賑やかになったって言うかなんて言うか。詳しいことは夕飯の時にでも話すよ」

　マコトは笑いながら家の中に入るとさっさと鞄かばんを放り出した。

「さ、夕飯の支し度たくするとすっかな。今日はカレーを作ろうと思うんだ。いつもはレトルトだけど今日はちゃんとカレールーで作るぞ。作り方見とくか？」

「はい！」




　一方その頃、個性的なかなでさんは。




「ずびばせん～～！」

　わに太た朗ろうをはじめとする血ち桜ざくらの皆様を前にして、額ひたいを廃はい工場の床に擦こすり付けてた。

　もちろん、涙とか鼻はな水みずとかのいろんな体液も床に擦り付けてた。

「がんばったんですけど、失敗してしまいました～～」

　別に誰も怒らなかった。

　なんてことはない。多分こ～～ゆ～～ことになるんじゃないかってうすうす予想はしてたからだ。

「だけど大丈夫です！」

　ほこりで黒くなったおでこを持ち上げ、かなでは自信てんこもりで言った。

「白い天てん井じようを見つめながらアタシすっごいすっごい作さく戦せん思いついちゃいました。明日こそはマコトさん、誠せい之の進しんの息の根をきゅっと止めて見せます！」

　熱血の炎ほのおがめらめら燃えていた。近づいたら飛び火しそうでやなくらいにだ。

「わに太朗様、一言かなでにおっしゃってくださいませ」

「ん？」

　わに太朗はずっとやってたゲームボーイアドバンスから顔を上げ目をパチクリさせた。

「何？　虎牙ベンガル」

「何じゃございません。誠之進暗あん殺さつに失敗して来たかなでに戒いましめのお言葉を」

「かなで、がんばってね～～」

　すっごく投げやり新記録にそう言うと、わに太朗はまたゲームボーイアドバンスに視線を落とした。

「わに太朗様…………はあ」

　虎牙は諦あきらめたように息を吐き出すと、かなでに視線を向ける。

「かなで、気をひきしめてかかるんだぞ。失敗は許されないからな」

「はい。それでは、明日の作戦のための特とつ訓くんがあるので、アタシ失礼します」

　かなでは立ち上がると、皆様にぴょこんとお辞じ儀ぎしてその場をあとにした。

　んでもって、こけた。突然に何の脈みやく絡らくもなくこけた。石ころも窪くぼみもないのにこけやがった。

「いったぁぁぁぁい、今度は左足に右足がからまっちゃった」

　悲鳴を上げるかなで、てへへへって照れくさそうに笑うかなで、またるんるん鼻はな歌うた歌いながらスキップで退場するかなで。

　わに太た朗ろうを除いたその場にいた血ち桜ざくら忍にん群ぐん一同は、同時に呟つぶやいた。

「ふ、不安だ」

　はたして、かなでの考えついたすっごいすっごい作戦とは？

　そして、哀あわれマコトはきゅっと息の根ねを止められてしまうのか？

　次巻に続く…………。


第五話　完　　　
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　　　にん吉にん美のおまけコーナー




声『にん吉きち』

声『にん美みの』

二人の声『おまけこ～～な～～』




　煙とともに二人が現れる
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にん吉『どうも皆さん初めまして。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下げ忍にんの血桜にん吉です』

にん美『同じく、血桜忍群下忍の血桜にん美です。よろしくね』

にん吉『このコーナーは視し聴ちよう者から伝でん書しよ鳩ばとで寄せられたおハガキを紹介しようというコーナーです。第一回目の今日は質しつ問もん特集ということで』

にん美『それでは最初のお便りから。東京都在ざい住じゆうの鼻をかんだから鼻はな血じ出てきたさん、二十四歳さいの方からの質問です』




★『血桜忍にん者じやの階かい級きゆうはどうなってるんですか？』




にん吉『いきなりヘビーな質問が来ちゃいましたね』

にん美『それでは、血桜忍者の階級についてざっと説明します。血桜忍者は大きく分けると三つに分かれます。上じよう忍にん、中ちゆう忍にん、そして下忍』

にん吉『実は、上忍の上に特とく忍にんってのがいますが、神しん秘ぴのベールに包まれてて何も見えないのでここでは取り上げないことにします』

にん美『もちろん頭とう目もくのわに太た朗ろう様は別格よ。ちなみに副ふく頭目の虎牙ベンガル様は階級的には上忍に属してるわ』

にん吉『下忍からスタートして、数年に一度ある昇しよう格かく試し練れんに合格すると一個上うえに上がるんだ。手て柄がらをたてて、その褒ほう美びに昇しよう格かくすることもあるけどね』

にん美み『他の忍にん者じや集団じゃ大たい抵てい血ち筋すじで上中下を決めてるって言うのに、血う桜ちはそこんとこすごいよね』

にん吉きち『だな、頭とう目もくの家か系けい以外は完全な能力主義なんだもん』

にん美『という訳でした。鼻をかんだから鼻はな血じ出てきたさん。分かったかな？　それでは次の質問。東京都在ざい住じゆうの、スイカを食べたら血けつ便べん出ちゃったさん、二十四歳さいの方からの質問です』




★『ぽけぽけくノ一いちのかなでは強いんですか？』




にん吉『これまたなんて言うか速そつ急きゆうの質問ですね』

にん美『ここで一つ、確認しておかなくちゃいけないことがありますが、かなで様は中ちゆう忍にんです。私達よりも階かい級きゆうは上です』

にん吉『驚く方もいるかと思いますが、かなで様は十歳さいの時に中忍になっています。とんでもないスピード出世です』

にん美『敵に奪われた巻まき物ものをたった一人で取り戻して来たという功こう績せきをたたえられ、試練なしで昇格しました』

にん吉『ただ………中忍になった後で真相が分かったんですけどね。その巻物はたまたま敵が落っことしたのを、たまたま散歩してたかなで様が拾っただけだってことに』

にん美『だから強いか強くないかは………それはこれからのお楽しみってことにしてほしいわ。

スイカを食べたら血便出ちゃったさん。これでいいかしら？　それでは最後の質問です。東京都在住の、牛乳飲むとすぐきゅるきゅるさん、二十四歳の方から』




★下げ忍にんの人達はみんな同じ格かつ好こうしてるのに誰が誰だか分かるんですか？




にん吉『え～～なんとなく分かります』

にん美『右に同じです。なんとなく分かります』

にん吉『それでは、今日はこのへんで。また次回お会いしましょう。血ち桜ざくら忍にん群ぐん下忍、血桜にん吉と』

にん美『同じく、血桜忍群下忍、血桜にん美がお送りしました』

二人『さよ～～～なら～～。おハガキまってま～～す』




　どろんどんどろん（煙が出て二人が消える）




（追つい伸しん………次回もやるのかな？　このコーナー）










　　　あとがき




　時はまさに二十一世紀。

　東京某ぼう所しよにてこんな密みつ談だんが行われた。




担たん当とうさん『次のシリーズも宮みや須す弥みさんと仕事しませんか？』

作家もどき『します！』

担当さん『じゃあ、次のテーマは』

作家もどき『忍にん者じや！』

担当さん『でも、吸きゆう血けつ鬼き、オオカミ男と来たから次はやっぱりフランケンシュタインとか。つまり人じん造ぞう人間ってこと…』

作家もどき『忍者！』

担当さん『でもさ………』

作家『忍者！』

担当さん『しかしね』

作家もどき『忍者！』

担当さん『だから』

作家もどき『忍者！』

担当さん『もう勝手にしてください』




　こうして密談は終わり、企画はスタートした。

　言うまでもなく、僕の個人的趣しゆ味みです。

　だけど小説なんてもとをただせば趣味の発展型にしか過ぎないので、いいんじゃないのって一人で勝手に思ってます（担当さんすみません）。

　言い訳になりますが考えなかった訳じゃありません。忍者でやりたいけど、一いち応おういろんな企画をたてて並べて自分の中で会議しました。

　人造人間で行くか、死しに神がみで行くか、幽ゆう霊れいで行くか、はたまた人にん魚ぎよで行くか。

　だけど会議の結果やっぱり忍者にたどりつきました。

　散さん々ざん考えた挙あげ句くに出す結論は、何も考えずに出す結論と同じだったりする。

　最近しみじみと考えてる自分格かく言げんです。

　会社の会議でもよくあるんです。こ～ゆ～～こと。

　さてさて、そんなこんなで始まった『いつもどこでも忍２ニンジャ』手に取ってくださって嬉うれしく思います。

　実はこの話、昔むかし僕がやってたラジオ番組『僕らじ』内のラジオドラマのために書いた脚きやく本ほんが原作です。大幅に加か筆ひつやら修正やら何やらを加えてこんな形にしました。

　ちなみに、当時のタイトルはこんなでした。

『僕に手しゆ裏り剣けんを投げないで』

　さすがにいくらなんでもてめ～しつこいぞって意見を関係者各かく位いからいただき、今回のタイトルになりました。

　あと、関係者内ではこのタイトル、『いつどこ忍ニン』と呼ばれてます。いろいろ試した結果これが一番響ひびきがいいってことで。よろしければこの略りやく、お使いくださいまし。




　それでは失礼するでござる。ドロンドン。





阿あ智ち太た郎ろう　　　
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年の10月３日、長野県の南のほ～～～で生まれた。あちこち引越してたけど、いまは東京都の西のほ～～～で暮らしてる。夢は南のほ～～～の島で釣りをしながらのんびり暮らすこと。スイカが好き。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）などがある。
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いつもどこでも忍２にんにんニンジャ①




出で会あったあの娘こはくの一いち少しょう女じょ








阿あ智ち太た郎ろう
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